
JP 6275925 B2 2018.2.7

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信の方法であって、
　データリンクグループの第１のデバイスにおいて、前記データリンクグループと関連付
けられる近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）の通信の接続設定段階の間または前記ＮＡＮと
関連付けられるＮＡＮ発見ウィンドウの間に前記データリンクグループの第２のデバイス
から可用性情報を受信することと、ここにおいて、前記接続設定段階がデバイス能力情報
の交換を含む、
　前記第２のデバイスが前記データリンクグループと関連付けられる送信ウィンドウの間
のデータ受信のために利用可能であることを示す前記可用性情報に基づいて、前記送信ウ
ィンドウの間のデータ受信に対する前記第２のデバイスの可用性を決定するためのメッセ
ージ交換を実行することなく前記送信ウィンドウの間に前記第１のデバイスから前記第２
のデバイスにデータを送信することと、ここにおいて、前記データは、前記データリンク
グループのデバイスに前記第１のデバイスによって提供されるサービスと関連付けられる
、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第１のデバイスにおいて、前記ＮＡＮに参加するために前記接続設定段階の間に前
記第２のデバイスとの関連付けを実行することをさらに備え、前記送信ウィンドウが、前
記接続設定段階に続いて発生する、請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記第２のデバイスが第２の送信ウィンドウの間のデータ受信に利用可能であることを
示す前記可用性情報に基づいて、前記第２の送信ウィンドウの間のデータ受信に対する前
記第２のデバイスの可用性を決定するための第２のメッセージ交換を実行することと、
　前記第２のデバイスが前記第２の送信ウィンドウの間に利用可能であることに基づいて
、前記第２の送信ウィンドウの間に前記第１のデバイスから前記第２のデバイスに第２の
データを送信することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２のメッセージ交換がメッセージを前記第１のデバイスから前記第２のデバイス
に送信することを含み、前記メッセージが、節電ポール（ＰＳ－ＰＯＬＬ）メッセージ、
サービス品質（ＱｏＳ）ヌルメッセージ、アドホックトラフィック指示メッセージ（ＡＴ
ＩＭ）フレーム、アクションフレーム、またはユニキャストメッセージを備える、請求項
３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２のメッセージ交換が、前記第１のデバイスにおいて、前記第２のデバイスから
トリガフレームを受信することを含み、前記トリガフレームが、節電ポール（ＰＳ－ＰＯ
ＬＬ）メッセージ、サービス品質（ＱｏＳ）ヌルフレーム、アドホックトラフィック指示
メッセージ（ＡＴＩＭ）フレーム、またはアクションフレームを備える、請求項３に記載
の方法。
【請求項６】
　前記送信ウィンドウのページングウィンドウの間に前記第１のデバイスから前記第２の
デバイスにページングメッセージを送信することをさらに備え、前記ページングメッセー
ジが、前記第１のデバイスから前記データを受信することを予定されているものとして前
記第２のデバイスを特定するトラフィックインジケータを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記トラフィックインジケータが、トラフィック指示マップ（ＴＩＭ）、ブルームフィ
ルタ、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）アドレスのリスト、部分ＭＡＣアドレスのリスト、Ｍ
ＡＣアドレスのハッシュのリスト、およびアドホックトラフィック指示メッセージ（ＡＴ
ＩＭ）フレームのうちの少なくとも１つを含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記可用性情報が単一のビットを含み、前記単一のビットの値が、前記第２のデバイス
が前記データリンクグループに対応する各送信ウィンドウの間に利用可能であるかどうか
を示す、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記可用性情報が、複数のビットを有する特定のフィールドを含み、前記特定のフィー
ルドの値が、前記第２のデバイスが前記データリンクグループに対応する複数のデータウ
ィンドウの各々の間に利用可能であるかどうかを示す、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＮＡＮに対応する第１のワイヤレスネットワークと関連付けられる同期動作に基づ
いて、前記第１のデバイスにおいてクロックを同期することをさらに備え、前記データが
、前記データリンクグループに対応するデータ送信を含む通信のために指定される第２の
ワイヤレスネットワークを介して前記第２のデバイスに送信される、請求項１に記載の方
法。
【請求項１１】
　前記クロックを同期することは、前記第２のデバイスに前記データを送信する前に実行
され、前記送信ウィンドウのタイミングは、前記同期されたクロックに基づいて決定され
る、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記データは、ページングウィンドウに続く前記送信ウィンドウの一部分の間に前記第
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２のデバイスに送信され、前記ページングウィンドウは、前記データリンクグループのデ
バイス間のページングメッセージの通信のために指定される前記送信ウィンドウの特定の
部分を備え、前記データは、前記ページングウィンドウの間に前記メッセージ交換を実行
することなく前記第２のデバイスに送信される、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリとを備え、前記メモリが、
　　データリンクグループと関連付けられる近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）の通信の接
続設定段階の間または前記ＮＡＮと関連付けられるＮＡＮ発見ウィンドウの間に前記デー
タリンクグループのデバイスから可用性情報を受信することと、ここにおいて、前記接続
設定段階がデバイス能力情報の交換を含む、
　　前記デバイスが前記データリンクグループと関連付けられる送信ウィンドウの間のデ
ータ受信のために利用可能であることを示す前記可用性情報に基づいて、前記送信ウィン
ドウの間のデータ受信に対する前記デバイスの可用性を決定するためのメッセージ交換を
実行することなく前記送信ウィンドウの間に前記デバイスにデータを送信することと、こ
こにおいて、前記データは、前記データリンクグループのデバイスに提供されるサービス
と関連付けられる、
　を備える動作を実行するように前記プロセッサによって実行可能な命令を記憶する、装
置。
【請求項１４】
　前記動作がさらに、前記送信ウィンドウのページングウィンドウの間にトラフィックイ
ンジケータを含むページングメッセージを送信することを備え、前記トラフィックインジ
ケータが、前記データを受信することを予定されているものとして前記デバイスを特定し
、前記ページングメッセージが、前記ＮＡＮと関連付けられる第２のワイヤレスネットワ
ークとは異なる第１のワイヤレスネットワークを介して送信される、請求項１３に記載の
装置。
【請求項１５】
　前記トラフィックインジケータが、トラフィック指示マップ（ＴＩＭ）、ブルームフィ
ルタ、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）アドレスのリスト、およびアドホックトラフィック指
示メッセージ（ＡＴＩＭ）フレームのうちの少なくとも１つを含む、請求項１４に記載の
装置。
【請求項１６】
　前記可用性情報が前記デバイスが前記データリンクグループと関連付けられるワイヤレ
スネットワークをモニタするのに利用可能である１つまたは複数の時間期間を示す特定の
フィールドを含む、請求項１３に記載の装置。
【請求項１７】
　前記可用性情報が、複数のビットを有する特定のフィールドを含み、前記特定のフィー
ルドの値が、前記デバイスが前記データを受信する前にポーリングメッセージを受信する
ことを要求するかどうかをさらに示す、請求項１３に記載の装置。
【請求項１８】
　通信の方法であって、
　データリンクグループと関連付けられる近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）の通信の接続
設定段階の間または前記ＮＡＮと関連付けられるＮＡＮ発見ウィンドウの間に前記データ
リンクグループの第１のデバイスから前記データリンクグループの第２のデバイスに可用
性情報を送信することと、ここにおいて、前記接続設定段階がデバイス能力情報の交換を
含み、前記可用性情報が前記データリンクグループと関連付けられる送信ウィンドウの間
の前記第１のデバイスの可用性を示す、
　前記送信ウィンドウの間のデータ受信のために前記第１のデバイスが利用可能であるこ
とを示す前記可用性情報に基づいて、前記送信ウィンドウの間に前記データを受信するた
めの前記第１のデバイスの可用性の指示を前記第２のデバイスに提供するためのメッセー
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ジ交換を実行することなく前記送信ウィンドウの間に前記第２のデバイスから前記第１の
デバイスにおいてデータを受信することと、ここにおいて、前記データは、前記データリ
ンクグループのデバイスに前記第２のデバイスによって提供されるサービスと関連付けら
れる、
　を備える、方法。
【請求項１９】
　前記第１のデバイスが第２の送信ウィンドウの間に利用可能であることを前記可用性情
報が示さないと決定したことに応答して、前記第２のデバイスからメッセージを受信した
ことに応答して前記第２のデバイスに可用性の第２の指示を提供するための第２のメッセ
ージ交換を実行することをさらに備える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記メッセージが、ＰＳ－ＰＯＬＬメッセージ、ＱｏＳヌルメッセージ、ＡＴＩＭメッ
セージ、およびアクションフレームのうちの少なくとも１つを含む、請求項１９に記載の
方法。
【請求項２１】
　前記第１のデバイスにおいて、前記送信ウィンドウのページングウィンドウの間に前記
第２のデバイスからページングメッセージを受信することをさらに備え、前記ページング
メッセージが、前記データを受信することを予定されているものとして前記第１のデバイ
スを特定するトラフィックインジケータを含み、前記ページングウィンドウが、前記デー
タの受信の前に発生する、請求項１８に記載の方法。
【請求項２２】
　前記ＮＡＮに参加するために前記接続設定段階の間に前記第２のデバイスとの関連付け
を実行することをさらに備え、前記関連付けを実行することが、前記ＮＡＮと関連付けら
れる第１のワイヤレスネットワークを介して１つまたは複数の関連付け動作を実行するこ
とを備え、前記データが、前記データリンクグループと関連付けられる第２のワイヤレス
ネットワークを介して受信される、請求項１８に記載の方法。
【請求項２３】
　前記第１のデバイスが前記接続設定段階の間に前記ＮＡＮの前記データリンクグループ
に参加し、前記データリンクグループが前記第２のデバイスと１つまたは複数の他のデバ
イスとを含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２４】
　前記可用性情報が、前記第１のデバイスが前記送信ウィンドウの間にトリガフレームを
送信することを要求するかどうかを示す特定のフィールドを含む、請求項１８に記載の方
法。
【請求項２５】
　前記可用性情報を送信することに続いて、および前記データを受信する前に、前記ＮＡ
Ｎに対応する第１のワイヤレスネットワークと関連付けられる同期動作に基づいて、前記
第１のデバイスにおいてクロックを同期することをさらに備え、前記送信ウィンドウのタ
イミングが、前記同期されたクロックに基づいて決定され、前記データが、前記データリ
ンクグループに対応するデータ送信を含む通信のために指定される第２のワイヤレスネッ
トワークを介して前記第２のデバイスから受信される、請求項１８に記載の方法。
【請求項２６】
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリとを備え、前記メモリが、
　　データリンクグループと関連付けられる近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）の通信の接
続設定段階の間または前記ＮＡＮと関連付けられるＮＡＮ発見ウィンドウの間に前記デー
タリンクグループの第１のデバイスから前記データリンクグループの第２のデバイスに可
用性情報を送信することと、ここにおいて、前記接続設定段階がデバイス能力情報の交換
を含み、前記可用性情報が前記データリンクグループと関連付けられる送信ウィンドウの
間の前記第１のデバイスの可用性を示す、
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　　前記送信ウィンドウの間のデータ受信のために前記第１のデバイスが利用可能である
ことを示す前記可用性情報に基づいて、前記送信ウィンドウの間に前記データを受信する
ための前記第１のデバイスの可用性の指示を前記第２のデバイスに提供するためのメッセ
ージ交換を実行することなく前記送信ウィンドウの間に前記第２のデバイスからデータを
受信することと、ここにおいて、前記データは、前記データリンクグループのデバイスに
前記第２のデバイスによって提供されるサービスと関連付けられる、
　を備える動作を実行するように前記プロセッサによって実行可能な命令を記憶する、装
置。
【請求項２７】
　前記動作がさらに、前記送信ウィンドウのページングウィンドウの間に前記第２のデバ
イスからページングメッセージを受信することを備え、前記ページングメッセージが、デ
ータを受信することを予定されているものとして前記第１のデバイスを特定するトラフィ
ックインジケータを含む、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記トラフィックインジケータが、トラフィック指示マップ（ＴＩＭ）、ブルームフィ
ルタ、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）アドレスのリスト、およびアドホックトラフィック指
示メッセージ（ＡＴＩＭ）フレームのうちの少なくとも１つを含む、請求項２７に記載の
装置。
【請求項２９】
　前記可用性情報が特定のフィールド値および特定のビット値のうちの少なくとも１つを
含み、前記特定のフィールド値および前記特定のビット値のうちの前記少なくとも１つの
値が、前記第１のデバイスが前記送信ウィンドウの間に利用可能であるかどうかを示す、
請求項２６に記載の装置。
【請求項３０】
　前記可用性情報が、複数のビットを有する特定のフィールドを含み、前記特定のフィー
ルドの値が、前記第１のデバイスが前記データリンクグループに対応する複数の送信ウィ
ンドウの各送信ウィンドウの間のデータ受信のために利用可能であるかどうかを示す、請
求項２６に記載の装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
優先権の主張
　[0001]本出願は、２０１４年１０月１６日に出願された「ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ
　ＢＥＴＷＥＥＮ　ＤＥＶＩＣＥＳ　ＯＦ　Ａ　ＤＡＴＡ　ＰＡＴＨ　ＧＲＯＵＰ　ＯＦ
　Ａ　ＮＥＩＧＨＢＯＲ　ＡＷＡＲＥ　ＮＥＴＷＯＲＫ」（代理人整理番号１４７２３５
Ｐ１）という表題の同一所有者の米国仮特許出願第６２／０６４，９０４号、２０１５年
１月２９日に出願された「ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ　ＢＥＴＷＥＥＮ　ＤＥＶＩＣＥ
Ｓ　ＯＦ　Ａ　ＮＥＩＧＨＢＯＲ　ＡＷＡＲＥ　ＮＥＴＷＯＲＫ」（代理人整理番号１４
７２３５Ｐ２）という表題の米国仮特許出願第６２／１０９，５３０号、２０１５年８月
１４日に出願された「ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ　ＢＥＴＷＥＥＮ　ＤＥＶＩＣＥＳ　
ＯＦ　Ａ　ＮＥＩＧＨＢＯＲ　ＡＷＡＲＥ　ＮＥＴＷＯＲＫ」（代理人整理番号１４７２
３５Ｐ３）という表題の米国仮特許出願第６２／２０５，４７２号、および２０１５年１
０月１４日に出願された「ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ　ＢＥＴＷＥＥＮ　ＤＥＶＩＣＥ
Ｓ　ＯＦ　Ａ　ＮＥＩＧＨＢＯＲ　ＡＷＡＲＥ　ＮＥＴＷＯＲＫ」（代理人整理番号１４
７２３５Ｕ２）という表題の米国本特許出願第１４／８８３，４７３号の優先権を主張し
、前述の出願の各々の内容の全体が参考として本明細書に明示的に組み込まれる。
【０００２】
　[0002]本開示は全般に、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ：neighbor aware network）の
デバイス間の通信に関する。
【背景技術】
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【０００３】
　[0003]技術の進歩は、より小さくより強力なコンピューティングデバイスをもたらして
いる。たとえば、現在、小型軽量で、ユーザによる携行が容易である、ポータブルワイヤ
レス電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、およびページングデバイスなどのワイヤレスコンピ
ューティングデバイスを含む、様々なポータブルパーソナルコンピューティングデバイス
が存在する。より具体的には、携帯電話およびインターネットプロトコル（ＩＰ）電話な
どのポータブルワイヤレス電話は、ワイヤレスネットワークを介して音声およびデータパ
ケットを通信することができる。さらに、数多くのそのようなワイヤレス電話が、内蔵さ
れている他のタイプのデバイスを含む。たとえば、ワイヤレス電話が、デジタルスチルカ
メラと、デジタルビデオカメラと、デジタルレコーダと、オーディオファイルプレーヤと
を含むこともある。さらに、そのようなワイヤレス電話は、インターネットにアクセスす
るために使用され得るウェブブラウザアプリケーションなどのソフトウェアアプリケーシ
ョンを含む、実行可能命令を処理することができる。したがって、これらのワイヤレス電
話は、かなりのコンピューティング能力を含み得る。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス電話などの電子デバイスは、データを送信して受信するために、また
は情報を交換するために、ワイヤレス接続を使用してネットワークにアクセスし得る。た
とえば、互いに近接しているモバイル電子デバイスは、ワイヤレスネットワークを介して
データ交換を実行するために、メッシュネットワークなどの、インフラストラクチャ不要
のピアツーピアワイヤレスネットワークを形成し得る。データ交換は、ワイヤレスキャリ
ア、Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイント、および／またはインターネットを関与させることなく
実行される。ワイヤレスネットワークが機能するようにするために、特定のワイヤレスチ
ャネルが、ワイヤレスネットワークの電子デバイス間でデータを移送するために確保され
得る。たとえば、ワイヤレスネットワークの第１の電子デバイスは、音楽サービスなどの
サービスを、ワイヤレスネットワーク中の他の電子デバイスと共有し得る。例として、第
１の電子デバイスは、ワイヤレスネットワーク中の第２の電子デバイスに音楽データを送
信し得る。第２の電子デバイスが音楽データを受信するために利用可能であるかどうかを
決定する、第１の電子デバイスと関連付けられるポーリングメッセージなどのメッセージ
ングトラフィックが、ネットワーク帯域幅を消費することがある。さらに、音楽データを
受信することに対する可用性の指示を提供する第２の電子デバイスと関連付けられる肯定
応答メッセージなどのメッセージングトラフィックが、ネットワーク帯域幅を消費するこ
とがある。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本開示は、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）における通信に対する可用性の指示
を提供するための、システムおよび方法を対象とする。たとえば、デバイス能力情報の交
換を含むＮＡＮの通信の関連付け段階の間に、デバイスは、ＮＡＮにおける後続の通信の
ための可用性情報を提供し得る。代替的に、デバイスは、ＮＡＮ発見ウィンドウの間に、
ＮＡＮにおける後続の通信のための可用性情報を提供し得る。この場合、デバイスは、関
連付け段階の間にデバイス能力情報を交換しないことがある。さらに、デバイスは、特定
のＮＡＮと関連付けるべきかどうかを決定するために、ＮＡＮ発見ウィンドウの間に受信
される可用性情報を使用し得る。いくつかの場合、可用性情報に基づいて、メッセージン
グトラフィックがＮＡＮにおいて減らされ得る。たとえば、メッセージングトラフィック
は、ページングウィンドウおよび／またはデータウィンドウの間に減らされ得る。
【０００６】
　[0006]説明のための例として、ＮＡＮの通信の関連付け段階の間に（またはＮＡＮ発見
ウィンドウの間に）、第１のデバイスは、第２のデバイスがＮＡＮのデータリンクグルー
プの後続のデータウィンドウの間に通信するのに利用可能であるという指示を提供する可
用性情報を、第２のデバイスから受信し得る。第１のデバイスは提供者デバイスと呼ばれ
る場合があり、第２のデバイスは加入者デバイスと呼ばれる場合がある。可用性情報を受
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信したことに応答して、第１のデバイスが、第２のデバイスをデータの受信者として特定
するトラフィック指示メッセージ（トラフィック指示マップ（ＴＩＭ）を含み得る、トラ
フィックインジケータとも呼ばれる）を含むページングメッセージを（ページングウィン
ドウの間に）送信するとき、第１のデバイスは、第２のデバイスが利用可能であるという
指示を受信するのを待機することなく、または、第２のデバイスの可用性を（たとえば、
ＰＳ－ＰＯＬＬなどの機構を介して）決定することなく、データウィンドウの間の第２の
デバイスの可用性を示す可用性情報に基づいて、データウィンドウの間にデータを第２の
デバイスに送信し得る。この例では、ＮＡＮにおけるポーリングメッセージトラフィック
およびＡＣＫメッセージトラフィックが減らされ得る。さらに、デバイスが、関連付け段
階の間の能力交換を介して、デバイスが「常時」利用可能であることを示す場合、送信機
は、各データフレームのためのＰＳ－ＰＯＬＬメッセージを送信するのを控え得る。むし
ろ、データフレームは、各々の集約Ｍａｃプロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ：Ag
gregated Mac Protocol Data Unit）のために集約され得る。いくつかのシステムでは、
送信機は、各データフレームを送信する前に（すなわち、最初のフレームだけに対してで
はなく）、受信機の可用性を決定する。そのようなシステムでは、送信機はＰＳ－ＰＯＬ
Ｌメッセージを送信し、受信機は送信機がＭＰＤＵを送信する前にＡＣＫを送信機に送信
する。本開示では、受信機がＮＡＮのデータリンクグループのデータウィンドウの間に利
用可能であることを受信機が（ＮＡＮの関連付け段階の間に）示す場合、そのようなＰＳ
－ＰＯＬＬ／ＡＣＫ方式は削除され得る。
【０００７】
　[0007]別の説明のための例として、ＮＡＮの通信の関連付け段階の間に（またはＮＡＮ
発見ウィンドウの間に）、第１のデバイスは、第１のデバイスがＮＡＮのデータリンクグ
ループの後続のデータウィンドウの間に通信するのに利用可能であるという指示を提供す
る可用性情報を、第２のデバイスに送信し得る。第１のデバイスは加入者デバイスと呼ば
れることがあり、第２のデバイスは提供者デバイスと呼ばれることがある。第１のデバイ
スは、第１のデバイスをデータの受信者として特定するＴＩＭを含むページングメッセー
ジを、第２のデバイスから受信し得る。第１のデバイスは、ページングメッセージに応答
することなく、データウィンドウの間にデータを第２のデバイスから受信し得る。この例
では、ＮＡＮにおけるポーリングメッセージトラフィックおよびＡＣＫメッセージトラフ
ィックが減らされ得る。
【０００８】
　[0008]本開示はまた、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）のデータリンクグループ中の電
子デバイスが、「将来の」チャネルに対する可用性(availability)または不可用性(unava
ilability)の指示を提供することを可能にするための、システムおよび方法を対象とする
。本明細書でさらに説明されるように、将来のチャネルは、論理チャネルのインデックス
中の第１の論理チャネルに後続する論理チャネルを指し得る。いくつかの場合、可用性の
指示は、提供者デバイスが特定の時間期間の間にトラフィック告知を提供するのを控える
ことを可能にし得る。将来のトラフィック告知を提供する代わりに、提供者デバイスはデ
ータ送信を実行し得る。他の場合、不可用性の指示は、加入者デバイスが後続の論理チャ
ネルを監視するのを控えることを可能にし得る。後続の論理チャネルを監視する代わりに
、加入者デバイスは、スリープモードなどの低電力動作モードに遷移し、または、他のデ
ータリンクグループと関連付けられる動作を実行し得る。
【０００９】
　[0009]本開示はさらに、ＮＡＮのデータリンクグループ中の電子デバイスが送信ウィン
ドウのページングウィンドウ部分の間にデータ送信を実行することを可能にするための、
システムおよび方法を対象とする。たとえば、いくつかの場合、送信ウィンドウのページ
ングウィンドウ部分の間のページングメッセージに優先権が与えられるように、１つまた
は複数のコンテンションウィンドウパラメータが調整され得る。そのような場合、ページ
ングメッセージの送信は、ページングウィンドウ境界（ＰＷＢ：paging window boundary
）の前に終了し得る。したがって、データ送信は、ＰＷＢの前に、また、送信ウィンドウ
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のデータ送信部分の間にも、開始し得る。他の場合、送信ウィンドウは、送信ウィンドウ
をページングウィンドウ部分とデータ送信部分に分離するトリガウィンドウ部分を含み得
る。１つまたは複数のコンテンションウィンドウパラメータは、トリガメッセージなどの
肯定応答がデータ送信よりも高い優先度を与えられるように調整され得る。いくつかの場
合、提供者デバイスは、トリガウィンドウ境界（ＴｒＷＢ：trigger window boundary）
の前に１つまたは複数の加入者デバイスの各々から肯定応答（ＡＣＫ）を受信し得る。し
たがって、提供者デバイスは、ＴｒＷＢの前に、また、送信ウィンドウのデータ送信部分
の間にも、データ送信を開始し得る。
【００１０】
　[0010]本開示はさらに、ＮＡＮのデータリンクグループ中のデバイスが今度の予定され
たトラフィックを示すためにページングメッセージを送信することを可能にするための、
システム、装置、および方法に関する。ページングメッセージは特定の受信機アドレスを
含む。データリンクグループのデバイスは、特定の受信機アドレス値をページングメッセ
ージとして含むメッセージを特定し得る。例示すると、第１のデバイスは、データリンク
グループのデバイスのサブセットへの送信を予定されたトラフィックを有することがあり
、第１のデバイスは、ページングメッセージをデータリンクグループの少なくとも１つの
他のデバイスに送信することがある。ページングメッセージは、特定の値を有する受信機
アドレスフィールドを含む複数のフィールドを含み得る。特定の値は、生産の間にデバイ
スのメモリに記憶された値、または、ＮＡＮクラスタ識別子（ＩＤ）もしくはデータリン
クグループＩＤなどの、ＮＡＮまたはデータリンクグループに対応する値であり得る。メ
ッセージを受信するデバイスは、受信されたメッセージがページングメッセージであるか
どうかを決定するために、メッセージの（他の部分ではなく）受信機アドレスフィールド
を最初に処理し得る。ページングメッセージは受信機アドレスフィールドのための特定の
値を有するので、メッセージを受信するデバイスは、受信機アドレスフィールドを含むメ
ッセージの部分を処理することによって、メッセージの残り（またはメッセージのヘッダ
の残り）を処理することなく、メッセージがページングメッセージであるかどうかを、迅
速に、および確実に決定することができる。
【００１１】
　[0011]受信されたメッセージの受信機アドレスフィールドが特定の値と一致する場合、
１つまたは複数のデバイスは、受信されたメッセージがページングメッセージであると決
定する。ページングメッセージを受信したことに応答して、１つまたは複数のデバイスは
、肯定応答（ＡＣＫ）を第１のデバイスに送信し得る。１つまたは複数のデバイスは、そ
れぞれのデバイスがページングメッセージによって示されるデバイスのサブセットに含ま
れるかどうかを決定する前に、ＡＣＫを第１のデバイスに送信し得る。いくつかの実装形
態では、データリンクグループの一部ではないデバイスは、受信機アドレスフィールドの
特定の値を確認したことに基づいて、ＡＣＫを送信し得る。受信機アドレスの特定の値を
認識することが可能なあらゆるデバイスがＡＣＫを送信し得るので、第１のデバイスがＡ
ＣＫを受信する確率は上がる。少なくとも１つのＡＣＫを受信したことに応答して、第１
のデバイスは、ページングメッセージが問題なく送信されたと決定する。
【００１２】
　[0012]受信機アドレスフィールドを含むページングメッセージの部分を処理した後、受
信機アドレスフィールドが特定の値を有する場合、第２のデバイスは、第２のデバイスが
デバイスのサブセットに含まれるかどうかを決定するために、ページングメッセージを処
理し続け得る。デバイスのサブセットは、ページングメッセージに含まれる被ページング
デバイスリスト（ページングされたデバイスの表現）によって示され得る。第２のデバイ
スがデバイスのサブセットに含まれる場合、第２のデバイスは、トリガフレームを第１の
デバイスに送信し得る。トリガフレームは、米国電気電子学会（ＩＥＥＥ）８０２．１１
規格などのワイヤレス通信規格に従って形成される、サービス品質ヌル（ＱｏＳ＿ＮＵＬ
Ｌ）フレームまたは節電ポール（ＰＳ＿ＰＯＬＬ）フレームを含み得る。トリガフレーム
は、第２のデバイスがページングメッセージに対応する今度の送信ウィンドウの間にアク
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ティブ動作モードにあることが予定されていることを示す。トリガフレームを受信したこ
とに応答して、第１のデバイスは、送信ウィンドウの間に、データの一部分を第２のデバ
イスに送信し得る。いくつかの実装形態では、ＡＣＫとトリガフレームとのコリジョンを
減らすために、コンテンション軽減技法が、データリンクグループのデバイスによって実
行され得る。加えて、いくつかの実装形態では、ページングメッセージは追加の情報を含
む。たとえば、ページングメッセージ中の被ページングデバイスリスト制御フィールドは
、データのタイプ（たとえば、サービス品質（ＱｏＳ）タイプ）を特定するトラフィック
タイプインジケータを含み得る。別の例として、ページングメッセージは、被ページング
デバイスリストのタイプを示すページ制御フィールドを含み得る。例示すると、被ページ
ングデバイスリストは、トラフィック指示マップ（ＴＩＭ）、ブルームフィルタ、または
媒体アクセス制御（ＭＡＣ）アドレスのリストを含み得る。
【００１３】
　[0013]本明細書で言及される場合、データリンクグループは、電子デバイスのアクティ
ブ動作モードに対応するページングウィンドウなどの時間期間を共有し、共通のセキュリ
ティ証明書を有する、１つまたは複数の電子デバイスを指す。たとえば、データリンクグ
ループは、ワイヤレスメッシュネットワーク（たとえば、「ソーシャルワイヤレスフィデ
リティ（ｗｉ－ｆｉ）メッシュ」）を形成し得る。別の例として、データリンクグループ
は、インフラストラクチャ不要のピアツーピア（ｐ２ｐ）ネットワークを形成し得る。デ
ータリンクグループは、ＮＡＮ中の電子デバイスの各々を含むことがあり、またはＮＡＮ
中の電子デバイスのサブセットを含むことがある。
【００１４】
　[0014]本明細書で言及される場合、論理チャネルは、データリンクグループの電子デバ
イスがその間に特定のサービスに関して通信できる、特定の通信チャネルと１つまたは複
数の時間期間とを指す。時間期間は、１つまたは複数の送信ウィンドウを含み得る。各送
信ウィンドウは、ページングウィンドウと呼ばれる時間の部分を含むことがあり、ページ
ングウィンドウの間に、データリンクグループの第１の電子デバイスは、第１の電子デバ
イスが送信されるべきデータを有することを示すページングメッセージを、データリンク
グループの１つまたは複数の他の電子デバイスに特定の通信チャネルを介して送信し得る
。送信ウィンドウの残りの部分は、データを交換するために使用されることがあり、デー
タ送信ウィンドウと呼ばれることがある。
【００１５】
　[0015]データリンクグループは、サービス広告（ａｄｖｅｒｔｉｓｅｍｅｎｔ）または
告知（ａｎｎｏｕｎｃｅｍｅｎｔ）メッセージなどのメッセージを発見ウィンドウの間に
ＮＡＮの電子デバイスにＮＡＮの提供者デバイスが送信したことに応答して形成され得る
。メッセージは、提供者デバイスが複数の論理チャネルを介して通信するのに利用可能で
あることを示し得る。たとえば、サービス広告は、特定のサービスが複数の論理チャネル
を介して利用可能であることを示し得る。本明細書で言及される場合、発見ウィンドウは
、ＮＡＮの電子デバイスのアクティブ動作モードに対応する時間期間を指す。発見ウィン
ドウの間、ＮＡＮの電子デバイスは、サービス広告について、ＮＡＮ通信チャネルと呼ば
れる特定のワイヤレスチャネルを聴取する（たとえば、監視する）ことができる。ＮＡＮ
の加入者デバイスは、加入メッセージを提供者デバイスに送信することによって、サービ
ス広告に応答し得る。
【００１６】
　[0016]特定のデータリンクグループは、特定の論理チャネルに対応し得る。たとえば、
特定のデータリンクグループは、提供者デバイスと、特定の論理チャネルを示す加入メッ
セージを送信した１つまたは複数の加入者デバイスとを含み得る。特定のデータリンクグ
ループの電子デバイスは、論理チャネルと関連付けられる１つまたは複数のページングウ
ィンドウの少なくとも一部分の間、対応する論理チャネルの通信チャネルを監視し得る。
【００１７】
　[0017]ＮＡＮ中の各電子デバイスは、ＮＡＮの少なくとも１つの電子デバイスから受信
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される同期ビーコンに基づいて、内部クロックを同期することができる。データリンクグ
ループ中の各電子デバイスの内部クロックが同期されるので、各電子デバイスは、アクテ
ィブ動作モードに遷移してサービス広告についてＮＡＮ通信チャネルを監視するための、
発見ウィンドウなどの共通の時間期間を決定し得る。データリンクグループの各電子デバ
イスは、アクティブ動作モードに遷移してページングメッセージについて特定の論理チャ
ネルに対応する特定の通信チャネルを監視するための、ページングウィンドウなどの共通
の時間期間を決定し得る。ある特定の実装形態では、データリンクグループは「マルチホ
ップ」データリンクグループであることがあり、ページングメッセージはページングウィ
ンドウの間にデータリンクグループの第１の電子デバイスからデータリンクグループの他
の電子デバイスに送信されることがある。別の特定の実装形態では、データリンクグルー
プは「シングルホップ」データリンクグループであることがあり、ページングメッセージ
はデータリンクグループの１つまたは複数のデバイスへ提供者デバイスによって特定の論
理チャネルを介して送信され得る。
【００１８】
　[0018]ある特定の態様では、通信の方法は、第１のデバイスにおいて、近隣認識ネット
ワーク（ＮＡＮ）の通信の接続設定段階の間に、またはＮＡＮ発見ウィンドウの間に、第
２のデバイスから可用性情報を受信することを含む。接続設定段階は、デバイス能力情報
の交換を含む。方法はまた、送信ウィンドウの間の第２のデバイスの可用性を示す可用性
情報に基づいて、第２のデバイスの可用性を決定するためのメッセージ交換を実行するこ
となく、送信ウィンドウの間に第１のデバイスから第２のデバイスにデータを送信するこ
とを含む。
【００１９】
　[0019]別の態様では、装置は、プロセッサと、プロセッサに結合されるメモリとを含む
。メモリは、様々な動作を実行するためにプロセッサによって実行可能である命令を記憶
する。これらの動作は、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）の通信の接続設定段階の間に、
またはＮＡＮ発見ウィンドウの間に、デバイスから可用性情報を受信することを含む。接
続設定段階は、デバイス能力情報の交換を含む。動作はまた、送信ウィンドウの間のデバ
イスの可用性を示す可用性情報に基づいて、デバイスの可用性を決定するためのメッセー
ジ交換を実行することなく、送信ウィンドウの間にデバイスにデータを送信することを含
む。
【００２０】
　[0020]別の態様では、非一時的コンピュータ可読媒体が、様々な動作を実行するように
プロセッサによって実行可能な命令を記憶する。これらの動作は、近隣認識ネットワーク
（ＮＡＮ）の通信の接続設定段階の間に、またはＮＡＮ発見ウィンドウの間に、デバイス
から可用性情報を受信することを含み得る。接続設定段階は、デバイス能力情報の交換を
含む。動作はさらに、送信ウィンドウの間のデバイスの可用性を示す可用性情報に基づい
て、デバイスの可用性を決定するためのメッセージ交換を実行することなく、送信ウィン
ドウの間にデバイスにデータを送信することを含む。
【００２１】
　[0021]別の態様では、装置は、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）の通信の接続設定段階
の間に、またはＮＡＮ発見ウィンドウの間に、デバイスから可用性情報を受信するための
手段を含む。接続設定段階は、デバイス能力情報の交換を含む。装置はさらに、送信ウィ
ンドウの間のデバイスの可用性を示す可用性情報に基づいて、第２のデバイスの可用性を
決定するためのメッセージ交換を実行することなく、送信ウィンドウの間にデバイスにデ
ータを送信するための手段を含む。
【００２２】
　[0022]別の態様では、通信の方法は、ＮＡＮの通信の接続設定段階の間に、またはＮＡ
Ｎ発見ウィンドウの間に、第１のデバイスから第２のデバイスに可用性情報を送信するこ
とを含む。接続設定段階はデバイス能力情報の交換を含み、可用性情報は送信ウィンドウ
の間の第１のデバイスの可用性を示す。方法はさらに、送信ウィンドウの間の第１のデバ
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イスの可用性を示す可用性情報に基づいて、第２のデバイスに可用性の指示を提供するた
めのメッセージ交換を実行することなく、送信ウィンドウの間に第２のデバイスから第１
のデバイスにおいてデータを受信することを含む。
【００２３】
　[0023]別の態様では、デバイスは、プロセッサと、プロセッサに結合されるメモリとを
含む。メモリは、様々な動作を実行するようにプロセッサによって実行可能である命令を
記憶する。これらの動作は、ＮＡＮの通信の接続設定段階の間に、またはＮＡＮ発見ウィ
ンドウの間に、第２のデバイスに可用性情報を送信することを含む。接続設定段階はデバ
イス能力情報の交換を含み、可用性情報は送信ウィンドウの間のデバイスの可用性を示す
。動作はまた、送信ウィンドウの間のデバイスの可用性を示す可用性情報に基づいて、第
２のデバイスに可用性の指示を提供するためのメッセージ交換を実行することなく、送信
ウィンドウの間に第２のデバイスからデータを受信することを含む。
【００２４】
　[0024]別の態様では、非一時的コンピュータ可読媒体が、様々な動作を実行するように
プロセッサによって実行可能な命令を記憶する。これらの動作は、ＮＡＮの通信の接続設
定段階の間に、またはＮＡＮ発見ウィンドウの間に、第１のデバイスから第２のデバイス
に可用性情報を送信することを含み得る。接続設定段階はデバイス能力情報の交換を含み
、可用性情報は送信ウィンドウの間の第１のデバイスの可用性を示す。動作はまた、送信
ウィンドウの間のデバイスの可用性を示す可用性情報に基づいて、第２のデバイスに可用
性の指示を提供するためのメッセージ交換を実行することなく、送信ウィンドウの間に第
２のデバイスからデータを受信することを含む。
【００２５】
　[0025]さらなる態様では、デバイスは、ＮＡＮの通信の接続設定段階の間に、またはＮ
ＡＮ発見ウィンドウの間に、第２のデバイスに可用性情報を送信するための手段を含む。
接続設定段階はデバイス能力情報の交換を含み、可用性情報は送信ウィンドウの間のデバ
イスの可用性を示す。デバイスはさらに、送信ウィンドウの間のデバイスの可用性を示す
可用性情報に基づいて、第２のデバイスに可用性の指示を提供するためのメッセージ交換
を実行することなく、送信ウィンドウの間にデータを第２のデバイスから受信するための
手段を含む。
【００２６】
　[0026]別の態様では、通信の方法は、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）のデータリンク
グループの第１のデバイスにおいてページングメッセージを生成することを含む。ページ
ングメッセージは被ページングデバイスリストを含む。被ページングデバイスリストは、
データリンクグループのデバイスのサブセットを特定する。デバイスのサブセットは、送
信ウィンドウの間に第１のデバイスからデータを受信することが予定される。ページング
メッセージは特定の受信機アドレス値を含む。方法はさらに、ページングウィンドウの間
に、第１のデバイス以外のデータリンクグループの少なくとも１つのデバイスにページン
グメッセージを送信することを含む。
【００２７】
　[0027]別の態様では、装置は、プロセッサと、プロセッサに結合されるメモリとを含む
。メモリは、ページングメッセージを生成することを含む動作を実行するようにプロセッ
サによって実行可能である命令を記憶する。ページングメッセージは被ページングデバイ
スリストを含む。被ページングデバイスリストは、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）のデ
ータリンクグループのデバイスのサブセットを特定する。デバイスのサブセットは、送信
ウィンドウの間にデータを受信することが予定される。ページングメッセージは特定の受
信機アドレス値を含む。動作はさらに、ページングウィンドウの間に、データリンクグル
ープの少なくとも１つのデバイスへのページングメッセージの送信を開始することを含む
。
【００２８】
　[0028]別の態様では、装置は、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）のデータリンクグルー
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プの第１のデバイスにおいてページングメッセージを生成するための手段を含む。ページ
ングメッセージは被ページングデバイスリストを含む。被ページングデバイスリストは、
データリンクグループのデバイスのサブセットを特定する。デバイスのサブセットは、送
信ウィンドウの間に第１のデバイスからデータを受信することが予定される。ページング
メッセージは特定の受信機アドレス値を含む。装置はさらに、ページングウィンドウの間
に、第１のデバイス以外のデバイスにページングメッセージを送信するための手段を含む
。
【００２９】
　[0029]別の態様では、非一時的コンピュータ可読媒体は、プロセッサによって実行され
ると、プロセッサに、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）のデータリンクグループの第１の
デバイスにおいてページングメッセージを生成させる命令を記憶する。ページングメッセ
ージは被ページングデバイスリストを含む。被ページングデバイスリストは、データリン
クグループのデバイスのサブセットを特定する。デバイスのサブセットは、送信ウィンド
ウの間に第１のデバイスからデータを受信することが予定される。ページングメッセージ
は特定の受信機アドレス値を含む。命令はさらに、プロセッサに、ページングウィンドウ
の間に、第１のデバイス以外のデバイスへのページングメッセージの送信を開始させる。
【００３０】
　[0030]別の態様では、通信の方法は、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）のデータリンク
グループの第１のデバイスにおいて、ページングウィンドウの間にワイヤレスネットワー
クを監視することを含む。方法はさらに、第１のデバイスにおいて、ページングウィンド
ウの間にデータリンクグループの第２のデバイスからページングメッセージを受信するこ
とを含む。ページングメッセージは被ページングデバイスリストを含む。被ページングデ
バイスリストは、データリンクグループのデバイスのサブセットを特定する。デバイスの
サブセットは、送信ウィンドウの間に第２のデバイスからデータを受信することが予定さ
れる。ページングメッセージは特定の受信機アドレス値を含む。
【００３１】
　[0031]別の態様では、装置は、プロセッサと、プロセッサに結合されるメモリとを含む
。メモリは、ページングウィンドウの間にワイヤレスネットワークを監視することを含む
動作を実行するようにプロセッサによって実行可能である命令を記憶する。動作はさらに
、ページングウィンドウの間に近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）のデータリンクグループ
の第２のデバイスからページングメッセージを受信することを含む。ページングメッセー
ジは被ページングデバイスリストを含む。被ページングデバイスリストは、データリンク
グループのデバイスのサブセットを特定する。デバイスのサブセットは、送信ウィンドウ
の間に第２のデバイスからデータを受信することが予定される。ページングメッセージは
特定の受信機アドレス値を含む。
【００３２】
　[0032]別の態様では、装置は、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）のデータリンクグルー
プの第１のデバイスにおいて、ページングウィンドウの間にワイヤレスネットワークを監
視するための手段を含む。装置はさらに、第１のデバイスにおいて、ページングウィンド
ウの間にデータリンクグループの第２のデバイスからページングメッセージを受信するた
めの手段を含む。ページングメッセージは被ページングデバイスリストを含む。被ページ
ングデバイスリストは、データリンクグループのデバイスのサブセットを特定する。デバ
イスのサブセットは、送信ウィンドウの間に第２のデバイスからデータを受信することが
予定される。ページングメッセージは特定の受信機アドレス値を含む。
【００３３】
　[0033]別の態様では、非一時的コンピュータ可読媒体は、プロセッサによって実行され
ると、プロセッサに、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）のデータリンクグループの第１の
デバイスにおいてページングウィンドウの間にワイヤレスネットワークを監視させる命令
を記憶する。命令はさらに、プロセッサに、第１のデバイスにおいて、ページングウィン
ドウの間にデータリンクグループの第２のデバイスからページングメッセージを受信させ
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る。ページングメッセージは被ページングデバイスリストを含む。被ページングデバイス
リストは、データリンクグループのデバイスのサブセットを特定する。デバイスのサブセ
ットは、送信ウィンドウの間に第２のデバイスからデータを受信することが予定される。
ページングメッセージは特定の受信機アドレス値を含む。
【００３４】
　[0034]別の態様では、通信の方法は、第１のデバイスにおいて、近隣認識ネットワーク
（ＮＡＮ）のデータリンクグループのデバイスがアクティブ動作モードで動作するように
構成される特定の時間期間の間に第１のデバイスが利用可能であるかどうかの指示を含む
メッセージを生成することを含む。非限定的な例として、特定の時間期間は、データリン
クグループのページングウィンドウまたはＮＡＮの発見ウィンドウを含み得る。方法はま
た、第１のデバイスからデータリンクグループの１つまたは複数のデバイスにメッセージ
を送信することを含む。
【００３５】
　[0035]別の態様では、装置は、プロセッサと、プロセッサに結合されるメモリとを含む
。メモリは、第１のデバイスにおいて、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）のデータリンク
グループのデバイスがアクティブ動作モードで動作するように構成される特定の時間期間
の間に第１のデバイスが利用可能であるかどうかの指示を含むメッセージを生成すること
を含む動作を実行するようにプロセッサによって実行可能な命令を記憶する。動作はまた
、第１のデバイスからデータリンクグループの１つまたは複数のデバイスへのメッセージ
の送信を開始することを含む。
【００３６】
　[0036]別の態様では、通信の方法は、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）のデータリンク
グループの第２のデバイスにおいて、データリンクグループに対応するまたはＮＡＮに対
応する特定の時間期間の間に特定のサービスに対応する第１のデバイスが利用可能である
かどうかの指示を含むメッセージを受信することを含む。方法はまた、第１のデバイスが
その特定の時間期間の間に利用不可能であると決定したことに応答して、その特定の時間
期間に対応する１つまたは複数の送信ウィンドウの間に低電力動作モードに遷移すること
を含む。
【００３７】
　[0037]別の態様では、装置は、プロセッサと、プロセッサに結合されるメモリとを含む
。メモリは、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）のデータリンクグループの第２のデバイス
において、データリンクグループに対応するまたはＮＡＮに対応する特定の時間期間の間
に特定のサービスに対応する第１のデバイスが利用可能であるかどうかの指示を含むメッ
セージを受信することを含む動作を実行するようにプロセッサによって実行可能な命令を
記憶する。動作はまた、第１のデバイスがその特定の時間期間の間に利用不可能であると
決定したことに応答して、その特定の時間期間に対応する１つまたは複数の送信ウィンド
ウの間に低電力動作モードに遷移することを含む。
【００３８】
　[0038]別の態様では、通信の方法は、提供者デバイスにおいて、近隣認識ネットワーク
（ＮＡＮ）のデータリンクグループと関連付けられるいくつかの論理チャネル（たとえば
、論理チャネルのインデックスにおいて参照される次のＮ個の論理チャネル）に対する不
可用性の指示を生成することを含む。方法はさらに、送信ウィンドウのページングウィン
ドウ部分の間に、提供者デバイスからＮＡＮのデータリンクグループの１つまたは複数の
加入者デバイスにページングメッセージを送信することを含む。
【００３９】
　[0039]別の態様では、通信の方法は、ＮＡＮのデータリンクグループの加入者デバイス
において、データリンクグループと関連付けられるいくつかの論理チャネル（たとえば、
論理チャネルのインデックスにおいて参照される次のＮ個の論理チャネル）に対する特定
のサービスと関連付けられる提供者デバイスの不可用性の指示を含むページングメッセー
ジを受信することを含む。いくつかの場合、方法はまた、次のＮ個の論理チャネルと関連
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付けられる１つまたは複数の送信ウィンドウの間に低電力動作モードに遷移することを含
む。他の場合、方法は、次のＮ個の論理チャネルと関連付けられる１つまたは複数の送信
ウィンドウの間に、別のサービスと関連付けられる別の提供者デバイスと関連付けられる
１つまたは複数の動作を実行することを含む。例示すると、不可用性の指示を提供する提
供者デバイスは第１のサービス（たとえば、音楽サービス）を提供することがあり、加入
者デバイスは別の提供者デバイスの第２のデバイス（たとえば、ゲームサービス）に加入
することがある。この例では、加入者デバイスは、第１のサービスの提供者デバイスが利
用不可能である間に、ゲームサービスと関連付けられる１つまたは複数の動作を実行し得
る。
【００４０】
　[0040]別の態様では、通信の方法は、第１のデバイスにおいて、ページングメッセージ
を生成することを含む。方法はさらに、第１のデバイスから近隣認識ネットワーク（ＮＡ
Ｎ）のデータリンクグループの１つまたは複数のデバイスにページングメッセージを送信
することを含む。方法はまた、第１のデバイスにおいて、１つまたは複数のデバイスの各
々からの１つまたは複数の肯定応答を検出したことに応答して、特定の時間期間に対応す
るページングウィンドウにおいてトラフィック告知を送信するのを控えることと、その特
定の時間期間に対応するデータウィンドウの開始部分の前にデータトラフィックを送信す
ることとを含む。
【００４１】
　[0041]さらなる態様では、通信の方法は、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）のデータリ
ンクグループの第２のデバイスにおいて、第１の時間期間の間にデータリンクグループに
対応する特定の通信チャネルを監視することを含む。方法は、第２のデバイスにおいて、
特定のサービスに対応する第１のデバイスからページングメッセージを受信することを含
む。方法は、肯定応答を第２のデバイスから第１のデバイスに送信することを含む。方法
は、第２のデバイスにおいて、データリンクグループに対応する論理チャネルのインデッ
クスによって特定される第１の論理チャネルを監視することを含む。方法はさらに、次の
論理チャネルに対応するデータウィンドウの開始部分の前に、第２のデバイスにおいてデ
ータトラフィックを受信することを含む。
【００４２】
　[0042]別の態様では、通信の方法は、提供者デバイスにおいて、送信ウィンドウのペー
ジングウィンドウ部分の間にページングメッセージを生成することを含む。方法は、提供
者デバイスから近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）のデータリンクグループの１つまたは複
数の加入者デバイスにページングメッセージを送信することを含む。方法はさらに、提供
者デバイスにおいて、送信ウィンドウのページングウィンドウ部分に後続する送信ウィン
ドウのトリガウィンドウ部分の間に１つまたは複数の加入者デバイスの各々から１つまた
は複数の肯定応答が受信されたかどうかを決定することを含む。１つまたは複数の肯定応
答が受信されたと決定したことに応答して、方法は、送信ウィンドウのトリガウィンドウ
部分の少なくとも一部分の間にデータトラフィックを送信することを含む。
【００４３】
　[0043]さらなる態様では、通信の方法は、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）のデータリ
ンクグループの加入者デバイスにおいて、データリンクグループと関連付けられる複数の
論理チャネルのうちのある特定の論理チャネルを監視することを含む。方法は、加入者デ
バイスにおいて、特定のサービスと関連付けられる提供者デバイスからページングメッセ
ージを受信することを含む。ページングメッセージは、特定の論理チャネルと関連付けら
れる送信ウィンドウのページングウィンドウ部分の間に受信される。方法はまた、ページ
ングウィンドウ部分に後続する送信ウィンドウのトリガウィンドウ部分の間に、肯定応答
を加入者デバイスから提供者デバイスに送信することを含む。方法はさらに、加入者デバ
イスにおいて、送信ウィンドウのトリガウィンドウ部分の間に、およびトリガウィンドウ
部分に後続する送信ウィンドウのデータトラフィック部分の間に、提供者デバイスからデ
ータトラフィックを受信することを含む。
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【００４４】
　[0044]本開示の１つの利点は、ＮＡＮの通信の関連付け段階の間に提供される可用性情
報に基づく、ＮＡＮの送信ウィンドウの間のメッセージトラフィックの削減である。提供
者デバイスは、加入者デバイスがデータウィンドウの間に可用性の指示を（関連付け段階
の間に）提供しているとき、加入者デバイスの可用性を決定するためのメッセージ交換を
実行するのを控えることができ、メッセージトラフィックの削減をもたらす。メッセージ
トラフィックの削減は、ポーリングメッセージ、ポーリングメッセージへの応答、トリガ
フレーム、またはこれらの組合せの削減を含み得る。さらに、加入者デバイスは、データ
を受信することが予定されているものとして（たとえば、データの意図された受信者とし
て）加入者デバイスを特定するトラフィックインジケータを含むページングメッセージを
受信したことに応答して、可用性の指示を提供者デバイスに提供するためのメッセージ交
換を実行するのを控えることができ、メッセージトラフィックの削減をもたらす。別の利
点は、受信デバイスに対する処理の負荷が低減された、ページングメッセージの交換であ
る。たとえば、メッセージを受信するデバイスが、メッセージがページングメッセージで
あるかどうかを決定するためにメッセージのより大きな部分（または全体）ではなくメッ
セージの一部分（受信機アドレスを含む部分）を処理するので、電力消費およびデバイス
によって使用される処理能力が減らされ得る。例示すると、ＮＡＮ関連メッセージの受信
機アドレスフィールドが特定の値を有しない場合、メッセージを受信するデバイスは、さ
らなる処理を伴わずにメッセージを廃棄し得る。
【００４５】
　[0045]本開示の他の態様、利点、および特徴は、以下のセクション、すなわち、図面の
簡単な説明と、発明を実施するための形態と、特許請求の範囲とを含む本出願全体の検討
の後に明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】[0046]１つまたは複数の論理チャネルに対応するデータリンクグループに含まれ
る１つまたは複数のデバイスを含む近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）を含むシステムのあ
る特定の態様の図。
【図２】[0047]論理チャネルの例を示す表。
【図３】[0048]図１のシステムのある特定の態様の動作に対応するタイミング図。
【図４】[0049]図１のシステムのある特定の態様の動作に対応するタイミング図。
【図５】[0050]図１のシステムのある特定の態様の動作に対応するタイミング図。
【図６】[0051]図１のシステムのある特定の態様の動作に対応するタイミング図。
【図７】[0052]図１のシステムのある特定の態様の動作に対応するタイミング図。
【図８】[0053]図１のシステムのある特定の態様の動作に対応するタイミング図。
【図９】[0054]送信ウィンドウのページング部分を送信ウィンドウのデータ部分から分離
するページングウィンドウ境界（ＰＷＢ）を含む送信ウィンドウのある特定の態様の図。
【図１０】[0055]ページングウィンドウ境界（ＰＷＢ）によって送信ウィンドウのページ
ング部分から分離され、トリガウィンドウ境界（ＴｒＷＢ）によって送信ウィンドウのデ
ータ部分から分離される、トリガウィンドウを含む送信ウィンドウの別の態様の図。
【図１１】[0056]被ページングデバイスリスト（ＰＤＬ：paged device list）を有する
説明のためのページ属性を含むサービス発見フレームの例の図。
【図１２】[0057]ＰＤＬを含む第２の説明のためのページ属性およびＰＤＬを含む説明の
ためのトラフィック告知属性の図。
【図１３】[0058]図１のシステムのデバイスにおける動作の方法の流れ図。
【図１４】[0059]図１のシステムのデバイスにおける動作の方法の流れ図。
【図１５】[0060]図１のシステムのデバイスにおける動作の方法の流れ図。
【図１６】[0061]図１のシステムのデバイスにおける動作の別の方法の流れ図。
【図１７】[0062]図１のシステムのデバイスにおける動作の別の方法の流れ図。
【図１８】[0063]図１のシステムのデバイスにおける動作の別の方法の流れ図。
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【図１９】[0064]図１のシステムのデバイスにおける動作の別の方法の流れ図。
【図２０】[0065]図１のシステムのデバイスにおける動作の別の方法の流れ図。
【図２１】[0066]図１のシステムのデバイスにおける動作の別の方法の流れ図。
【図２２】[0067]図１のシステムのデバイスにおける動作の別の方法の流れ図。
【図２３】[0068]図１のシステムのデバイスにおける動作の別の方法の流れ図。
【図２４】[0069]図１のシステムのデバイスにおける動作の別の方法の流れ図。
【図２５】[0070]本明細書で開示される１つまたは複数の方法、システム、装置、および
／またはコンピュータ可読媒体の様々な態様をサポートするように動作可能であるワイヤ
レスデバイスの図。
【発明を実施するための形態】
【００４７】
　[0071]本開示の特定の態様が、下で図面を参照して説明される。説明では、共通の特徴
は、図面全体にわたって共通の参照番号によって指定される。
【００４８】
　[0072]図１を参照すると、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）１０２を含むシステム１０
０のある特定の態様が示されている。ＮＡＮ１０２は、デバイス１０４、１０６、１０８
、１１０の間のワイヤレス通信を介してデータ交換を実行するように構成される、１つま
たは複数のデバイス１０４、１０６、１０８、１１０（たとえば、電子デバイス）を含む
。データ交換は、ワイヤレスキャリア、Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイント、および／またはイ
ンターネットを関与させることなく実行され得る。たとえば、ＮＡＮ１０２は、第１のデ
バイス１０４と、第２のデバイス１０６と、第３のデバイス１０８と、第４のデバイス１
１０とを含み得る。
【００４９】
　[0073]システム１００は便宜的に示されているだけであり、具体的な例示される細部は
限定するものではない。たとえば、他の実装形態では、システム１００は、図１に示され
るものよりも多数のデバイスまたは少数のデバイスを含むことがあり、デバイスは、図１
に示されるものとは異なる場所に位置することがある。デバイス１０４、１０６、１０８
、および／または１１０は、提供者論理１３０、加入者論理１３４、送受信機１３６、ま
たはこれらの組合せを含み得る。
【００５０】
　[0074]デバイス１０４、１０６、１０８、および／または１１０の各々は、固定位置デ
バイスまたはモバイルデバイスであり得る。たとえば、デバイス１０４、１０６、１０８
、および／または１１０は、携帯電話、ラップトップコンピュータ、タブレットコンピュ
ータ、パーソナルコンピュータ、コンピュータ化された腕時計、マルチメディアデバイス
、周辺デバイス、データ記憶デバイス、またはこれらの組合せを含むことがあり、または
それらに対応することがある。加えて、または代替的に、図２５を参照してさらに説明さ
れるように、デバイス１０４、１０６、１０８、および／または１１０は、プロセッサ（
たとえば、中央処理装置（ＣＰＵ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ネットワーク
処理ユニット（ＮＰＵ）など）と、メモリ（たとえば、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ
）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）など）と、１つまたは複数のワイヤレス通信チャネルな
どの１つまたは複数のワイヤレスネットワークを介してデータを送受信するように構成さ
れたワイヤレスインターフェースとを含み得る。ワイヤレスインターフェースは、送受信
機１３６（たとえば、ワイヤレス受信機およびワイヤレス送信機）と通信し得る。本明細
書で説明されるいくつかの動作は「送受信機」に関して説明されることがあるが、他の実
装形態では、「受信機」がデータ受信動作を実行することがあり、「送信機」がデータ送
信動作を実行することがある。
【００５１】
　[0075]デバイス１０４、１０６、１０８、１１０は、１つまたは複数のワイヤレスネッ
トワークを介してデータおよび／またはサービスを交換し得る。本明細書で使用される場
合、ワイヤレスネットワーク「を介した」送信は、限定はされないが、ワイヤレスネット
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ワークの２つのデバイス間の「ポイントツーポイント」の送信を含み得る。別の例として
、ワイヤレスネットワークを介した送信は、ワイヤレスネットワークのある特定のデバイ
スからワイヤレスネットワークの複数の他のデバイスへ「ブロードキャストされる」（た
とえば、送信される）通信を含み得る。本明細書で使用される場合、デバイス１０４、１
０６、１０８、１１０は、米国電気電子学会（ＩＥＥＥ）８０２．１１規格などの、１つ
または複数のワイヤレスプロトコルおよび／または規格に従って動作するように構成され
得る。たとえば、デバイス１０４、１０６、１０８、および／または１１０は、ＩＥＥＥ
　８０２．１１ａ、ｂ、ｇ、ｎ、ｓ、ａａ、ａｃ、ａｄ、ａｅ、ａｆ、ａｈ、ａｉ、ａｊ
、ａｑ、ａｘ、またはｍｃ規格に従って動作し得る。加えて、デバイス１０４、１０６、
１０８、および／または１１０は、１つまたは複数のＮＡＮ規格またはプロトコルに従っ
て動作し得る。
【００５２】
　[0076]加えて、デバイス１０４、１０６、１０８、および１１０の１つまたは複数は、
符号分割多重接続（ＣＤＭＡ）プロトコル、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）プロトコ
ル、直交周波数分割多重接続（ＯＦＤＭＡ）プロトコル、時分割多重接続（ＴＤＭＡ）プ
ロトコル、空間分割多重接続（ＳＤＭＡ）プロトコルなどの、１つまたは複数のセルラー
通信プロトコルおよび／または規格を介して、セルラーネットワークと通信するように構
成され得る。加えて、デバイス１０４、１０６、１０８、および１１０の１つまたは複数
は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）規格などの１つまたは複数の近距離通信規格に従っ
て動作するように構成され得る（ＢｌｕｅｔｏｏｔｈはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ　ＳＩＧ，Ｉ
ｎｃ．の登録商標である）。加えて、デバイス１０４、１０６、１０８、および１１０の
１つまたは複数は、赤外線通信または他の近距離通信を介してデータを交換し得る。
【００５３】
　[0077]デバイス１０４、１０６、１０８、および／または１１０の各々は、動作の間に
様々な時間においてＮＡＮ１０２に入り、そこから出ることがある。たとえば、ＮＡＮ１
０２の中にないデバイスが発見ビーコンを検出することがあり、ＮＡＮ規格またはプロト
コルに従って、発見ビーコンによって特定される発見ウィンドウの間にＮＡＮ１０２に接
続することがある。加えて、デバイス１０４、１０６、１０８、および１１０は、任意の
時間にＮＡＮ１０２から離れ得る。ＮＡＮ１０２の中にある間、デバイス１０４、１０６
、１０８、および／または１１０は、１つまたは複数の論理チャネルを介して通信するの
に利用可能であることを示すメッセージを送信または受信するように構成され得る。たと
えば、デバイス１０４、１０６、１０８、および／または１１０は、ＮＡＮ１０２の少な
くとも１つのデバイスによって１つまたは複数の論理チャネルを介して提供されるサービ
スを公告するサービス発見フレーム（ＳＤＦ）などの、サービス広告を送信または受信す
るように構成され得る。いくつかの実装形態では、１つまたは複数の論理チャネルは、複
数の論理チャネルを含み得る。
【００５４】
　[0078]加えて、ＮＡＮ１０２の中にある間、デバイス１０４、１０６、１０８、および
１１０は、ＮＡＮ１０２の１つまたは複数のデバイスに同期ビーコンを送信し、またはそ
れらから同期ビーコンを受信するように構成され得る。同期ビーコンは同期情報を示すこ
とがあり、１つまたは複数のＮＡＮ規格またはプロトコルに従って形成され得る。デバイ
ス１０４、１０６、１０８、および１１０の各々は、同期ビーコンに基づいてそれぞれの
内部クロックを同期するように構成され得る。同期ビーコンは、同期ビーコンを送信する
デバイスのワイヤレス通信範囲の外にあるデバイスに同期ビーコンが到達することを可能
にするために、ＮＡＮ規格またはプロトコルに従って、ＮＡＮ１０２内のデバイス１０４
、１０６、１０８、および１１０の一部によって再送信（たとえば、再ブロードキャスト
）され得る。ある例示的な実装形態では、同期ビーコンは、「ＮＡＮ通信チャネル」と呼
ばれる第１のワイヤレスチャネルを介して、ＮＡＮ１０２のデバイス間で送信され得る。
本明細書で言及される場合、「ＮＡＮ通信チャネル」は、デバイスがＮＡＮ発見動作とＮ
ＡＮ同期動作とを実行するために確保されている、特定のワイヤレスチャネルである。本
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明細書で使用される場合、「ＮＡＮ通信チャネル」はＮＡＮ１０２と関連付けられ、ＮＡ
Ｎ１０２における通信はＮＡＮ通信チャネルを通じて（たとえば、介して）実行され得る
。
【００５５】
　[0079]ＮＡＮ１０２に含まれるのに加えて、デバイス１０４、１０６、１０８、および
１１０の１つまたは複数は１つまたは複数のデータリンクグループに含まれ得る。データ
リンクグループは、データリンク、データリンクネットワーク、グループネットワーク、
ＮＡＮデータリンク（ＮＤＬ）、ＮＤＬネットワーク、データパスグループ、データパス
グループネットワーク、ＮＡＮデータパス、ＮＡＮデータパスグループ、またはＮＡＮデ
ータパスグループネットワークとも呼ばれ得る。いくつかの実装形態では、データリンク
グループは、説明のための非限定的な例として、「ソーシャルＷｉ－Ｆｉ（登録商標）メ
ッシュネットワーク」または米国電気電子学会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ｓメッシュネッ
トワークなどのメッシュネットワークを含み得る。別の例として、データリンクグループ
は、インフラストラクチャ不要のピアツーピア（ｐ２ｐ）ネットワークを含み得る。デー
タリンクグループは、分散型ワイヤレスネットワークなどのネットワークを形成すること
ができる複数のデバイスを含み得る。加えて、データリンクグループの各デバイスは、デ
ータ告知のタイプ、ページングウィンドウなどのデータ告知に対応する時間期間、または
これらの組合せを共有し得る。さらに、データリンクグループの各デバイスは、共有され
たセキュリティ証明書を使用し得る。たとえば、グループ鍵または共通ネットワーク鍵な
どのセキュリティ情報は、データリンクグループのグループ通信チャネルに関して帯域内
または帯域外にあるワイヤレス通信を使用してデータリンクグループのデバイス間で共有
され得る。いくつかの実装形態では、データリンクグループのデバイスは、デバイスの各
々がサービスを広告するために、トラフィックもしくは他のメッセージを受信するために
、またはそれらの組合せのために起動している時間期間などの、定期的な起動時間を有す
るように同期され得る。
【００５６】
　[0080]データリンクグループは、デバイス１０４、１０６、１０８、および１１０のう
ちの１つによって特定の論理チャネルを介して提供されるサービスに対応し得る。たとえ
ば、本明細書で説明されるように、図１では、第１のデバイス１０４は、特定の論理チャ
ネルを介して、音楽サービス、ゲームサービス、ソーシャルメディア、広告サービス、メ
ッセージ共有サービスなどの特定のサービスを、データリンクグループ中の他のデバイス
に提供し得る。別の例として、第１のデバイス１０４は、アクセスポイント（ＡＰ）ベー
スのネットワークまたは独立基本サービスセット（ＩＢＳＳ：independent basic servic
e set）ネットワークなどの別のネットワークの一部であることがあり、第１のデバイス
１０４は、ＮＡＮ１０２の他のデバイスが第１のデバイス１０４を介して他のネットワー
クに参加することを可能にするために、他のネットワークを広告するように構成され得る
。
【００５７】
　[0081]データリンクグループは、「シングルホップ」データリンクグループまたは「マ
ルチホップ」データリンクグループを含み得る。シングルホップデータリンクグループは
、サービスを提供するデバイスのワイヤレス通信範囲（たとえば、距離）の中にある１つ
または複数のデバイスを含み得る。マルチホップデータリンクグループは、提供者のワイ
ヤレス通信範囲の外にある１つまたは複数のデバイスを含み得る。マルチホップデータリ
ンクグループでは、少なくとも１つのデバイスが提供者から（データを含む）メッセージ
を受信することができ、提供者のワイヤレス通信範囲の外にある別のデバイスにメッセー
ジを再ブロードキャストすることができる。ある特定の実装形態では、データリンクグル
ープは、デバイス１０４、１０６、１０８、および／または１１０を含むマルチホップデ
ータリンクグループであり得る。この実装形態では、第１のデバイス１０４から第４のデ
バイス１１０へのワイヤレス通信は、第２のデバイス１０６によってルーティングされ得
る（たとえば、再送信され得る）。別の特定の実装形態では、データリンクグループは、
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デバイス１０４と、１０６と、１０８とを含むシングルホップデータリンクグループであ
り得る。第４のデバイス１１０は第１のデバイス１０４の１ホップ範囲と呼ばれるワイヤ
レス通信範囲内にないので、第４のデバイス１１０はシングルホップデータリンクグルー
プに含まれないことがある。
【００５８】
　[0082]第１のデバイス１０４は、サービスを提供する（たとえば、提供者デバイスとし
て動作する）ように構成され得る。たとえば、第１のデバイス１０４は、データソースと
して動作するように構成され得る。第１のデバイス１０４は、データリンクグループの他
のデバイス（たとえば、加入者デバイス）にデータを送信することができる。たとえば、
音楽サービスを共有するために、第１のデバイス１０４は、音楽データをデータリンクグ
ループ中の別のデバイスに送信することができる。別の例として、ソーシャルメディアサ
ービスを共有するために、第１のデバイス１０４は、テキストデータ、画像データ、ビデ
オデータ、またはこれらの組合せを、データリンクグループ中の別のデバイスに送信する
ことができる。さらなる例として、ゲームサービスを共有するために、第１のデバイス１
０４は、テキストデータ、スコアデータ、画像データ、ビデオデータ、またはこれらの組
合せを、データリンクグループ中の別のデバイスに送信することができる。加入者デバイ
スは、データシンクとして動作するように構成され得る。
【００５９】
　[0083]ある特定の実装形態では、第１のデバイス１０４の提供者論理１３０、第２のデ
バイス１０６の加入者論理１３４、または両方が、提供者論理１３０がデータ１２２を第
２のデバイス１０６に送信する前に「能力交換」を実行し得る。能力交換は、ＮＡＮ１０
２の通信の「接続設定」段階の間に実行され得る。いくつかの実装形態では、接続設定段
階は、ＮＡＮ１０２の通信の「関連付け」段階であり得る。たとえば、図１は、第１のデ
バイス１０４の提供者論理１３０および第２のデバイス１０６の加入者論理１３４が能力
情報１１４と可用性情報１１６とを交換することによって能力交換を実行し得る関連付け
交換１１２を関連付け段階が含むことを示す。関連付け交換１１２はさらに、第１のデバ
イス１０４の第１の通信情報、第２のデバイス１０６の第２の通信情報、または両方を示
し得る。例示すると、第１の通信情報および／または第２の通信情報は、セキュリティ情
報（たとえば、グループ鍵または共通ネットワーク鍵）を含み得る。図１は、可用性情報
１１６が関連付け段階の間に交換される実装形態を示すが、代替的な実装形態では、可用
性情報１１６はＮＡＮ発見ウィンドウの間に交換され得る。他の実装形態では、接続設定
段階は、ＮＡＮ１０２の通信の「ネゴシエーション」段階を含み得る。ネゴシエーション
段階の間に、第１のデバイス１０４の提供者論理１３０および第２のデバイス１０６の加
入者論理１３４が、能力情報１１４と可用性情報１１６とを交換することによって能力交
換を実行し得る。ネゴシエーション段階は、ネゴシエーション動作が関連付け動作の代わ
りに実行され得ることを除き、関連付け段階と同様であり得る。
【００６０】
　[0084]図１は、能力情報１１４が可用性情報１１６から分離される特定の実装形態を示
すが、代替的な場合には、可用性情報１１６は能力情報１１４に含まれ得る。例示すると
、関連付けの間、「能力交換」は複数のパラメータを含むことがあり、可用性情報１１６
は追加のパラメータとして含まれることがある。説明のための非限定的な例として、可用
性情報１１６は、能力情報１１４の「可用性」フィールドの中の、０の値または１の値な
どの単一のビットであり得る。代替的に、可用性に関するより詳細な情報を提供するため
に、２ビット以上が使用され得る。例示すると、可用性情報１１６は、複数のビットを含
み「常時」利用可能ステータスに対応する指示を提供する、フィールドであり得る。例示
すると、複数の０という値は、「常時」利用可能ステータスなどの専用の可用性ステータ
スを示し得る。本明細書で使用される場合、「専用の」可用性は、ある特定のデバイスの
スケジュールが、専用の可用性が示される時間において特定のセッションまたはグループ
の通信をその特定のデバイスが監視するようなものであること、または別様にその通信に
専心するようなものであることを示す。いくつかの実装形態では、ＮＡＮの参加者として
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、特定のデバイスは、特定の時間枠の間に、複数のデータリンクグループなどのＮＡＮと
関連付けられる複数のグループまたは通信セッションに参加し得る。そのような実装形態
では、ＮＡＮの特定のデータリンクグループなどの特定のセッションまたはグループに対
する「専用の」可用性は、専用の可用性が示される時間において特定のデバイスが特定の
セッションまたはグループに専心することを示す。「常時」利用可能ステータスは、専用
の可用性ステータスの一例である。別の例として、可用性情報１１６は、「ポーリングさ
れることを好む」ステータスに対応する指示を提供し得る。例示すると、複数の１という
値は、「ポーリングされることを好む」ステータスを示し得る。さらなる例として、可用
性情報１１６は、「トリガフレームを送信することを好む」ステータスに対応する指示を
提供し得る。例示すると、フィールド中の０と１の組合せは、「トリガフレームを送信す
ることを好む」ステータスを示し得る。
【００６１】
　[0085]図１は、第１のデバイス１０４および第２のデバイス１０６が「互いに関連付け
を行っている」ＮＡＮ１０２の２つのデバイスを表す、ある特定の説明のための実装形態
を示す。たとえば、その中でデバイス１０４、１０６のうちの１つがＮＡＮ１０２に参加
しようとする、関連付け交換１１２が実行され得る。デバイス１０４、１０６が関連付け
を行っているとき、デバイス１０４、１０６の両方が、能力を指示もしくは交換し、デバ
イス１０４、１０６が「常時」利用可能であるかどうか、または、デバイス１０４、１０
６が可用性を決定するためにトリガ機構もしくはポーリング機構を使用すべきかどうかを
示し得る。例示すると、第２のデバイス１０６がＮＡＮ１０２に参加しようとしており、
第２のデバイス１０６がこのＮＡＮ１０２上で通信するのに「常時」利用可能である場合
、関連付け段階の間に第２のデバイス１０６によって提供される可用性情報１１６は、第
１のデバイス１０４などの送信機に対して、その送信機が（図３に関して本明細書でさら
に説明されるような）データウィンドウの間に第２のデバイス１０６にポーリングするの
を控えてよいという指示を与え得る。ポーリングするのを控えることによって、ＮＡＮ１
０２の中のメッセージングトラフィックは減らされ得る。
【００６２】
　[0086]別の例として、可用性情報１１６は、第１のデバイス１０４などの送信機に対し
て、第２のデバイス１０６がその送信機からデータを受信するのに利用可能であるという
第２のデバイス１０６からの肯定応答（ＡＣＫ）をその送信機が待機するのを控えてよい
という指示を与え得る。むしろ、（図３に関して本明細書でさらに説明されるような）ペ
ージングウィンドウの間に、送信機は、第２のデバイス１０６を受信者として特定するト
ラフィック告知を送信することがあり、データウィンドウの間の第２のデバイス１０６の
可用性を示す可用性情報１１６に基づいて、ＡＣＫを待機することなく（データウィンド
ウの間に）第２のデバイス１０６へデータを送信することがある。トラフィック告知は、
トラフィック指示マップ（ＴＩＭ）を含み得るトラフィックインジケータとも呼ばれるト
ラフィック指示メッセージであり得る。第２のデバイス１０６がデータウィンドウの間に
データを受信するのに利用可能であることを可用性情報１１６が示す場合、第２のデバイ
ス１０６は、低電力動作モードに遷移する（または別のＮＡＮ上で動作を実行する）ので
はなく、データウィンドウの間「起動」状態にとどまる。
【００６３】
　[0087]別の説明のための例として、関連付けの間、第２のデバイス１０６などのデバイ
スによって提供される可用性情報１１６は、デバイスが「常時」利用可能ではないこと、
または特定のウィンドウの間にデータを受信することに対する可用性を決定するためにデ
バイスが「ポーリングされる」ことを「好む」、もしくはトリガフレームを送信すること
を「好む」ことを、示し得る。例示すると、いくつかの場合、第２のデバイス１０６は、
低電力動作モードに遷移したこと、または別のＮＡＮ上で動作を実行したことの結果とし
て、利用不可能であることがある。したがって、可用性情報１１６は、可用性の指示を提
供するために第２のデバイス１０６が「ポーリングされる」べきであるという指示、また
は、可用性の指示を提供するために第２のデバイス１０６がトリガフレームを第１のデバ
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イス１０４に送信すべきであるという指示を第１のデバイス１０４に提供し得る。この場
合、本明細書でさらに説明されるように、第１のデバイス１０４は、（ページングウィン
ドウの間に）データの受信者として第２のデバイス１０６を特定するトラフィック指示メ
ッセージを送信し得る。本明細書で使用される場合、データの「受信者」としてデバイス
を特定する指示は、別のデバイスからデータを受信することが予定されているデバイス（
そのデバイスがデータの一部、またはすべてをまだ受信していなくても）を特定する指示
を指す。第２のデバイス１０６によって提供される可用性情報１１６に基づいて、第１の
デバイス１０４は、第１のデバイス１０４がポーリングフレームまたはトリガフレームな
どを介して第２のデバイス１０６の可用性を決定するまで、（データウィンドウの間に）
データを第２のデバイス１０６に送信するのを控え得る。
【００６４】
　[0088]ある特定の実装形態では、データは、「データリンクグループ」チャネルと呼ば
れる第２のワイヤレスチャネルを介して、データリンクグループのデバイス間で送信され
得る。本明細書で使用される場合、「データリンクグループチャネル」は、あるサービス
を共有することに関するページングメッセージなどのメッセージを通信し、そのサービス
と関連付けられるデータを通信するために、対応するデータリンクグループ中のデバイス
のために確保されている特定のワイヤレスチャネルである。論理チャネルは、データリン
クグループチャネルおよび１つまたは複数の送信ウィンドウに対応し得る。たとえば、デ
ータは、１つまたは複数の送信ウィンドウの間に、データリンクグループチャネルを介し
てデータリンクグループのデバイス間で送信され得る。本明細書で使用される場合、「デ
ータリンクグループチャネル」は、データリンクグループネットワークと関連付けられ、
データリンクグループネットワークにおける通信は、データリンクグループチャネルを通
じて実行され得る。加えて、データリンクグループチャネルは、セキュリティ情報を共有
するために、関連付け動作を実行するために、および（マルチホップデータリンクグルー
プにおいて）ルーティング動作を実行するために使用され得る。
【００６５】
　[0089]いくつかの実装形態では、データリンクグループチャネルおよびＮＡＮ通信チャ
ネルは、異なるワイヤレス周波数帯域に対応する異なるワイヤレスチャネルであり得る。
ある特定の実装形態では、ＮＡＮ通信チャネルは２．４ギガヘルツ（ＧＨｚ）のチャネル
であってよく、データリンクグループチャネルは５ＧＨｚのチャネルであってよい。他の
実装形態では、データリンクグループチャネルおよびＮＡＮ通信チャネルは同じワイヤレ
スチャネルであり得る。たとえば、デバイス１０４、１０６、１０８、１１０の１つまた
は複数は、ＮＡＮ１０２を介して（たとえば、ＮＡＮ通信チャネルを介して）データリン
クグループとデータを共有し得る。いくつかの実装形態では、ＮＡＮ１０２は複数のデー
タリンクグループを含むことがあり、複数のデータリンクグループの各々は別個のデータ
リンクグループチャネルに対応することがある。複数のデータリンクグループは、ＮＡＮ
１０２中の異なるデバイスによって提供される異なるサービスに対応し得る。他の実装形
態では、複数のデータリンクグループのデバイスは、ＮＡＮ１０２を介してデータを共有
し得る。いくつかの実装形態では、複数のデータリンクグループのデバイスは、別個の送
信ウィンドウの間に同じデータリンクグループチャネルを介してデータを共有し得る。
【００６６】
　[0090]動作の間、ＮＡＮ１０２のデバイスのうちの１つは、ＮＡＮ規格またはプロトコ
ルに従って、同期（ｓｙｎｃ）ビーコンを生成して送信し得る。たとえば、第３のデバイ
ス１０８は、ＮＡＮ通信チャネルを介して同期ビーコンを送信し得る。同期ビーコンがＮ
ＡＮ１０２全体に伝播するように、第３のデバイス１０８の１ホップ範囲内の任意のデバ
イスが同期ビーコンを再送信し得る。デバイス１０４、１０６、１０８、１１０の各々は
、同期ビーコンを受信することができ、同期ビーコンに基づいて同期動作を実行すること
ができる。たとえば、デバイス１０４、１０６、１０８、１１０は、同期ビーコンを受信
したことに基づいて、内部クロックなどのタイミング回路を同期することができる。
【００６７】



(22) JP 6275925 B2 2018.2.7

10

20

30

40

50

　[0091]第１のデバイス１０４は、本明細書で説明されるように、同期動作を実行した後
で、ＮＡＮ１０２の他のデバイスに対する特定のサービスの提供者デバイスとして動作す
ることを開始し得る。第１のデバイス１０４の提供者論理１３０は、第１の複数の論理チ
ャネルを決定し得る。たとえば、提供者論理１３０は、デフォルトのデータに基づいて、
第１のデバイス１０４のユーザの入力に基づいて、または両方に基づいて、第１の複数の
論理チャネルを決定し得る。第１の複数の論理チャネルは、図２を参照して説明されるよ
うに、複数の通信チャネル（たとえば、ワイヤレス通信チャネル）および１つまたは複数
の関連する送信ウィンドウに対応し得る。提供者論理１３０は、複数の利用可能な論理チ
ャネルを決定し得る。たとえば、複数の利用可能な論理チャネルは、他のデータ提供者グ
ループに参加することなどのために第１のデバイス１０４の提供者論理１３０によって使
用されていない、第１の複数の論理チャネルのサブセットであり得る。
【００６８】
　[0092]第１のデバイス１０４の提供者論理１３０は、特定のサービスを提供するために
、複数の利用可能な論理チャネルから１つまたは複数の論理チャネル１５０を選択し得る
。たとえば、第１のデバイス１０４の提供者論理１３０は、本明細書で説明されるように
、特定のサービスのレイテンシ感受性に基づいて、論理チャネル１５０のうちの少なくと
も１つの論理チャネルを選択し得る。非限定的な例として、特定のサービスは、オーディ
オストリーミングサービス、ゲームサービス、音楽提供サービス、またはメッセージサー
ビスであり得る。
【００６９】
　[0093]ある特定の例では、ゲームサービスは第１のレイテンシ感受性を有することがあ
り、メッセージサービスは第２のレイテンシ感受性を有することがあり、第１のレイテン
シ感受性は第２のレイテンシ感受性より高いことがある。複数の利用可能な論理チャネル
の第１の論理チャネルは第１の数の送信ウィンドウを含むことがあり、複数の利用可能な
論理チャネルの第２の論理チャネルは第２の数の送信ウィンドウを含むことがあり、第２
の数は第１の数より大きいことがある。この例では、第１のデバイス１０４の提供者論理
１３０は、特定のレイテンシ感受性の閾値を満たす第１のレイテンシ感受性をゲームサー
ビスが有すると決定したことに応答して、論理チャネル１５０に含めるために第２の論理
チャネルを選択し得る。別の例として、第１のデバイス１０４の提供者論理１３０は、特
定のレイテンシ感受性の閾値を満たさない第２のレイテンシ感受性をメッセージサービス
が有すると決定したことに応答して、論理チャネル１５０を含むために第１の論理チャネ
ルを選択し得る。
【００７０】
　[0094]第１のデバイス１０４の提供者論理１３０は、第１のデバイス１０４が論理チャ
ネル１５０を介して通信するのに利用可能であることを示すメッセージ（たとえば、サー
ビス広告１２０）を生成し得る。たとえば、提供者論理１３０は、特定のサービスの可用
性を公告するためにサービス広告１２０を生成し得る。サービス広告１２０は論理チャネ
ル１５０を示し得る。たとえば、サービス広告１２０は、論理チャネルに対応するインデ
ックスのリストを含み得る。インデックスのリストは、論理チャネル１５０の各論理チャ
ネルに特定のインデックスをマッピングする、マッピングデータに基づき得る。マッピン
グデータは、デバイス１０４、１０６、１０８、および１１０の１つまたは複数が入手可
能であり得る。
【００７１】
　[0095]ある特定の実装形態では、第１のデバイス１０４は、基本通信チャネルを介して
特定のサービスを提供し得る。基本通信チャネルは、図３および図４に関して以下でさら
に説明されるように、ＮＡＮ発見ウィンドウの終了後に開始するＮＡＮチャネルの送信ウ
ィンドウに対応し得る。ある特定の実装形態では、サービス広告１２０は、基本通信チャ
ネルを示さないことがある。第２のデバイス１０６などのデバイスの加入者論理１３４は
、サービス広告１２０が基本通信チャネルを示すかどうかにかかわらず、サービス広告１
２０を受信したことに応答して、第１のデバイス１０４が基本通信チャネルを介して特定



(23) JP 6275925 B2 2018.2.7

10

20

30

40

50

のサービスを提供するのに利用可能であると見なすことがある。論理チャネル１５０は、
補助通信チャネルとも呼ばれる補助チャネルに対応し得る。
【００７２】
　[0096]第１のデバイス１０４の提供者論理１３０は、ＮＡＮ発見ウィンドウの間に、第
２のデバイス１０６および第３のデバイス１０８などのＮＡＮ１０２のデバイスに、第１
のデバイス１０４の送受信機１３６を介してサービス広告１２０を送信し得る。デバイス
１０４、１０６、１０８、および／または１１０は、ＮＡＮ発見ウィンドウの間にＮＡＮ
チャネルを監視し得る。１つまたは複数のデバイス（たとえば、第２のデバイス１０６お
よび第３のデバイス１０８）は、ＮＡＮ発見ウィンドウの間にサービス広告１２０を受信
し得る。
【００７３】
　[0097]ある特定の実装形態では、第２のデバイス１０６の加入者論理１３４は、サービ
ス広告１２０を受信したことに応答して、加入メッセージ１２４を生成し得る。たとえば
、第２のデバイス１０６の加入者論理１３４は、サービス広告１２０を受信したことと、
第２のデバイス１０６が論理チャネル１５０のうちの少なくとも１つを介して通信するの
に利用可能であると決定したこととに応答して、加入メッセージ１２４を生成し得る。加
入メッセージ１２４は、第２のデバイス１０６が通信するのに利用可能であることを、暗
黙的または明示的に示し得る。第２のデバイス１０６の加入者論理１３４は、第２のデバ
イス１０６の送受信機１３６を介して、加入メッセージ１２４を第１のデバイス１０４に
送信し得る。
【００７４】
　[0098]第１のデバイス１０４の提供者論理１３０は、加入メッセージ１２４を受信し得
る。第１のデバイス１０４の提供者論理１３０は、加入メッセージ１２４を受信したこと
に基づいて、第２のデバイス１０６が通信するのに利用可能であることを決定し得る。あ
る特定の実装形態では、加入メッセージ１２４は、第２のデバイス１０６が通信するのに
利用可能であることを明示的に示し得る。たとえば、加入メッセージ１２４の特定のフィ
ールドの値は、第２のデバイス１０６が通信するのに利用可能であるかどうかを示し得る
。この実装形態では、第１のデバイス１０４の提供者論理１３０は、加入メッセージ１２
４の特定のフィールドが特定の値（たとえば、１）を有すると決定したことに応答して、
第２のデバイス１０６が通信するのに利用可能であると決定し得る。ある代替的な実装形
態では、加入メッセージ１２４は、第２のデバイス１０６が通信するのに利用可能である
ことを暗黙的に示し得る。この実装形態では、第１のデバイス１０４の提供者論理１３０
は、加入メッセージ１２４を受信したことに応答して、第２のデバイス１０６が通信する
のに利用可能であることを決定し得る。
【００７５】
　[0099]ある特定の実装形態では、第１のデバイス１０４の提供者論理１３０は、加入メ
ッセージ１２４を受信したことに応答して、第２のデバイス１０６に肯定応答（ＡＣＫ）
を送信し得る。ある代替的な実装形態では、提供者論理１３０はＡＣＫを送信しないこと
がある。たとえば、第１のデバイス１０４と第２のデバイス１０６との間のハンドシェイ
クプロセスは、提供者論理１３０が加入メッセージ１２４を受信することで終了し得る。
【００７６】
　[0100]論理チャネル１５０の各々に対応するデータリンクグループは、第１のデバイス
１０４と第２のデバイス１０６とを含み得る。ある特定の実装形態では、第１のデバイス
１０４は、デバイス１０６、１０８、および／または１１０などの複数の加入者デバイス
から加入メッセージを受信し得る。特定の論理チャネルに対応するデータリンクグループ
は、第１のデバイス１０４と、加入メッセージにより応答した各加入者デバイスとを含み
得る。基本通信チャネルに対応するデータリンクグループは、第１のデバイス１０４と、
サービス広告１２０に対する加入メッセージにより応答した各加入者デバイスとを含み得
る。
【００７７】
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　[0101]各データリンクグループは、特定の論理チャネルに対応し得る。たとえば、各デ
ータリンクグループは、特定の通信チャネルおよび１つまたは複数の送信ウィンドウに対
応し得る。例示すると、基本通信チャネルと関連付けられるデータリンクグループは、図
３に関してさらに説明されるように、ＮＡＮ通信チャネルと、ＮＡＮ発見ウィンドウの最
後において開始する送信ウィンドウとに対応し得る。
【００７８】
　[0102]特定のデータリンクグループに参加するデバイスは、１つまたは複数の送信ウィ
ンドウの各々の最初の部分（たとえば、ページングウィンドウ）の間、特定の通信チャネ
ルを監視し得る。たとえば、第１のデバイス１０４および第２のデバイス１０６は、ＮＡ
Ｎ発見ウィンドウが終了するときに終了するページングウィンドウの間、ＮＡＮ通信チャ
ネルを監視し得る。別の例として、第１のデバイス１０４および第２のデバイス１０６は
、１つまたは複数の対応する送信ウィンドウの各々のページングウィンドウの間、論理チ
ャネル１５０の各々に対応する特定の通信チャネルを監視し得る。
【００７９】
　[0103]ある特定の実装形態では、データリンクグループに参加するデバイスは、１つま
たは複数の対応する送信ウィンドウの各々の少なくとも第１の数のページングウィンドウ
の間、対応する通信チャネルを監視し得る。たとえば、論理チャネル１５０の第１の論理
チャネルは、第１の通信チャネルおよび１つまたは複数の送信ウィンドウに対応し得る。
第２のデバイス１０６の加入者論理１３４は、１つまたは複数の送信ウィンドウのページ
ングウィンドウの少なくとも第１の割合（たとえば、５０％）の間、第１の通信チャネル
を監視し得る。たとえば、第２のデバイス１０６の加入者論理１３４は、第１のページン
グウィンドウの間第１の通信チャネルを監視することができ、第２のページングウィンド
ウの間第１の通信チャネルを監視するのを控えることができる。第１のページングウィン
ドウおよび第２のページングウィンドウは、同じ発見期間の間に、または別個の発見期間
の間に発生し得る。本明細書で言及される場合、「発見期間」は、第１の発見ウィンドウ
の最後と次の発見ウィンドウの最初との間の時間期間を指し得る。
【００８０】
　[0104]図１に示される例では、第１のデバイス１０４の提供者論理１３０は、第１のデ
バイス１０４が第２のデバイス１０６へ送信されるべきデータを有すると決定したことに
応答して、ページングメッセージ１２８を生成し得る。ページングメッセージ１２８は、
第１のデバイス１０４が第２のデバイス１０６へ送信すべきデータを有することを示し得
る。たとえば、ページングメッセージ１２８は、第２のデバイス１０６などの１つまたは
複数の受信者を示し得る。
【００８１】
　[0105]第１のデバイス１０４の提供者論理１３０は、第１の送信ウィンドウの第１のペ
ージングウィンドウの間に第１の通信チャネルを介してページングメッセージ１２８を送
信し得る。第１のデバイス１０４の提供者論理１３０は、第１のデバイス１０４の送受信
機１３６を介して、ページングメッセージ１２８を送信し得る。第１の通信チャネルおよ
び第１の送信ウィンドウは、論理チャネル１５０の第１の論理チャネルに対応し得る。あ
る特定の実装形態では、ページングメッセージ１２８は、アドホックトラフィック指示メ
ッセージ（ＡＴＩＭ：ad-hoc traffic indication message）を含み得る。たとえば、ペ
ージングメッセージ１２８は、第１の送信ウィンドウの最初にあるＡＴＩＭウィンドウの
間に送信され得る。
【００８２】
　[0106]ある特定の実装形態では、ページングメッセージ１２８は、受信者を示すアドレ
スリスト１６０を含み得る。いくつかの場合、アドレスリスト１６０は、トラフィック指
示マップ（ＴＩＭ）によって表され得る。ＴＩＭは、特定のデバイスが送信されるべきデ
ータ１２２の受信者であることを示すビットマップであり得る。ＴＩＭの各ビットは、デ
ータリンクグループの異なるデバイスに対応することがあり、各ビットの値は、対応する
デバイスがデータ１２２の受信者であるかどうかを示すことがある。ＴＩＭのビットと各
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デバイスとの間の対応付けは、関連付け識別子（ＡＩＤ：association identifier）に基
づき得る。たとえば、第２のデバイス１０６が第１のデバイス１０４と関連付けを行い得
るとき、デバイス１０４、１０６は、ＡＩＤを生成して交換することができる。例示する
と、第２のデバイス１０６は、第１のデバイス１０４と関連付けを行うことがあり、第１
のデバイス１０４から第１のＡＩＤ（たとえば、２）を受信することがある。デバイス１
０８および１１０は、第１のデバイス１０４との関連付けの間に、別個のＡＩＤ（たとえ
ば、それぞれ３および４）を受信し得る。ＡＩＤは、第１のデバイス１０４から受信され
たＴＩＭ中の対応するビットを特定するために、デバイス１０６、１０８、１１０によっ
て使用され得る。たとえば、ＴＩＭの第２のビットは、２というＡＩＤが原因で第２のデ
バイス１０６に対応し得る。この例では、ＴＩＭの第３のビットおよび第４のビットはそ
れぞれ、デバイス１０８および１１０に対応し得る（ＴＩＭの第１のビットは予備であり
得る）。
【００８３】
　[0107]いくつかの実装形態では、ページングメッセージ１２８は、特定の受信機アドレ
ス値１７０を有する受信機アドレスフィールドを含む。特定の受信機アドレス値１７０を
有する受信機アドレスフィールドは、異なるタイプのメッセージと比較して、ページング
メッセージ１２８がページングメッセージであることを、ページングメッセージ１２８を
受信するデバイスに対して示し得る。ある特定の実装形態では、特定の受信機アドレス値
１７０は、デバイス１０４、１０６、１０８、および１１０のメモリに記憶される。たと
えば、特定の受信機アドレス値１７０は、製造および生産の間に、デバイス１０４、１０
６、１０８、および１１０のメモリにプログラムまたは記憶され得る。特定の受信機アド
レス値１７０は、デバイス１０４、１０６、１０８、および１１０の各々に共通であり得
る。いくつかの実装形態では、特定の受信機アドレス値１７０は、ＮＡＮ規格または他の
ワイヤレス通信規格において定義され得る。たとえば、特定の受信機アドレス値１７０は
、ＩＥＥＥ規格、Ｗｉ－Ｆｉ　Ａｌｌｉａｎｃｅ（登録商標）仕様、または両方によって
定義され得る。他の実装形態では、特定の受信機アドレス値１７０は、デバイス１０４、
１０６、１０８、および１１０の動作の間に決定される値に関し得る。１つの非限定的な
例として、特定の受信機アドレス値１７０は、ＮＡＮ１０２に関するＮＡＮクラスタ識別
子（ＩＤ）であり得る。別の非限定的な例として、特定の受信機アドレス値１７０は、デ
ータリンクグループに関するデータリンクグループＩＤであり得る。
【００８４】
　[0108]ページングメッセージ１２８を受信した後で、デバイス１０６、１０８、および
１１０の各々が、ページングメッセージ１２８がページングメッセージであるかどうかを
決定するための受信機アドレスフィールドを含む、ページングメッセージ１２８の一部分
を処理し得る。たとえば、デバイス１０６、１０８、および１１０の加入者論理１３４は
、受信されたメッセージがページングメッセージであるかどうかを決定するために、ヘッ
ダの一部分または他の部分などの、受信されたメッセージの一部分を処理するように構成
され得る。いくつかの実装形態では、受信機アドレスフィールドはページングメッセージ
１２８に含まれる第１のアドレスフィールドであることがあり、デバイス１０６、１０８
、および１１０は、第１のアドレスフィールドまでページングメッセージ１２８を処理す
るように構成され得る。他の実装形態では、受信機アドレスフィールドは異なるアドレス
フィールドであることがあり、デバイス１０６、１０８、および１１０は、受信機アドレ
スフィールドまでページングメッセージ１２８を処理するように構成され得る。受信され
たメッセージのその部分を処理することは、受信機アドレスフィールドの値を決定するこ
とと、その値を特定の受信機アドレス値１７０と比較することとを含み得る。受信機アド
レスフィールドが特定の受信機アドレス値１７０を有する場合、デバイス１０６、１０８
、および１１０は、受信されたメッセージがページングメッセージ（たとえば、ページン
グメッセージ１２８）であると決定する。受信機アドレスフィールドが特定の受信機アド
レス値１７０とは異なる値を有する場合、デバイス１０６、１０８、および１１０は、受
信されたメッセージがページングメッセージではないと決定する。受信されたメッセージ
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の小さな部分が処理されるので、受信されたメッセージがページングメッセージであるか
どうかを決定することは、受信されたメッセージのより大きな部分または全体を処理する
場合よりも高速に、より少量の処理リソースで実行され得る。
【００８５】
　[0109]ページングメッセージ１２８をページングメッセージとして識別したことに応答
して、デバイス１０６、１０８、および１１０の１つまたは複数は、肯定応答（ＡＣＫ）
１８０を第１のデバイス１０４に送信し得る。たとえば、第２のデバイス１０６、第３の
デバイス１０８、または両方が、ＡＣＫ１８０を第１のデバイス１０４に送信し得る。Ａ
ＣＫ１８０は、ページングメッセージ１２８によってデータ１２２の受信者として示され
ないデバイスによって送信され得る。たとえば、第３のデバイス１０８は、第３のデバイ
ス１０８がデータ１２２の受信者として示されなくても、ＡＣＫ１８０を送信し得る。例
示すると、第３のデバイス１０８は、第３のデバイス１０８が受信者として示されるかど
うかを決定するために、ページングメッセージ１２８の他の部分を処理する前に、受信機
アドレスフィールドを含むページングメッセージ１２８の部分を処理することができる（
およびＡＣＫ１８０を送信することができる）。ある特定の実装形態では、デバイス１０
６、１０８、および１１０は、ページングメッセージ１２８を受信してから短フレーム間
空間（ＳＩＦＳ：short interframe space）期間内にＡＣＫ１８０を送信するように構成
され得る。ＡＣＫ１８０を送信する前にページングメッセージ１２８の小さい部分をデバ
イスが処理するので、ページングメッセージ１２８のその部分を処理することおよびＡＣ
Ｋ１８０の送信は、ＳＩＦＳ期間内に発生し得る。
【００８６】
　[0110]いくつかの実装形態では、第１のデバイス１０４は、データリンクグループの複
数のデバイスから複数のＡＣＫ１８０を受信し得る。ある特定の実装形態では、複数のデ
バイスは、同じスクランブリングシードに基づいて複数のＡＣＫ１８０を生成する。この
実装形態では、複数のＡＣＫ１８０は、同じ波形を有し、第１のデバイス１０４において
マルチパス送信として受信される。別の特定の実装形態では、複数のデバイスは、異なる
スクランブリングシードに基づいて複数のＡＣＫ１８０を生成する。この実装形態では、
複数のデバイスはＳＩＦＳ期間内に複数のＡＣＫ１８０を送信し得る。複数のＡＣＫ１８
０が異なるスクランブリングシードに基づいて生成され、同時に送信されるので、第１の
デバイス１０４は、複数のＡＣＫ１８０によって引き起こされる干渉が原因で、複数のＡ
ＣＫ１８０を復号することが可能ではないことがある。この場合、第１のデバイス１０４
は、複数のＡＣＫ波形に対応する送信されるエネルギーのレベルを検出するために、ＳＩ
ＦＳ期間の間ワイヤレスネットワークを監視し得る。閾値を超える送信されるエネルギー
のレベルを検出すると、第１のデバイス１０４は、送信されたエネルギーのレベルを、複
数のＡＣＫ波形が受信されていることの指示として解釈し得る。
【００８７】
　[0111]ページングメッセージ１２８は、１つまたは複数のフレームを含むことがあり、
またはそれらに対応することがある。フレームは、ＩＥＥＥ　８０２．１１規格またはＮ
ＡＮ規格などのワイヤレス通信規格において定義され得る。いくつかの実装形態では、ペ
ージングメッセージ１２８は、管理フレームまたはアクションフレームを含む。非限定的
な例として、アクションフレームはパブリックアクションフレームを含み得る。他の実装
形態では、ページングメッセージ１２８は、サービス告知とも呼ばれ得るサービス発見フ
レーム（ＳＤＦ）を含む。ＳＤＦは、デバイスのサブセットに関する情報を含む属性１７
２と、第１のデバイス１０４によって送信されるべきトラフィック（たとえば、データ１
２２）のタイプと、他の情報とを含み得る。属性１７２は、「トラフィック告知属性」ま
たは「ページ属性」と呼ばれ得る。ＳＤＦは属性１７２を含むものとして説明されるが、
他の実装形態では、ページングメッセージ１２８は、管理フレームまたはアクションフレ
ームなどの他のフレームを含むことがあり、他のフレームは属性１７２を含むことがある
。
【００８８】
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　[0112]属性１７２は、被ページングデバイスリスト（ＰＤＬ）１７４を含む。ＰＤＬ１
７４は、第１のデバイス１０４からデータ１２２を受信することが予定されているデバイ
スのサブセットを特定し得る。たとえば、第１のデバイス１０４は、送信ウィンドウの一
部分の間に、デバイスのサブセット中のデバイスにデータ１２２を送信するように構成さ
れ得る。いくつかの実装形態では、ページングメッセージ１２８はアドレスリスト１６０
の代わりにＰＤＬ１７４を含む。ある特定の実装形態では、ＰＤＬ１７４はＴＩＭによっ
て示される。別の特定の実装形態では、ＰＤＬ１７４はブルームフィルタによって示され
る。ブルームフィルタは、あるセットのメンバーを明示的に特定することなく、そのセッ
トのメンバーであることを示すデータ構造である。ある特定の実装形態では、データ構造
はビットの列であり得る。ブルームフィルタは、データ１２２を受信することが予定され
ているデバイスのサブセットを特定し得る。ブルームフィルタは、ＴＩＭより小さく、よ
り少ない記憶空間を使用し得るので、ＰＤＬ１７４としてＴＩＭを使用することと比較し
て、ブルームフィルタを送信するために消費される電力を減らすことができ、ページング
メッセージ１２８のサイズを減らすことができる。デバイスは、ハッシュ関数のセットを
使用して、ブルームフィルタにおいてデータ１２２のターゲットとして示され得る。たと
えば、ブルームフィルタは、論理値０に初期化されるｍビットのビットアレイであること
があり、ブルームフィルタは、ハッシュ関数のセットに対応することがある。あるデバイ
スがデータ１２２を受信することが予定されていることを示すために、そのデバイスに対
応するビットの列が、ビット位置のセットを生成するためにハッシュ関数の中を通される
ことがあり、ビット位置のそのセットに対応するブルームフィルタ中の各ビットは、論理
値１に設定される。ある特定の実装形態では、ハッシュ関数のセットの中を通されるビッ
トの列は、データ１２２のターゲットとして示されるデバイスの媒体アクセス制御（ＭＡ
Ｃ）アドレスである。他のデバイスは、ＭＡＣアドレスなどのビットの対応する列に基づ
いてビット位置の対応するセットを決定することによって、および、ビット位置のセット
に対応するブルームフィルタ中の各ビットを論理値１に設定することによって、データ１
２２のターゲットとして示され得る。別の特定の実装形態では、ＰＤＬ１７４はＭＡＣア
ドレスのリストによって示される。ページングメッセージ１２８を受信する各デバイスは
、対応するデバイスが第１のデバイス１０４からデータ１２２を受信することが予定され
ているデバイスのサブセットに含まれているかどうかを決定するために、ＰＤＬ１７４を
処理するように構成され得る。
【００８９】
　[0113]いくつかの実装形態では、属性１７２のＰＤＬ制御フィールドはトラフィックタ
イプインジケータを含む。トラフィックタイプインジケータは、データ１２２に対応する
トラフィックのタイプを特定し得る。たとえば、トラフィックタイプインジケータは、デ
ータ１２２が音声データであるか、ビデオデータであるか、パケットデータであるか、ま
たは他のタイプのデータであるかを特定し得る。ある特定の実装形態では、トラフィック
タイプインジケータは、データ１２２のサービス品質（ＱｏＳ）カテゴリを特定し得る。
送信が予定されているデータの様々なタイプを示すために、複数のトラフィックタイプイ
ンジケータが使用され得る。ある例として、第１のデバイス１０４は、データリンクグル
ープのデバイスに送信すべき２つのタイプのデータを有し得る。第１のデバイス１０４は
複数のタイプのデータの送信を予定しているので、ページングメッセージ１２８は複数の
属性を含む。たとえば、第１のデバイス１０４が送信を予定されている２つのタイプのデ
ータを有する場合、ページングメッセージ１２８は第１の属性と第２の属性とを含む。２
つの属性は各々、送信が予定されているデータのタイプのうちの１つを示すトラフィック
タイプインジケータを（ＰＤＬ制御フィールドにおいて）含み得る。たとえば、送信が予
定されている音声データとパケットデータとを第１のデバイス１０４が有する場合、第１
の属性は音声データを示すトラフィックタイプインジケータを含むことがあり、第２の属
性はパケットデータを示すトラフィックタイプインジケータを含むことがある。
【００９０】
　[0114]加えて、ＰＤＬ制御フィールドはＰＤＬ１７４のタイプを示し得る。たとえば、
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第１の値を有するＰＤＬ制御フィールドのビットのセットは、ＰＤＬ１７４がＴＩＭによ
って示されることを示すことがあり、第２の値を有するＰＤＬ制御フィールドのビットの
セットは、ＰＤＬ１７４がブルームフィルタによって示されることを示すことがあり、第
３の値を有するＰＤＬ制御フィールドのビットのセットは、ＰＤＬ１７４がＭＡＣアドレ
スのリストによって示されることを示すことがある。加えて、第４の値を有するＰＤＬ制
御フィールドのビットのセットは、データリンクグループに対応する新たな共通グループ
鍵（ＣＧＫ：common group key）が生成されていることを示し得る。ＰＤＬ制御フィール
ドのビットのセットが第４の値を有する場合、ＣＧＫを生成したデバイスのＭＡＣアドレ
スはＰＤＬ１７４に含まれる。ＣＧＫは、デバイス１０４、１０６、１０８、および１１
０が、データリンクグループを介してワイヤレス通信を実行することを可能にし得る。た
とえば、ＣＧＫは、データリンクグループのデバイス間で送信されるメッセージを暗号化
して復号するために使用され得る。いくつかの実装形態では、属性１７２はページ制御フ
ィールド１７６も含む。ページ制御フィールド１７６は、ページングメッセージ１２８に
含まれるＰＤＬの数を示し得る。ページ制御フィールド１７６はまた、送信が予定されて
いるデータ１２２がマルチキャストデータであるかユニキャストデータであるかを示し得
る。属性１７２およびページ制御フィールド１７６の追加の詳細が、図１１および図１２
を参照して説明される。
【００９１】
　[0115]デバイス１０６、１０８、および１１０の各々は、ＴＩＭ中の対応するビット（
アドレスリスト１６０）に基づいて、または第１のデバイス１０４から受信されたＰＤＬ
１７４に基づいて、データ１２２を受信することが予定されているかどうかを決定し得る
。たとえば、第２のデバイス１０６は、ＴＩＭの第２のビットが１という論理値を有する
ことに基づいて、第２のデバイス１０６がデータ１２２を受信することが予定されている
と決定することができ、デバイス１０８および１１０は、第３のビットおよび第４のビッ
トが論理値０を有することに基づいて、デバイス１０８および１１０がそれぞれ、データ
１２２を受信することが予定されていないと決定することができる。別の例として、第２
のデバイス１０６は、ＴＩＭ、ブルームフィルタ、またはＭＡＣアドレスのリストであり
得るＰＤＬ１７４に基づいて、第２のデバイス１０６がデータを受信することが予定され
ていると決定し得る。したがって、第２のデバイス１０６は、第１の送信ウィンドウの残
りの部分の間、アクティブ動作モードにとどまり得る。残りの部分はデータ送信ウィンド
ウを含み得る。例示すると、第２のデバイス１０６の加入者論理１３４は、データ送信ウ
ィンドウの間、第１の通信チャネルを監視し得る。ある特定の実装形態では、第２のデバ
イス１０６の加入者論理１３４（または第１のデバイス１０４の提供者論理１３０）は、
データ送信ウィンドウの間に第１の通信チャネルを監視するために、第２のデバイス１０
６（または第１のデバイス１０４）の送受信機１３６のチャネルを第１の通信チャネルに
変更し得る。
【００９２】
　[0116]ある特定の実装形態では、第２のデバイス１０６の加入者論理１３４は、第２の
デバイス１０６がページングメッセージ１２８によって第１のデバイス１０４からのデー
タ１２２の受信者として示されると決定したことに基づいて、データ送信ウィンドウの間
にトリガフレーム１８２を第１のデバイス１０４に送信し得る。トリガフレーム１８２は
、第２のデバイス１０６の加入者論理１３４がデータ１２２を受信する準備ができている
ことを示し得る。たとえば、トリガフレーム１８２は、第２のデバイス１０６が送信ウィ
ンドウの間にアクティブ動作モードにあることが予定されていることを示し得る。ある特
定の実装形態では、節電ポール（ＰＳ－ＰＯＬＬ）メッセージがトリガフレーム１８２と
して動作し得る。ある特定の実装形態では、第２のデバイス１０６の加入者論理１３４は
、データ送信ウィンドウの最初の部分（たとえば、肯定応答ウィンドウ）の間に、第１の
通信チャネルを介してＰＳ－ＰＯＬＬメッセージを送信し得る。別の特定の実装形態では
、サービス品質ヌル（ＱｏＳ＿ＮＵＬＬ）メッセージがトリガフレーム１８２として動作
し得る。ある特定の実装形態では、トリガフレーム１８２のトラフィックタイプは高優先
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度トラフィックタイプに設定され得る。たとえば、トリガフレーム１８２に対応するＱｏ
Ｓカテゴリは、音声データなどの高優先度カテゴリに設定され得る。トラフィックタイプ
を高優先度タイプに設定することによって、トリガフレーム１８２は、送信される可能性
がより高くなり得るので、高優先度の送信が完了してトリガフレームの送信のためにワイ
ヤレスネットワークが空くようになるまでトリガフレームが待ち行列に入れられることに
よって引き起こされる遅延を減らし、またはなくす。ある特定の実装形態では、第２のデ
バイス１０６は、ページングメッセージ１２８に加えて、異なるデバイス（図示されない
）から第２のページングメッセージを受信し得る。この実装形態では、第２のデバイス１
０６は、トリガフレーム１８２を第１のデバイス１０４および異なるデバイスにマルチキ
ャストし得る。このようにして、マルチキャストトリガフレームは、デバイスが複数のデ
バイスからトラフィックを受信することが予定されている場合、複数のデバイスに送信さ
れ得る。マルチキャストトリガフレームを使用することで、トリガフレームの数を減らす
ことができるので、ワイヤレスネットワークの混雑が減る。
【００９３】
　[0117]ある特定の実装形態では、デバイス１０４、１０６、１０８、および１１０は、
ＡＣＫ間の、トリガフレーム間の、または両方の間のコリジョンを減らすために、コンテ
ンション軽減技法を実行するように構成され得る。コンテンション軽減を実行するために
、デバイス１０４、１０６、１０８、および１１０の各々が、１つまたは複数のバックオ
フカウンタを含み、記憶し、および／または維持し得る。１つまたは複数のバックオフカ
ウンタは、ページングウィンドウ（または送信ウィンドウ）の間に、ＡＣＫまたはトリガ
フレームの送信をいつ開始するかを決定するために、デバイス１０４、１０６、１０８、
および１１０によって使用され得る。例示すると、ページングメッセージ１２８を受信し
た後で、第２のデバイス１０６および第３のデバイス１０８は、間隔［０，ＣＷ］にわた
る均一な分布からランダムに導かれる値にバックオフカウンタを設定することができ、こ
こでＣＷはコンテンションウィンドウパラメータである。いくつかの実装形態では、ＣＷ
は、事前にプログラムされた値またはワイヤレス通信規格によって設定される値などの、
ある特定の値を有する。他の実装形態では、ＣＷは、本明細書でさらに説明されるように
、ページングウィンドウの長さに基づく。他の実装形態では、コンテンションウィンドウ
パラメータまたは別のパラメータなどの分布パラメータが、ＡＣＫを分布させるためにデ
バイス１０４、１０６、１０８、１１０の１つまたは複数によって使用され、またはトリ
ガフレームが、ページングメッセージによって示される。たとえば、ＰＤＬ１７４または
アドレスリスト１６０におけるデバイス１０４、１０６、１０８、１１０の順序は、各デ
バイス１０４、１０６、１０８、１１０のためのＣＷに対応し得る。例示すると、アドレ
スリスト１６０中の第１の位置と関連付けられるデバイスは第１のＣＷを使用することが
あり、アドレスリスト１６０中の第２の位置と関連付けられるデバイスは第２のＣＷを使
用することがあり（ここで第２のＣＷは第１のＣＷと異なる）、以下同様である。第２の
デバイス１０６におけるバックオフカウンタが０に達する場合、第２のデバイス１０６は
ＡＣＫ１８０を第１のデバイス１０４に送信する。第３のデバイス１０８におけるバック
オフカウンタが０に達する場合、第３のデバイス１０８はＡＣＫ１８０を送信する。いく
つかの実装形態では、第２のデバイス１０６と第３のデバイス１０８のうちの１つがすで
にＡＣＫ１８０を送信している場合、他はＡＣＫ１８０を送信しない。代替的に、第２の
デバイス１０６および第３のデバイス１０８は、バックオフカウンタの異なるランダムな
値に基づいて、異なる時間においてＡＣＫ１８０を送信し得る。バックオフカウンタは、
トリガフレーム１８２を送信するために上で説明されたのと同じ方式で使用され得る。他
の実装形態では、ＡＣＫまたはトリガフレームが送信される時間をさらにランダムにする
ために、２つ以上のバックオフカウンタが使用され得る。コンテンション軽減を実行する
ことの追加の詳細および他の実装形態が、本明細書でさらに説明される。
【００９４】
　[0118]ある特定の実装形態では、ページングメッセージ１２８を送信する前に、第１の
デバイス１０４は、第１のデバイス１０４からデータを受信することが予定されているデ
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バイスのサブセットに含まれるデバイスに、第１のｒｅｑｕｅｓｔ　ｔｏ　ｓｅｎｄ（Ｒ
ＴＳ）メッセージ１８４を送信し得る。たとえば、第１のデバイス１０４は、ページング
メッセージ１２８を送信する前に、第１のＲＴＳメッセージ１８４を第２のデバイス１０
６に送信し得る。第２のデバイス１０６は、第１のＲＴＳメッセージ１８４を受信したこ
とに応答して、第１のｃｌｅａｒ　ｔｏ　ｓｅｎｄ（ＣＴＳ）メッセージ１８６を第１の
デバイス１０４に送信し得る。第１のＣＴＳメッセージ１８６は、第１のＲＴＳメッセー
ジ１８４を受信することの短フレーム間空間（ＳＩＦＳ）期間内に送信され得る。データ
リンクグループの他のデバイスは、ワイヤレスネットワークを介して、第１のＲＴＳメッ
セージ１８４、第１のＣＴＳメッセージ１８６、または両方を検出することができ、他の
デバイスは、第１のＲＴＳメッセージ１８４、第１のＣＴＳメッセージ１８６、または両
方を検出したことに応答して、特定の時間期間の間ワイヤレスネットワークを介してデー
タを送信するのを控えることができる。したがって、第１のＲＴＳメッセージ１８４、第
１のＣＴＳメッセージ１８６、または両方が、ページングメッセージ１２８の送信のため
にワイヤレスネットワークを「クリアする」ことができる。第１のＣＴＳメッセージ１８
６を受信したことに応答して、第１のデバイス１０４は、ページングメッセージ１２８を
データリンクグループのデバイスに送信し得る。ある特定の実装形態では、ページングメ
ッセージ１２８は、第２のデバイス１０６を特定する値を有する第２の受信機アドレスを
含み得る。別の特定の実装形態では、ページングメッセージ１２８は、マルチキャストア
ドレスを有する第２の受信機アドレスを含むマルチキャストメッセージを含み得る。
【００９５】
　[0119]いくつかの状況では、第２のデバイス１０６は、データリンクグループの他のデ
バイスがワイヤレスネットワークの制御権を有することなどが原因で、ＳＩＦＳ期間内の
第１のＣＴＳメッセージ１８６を送信することが可能ではないことがある。第１のデバイ
ス１０４がＳＩＦＳ期間内に第１のＣＴＳメッセージ１８６を受信しない場合、第１のデ
バイス１０４は、デバイスのサブセットに含まれる異なるデバイスに第２のＲＴＳメッセ
ージ１８８を送信し得る。たとえば、第１のデバイス１０４は、ページングメッセージ１
２８を送信する前に、（第３のデバイス１０８がデバイスのサブセットに含まれていれば
）第２のＲＴＳメッセージ１８８を第３のデバイス１０８に送信し得る。第２のＲＴＳメ
ッセージ１８８を受信したことに応答して、第３のデバイス１０８は、第２のＣＴＳメッ
セージ１９０を第１のデバイス１０４に送信し得る。第２のＣＴＳメッセージ１９０を受
信したことに応答して、第１のデバイス１０４は、ページングメッセージ１２８をデータ
リンクグループのデバイスに送信し得る。いくつかの実装形態では、データ１２２はマル
チキャストデータであり得る。これらの実装形態では、ページングメッセージ１２８はマ
ルチキャストインジケータを含み得る。たとえば、ページングメッセージ１２８は、デー
タ１２２がユニキャストデータであるかマルチキャストデータであるかを示す、特定のフ
ィールドを含み得る。マルチキャストデータは、複数のデバイスに同時に送信されるべき
データを含むことがあり、ブロードキャストデータを含むことがある。これらの実装形態
では、第１のデバイス１０４は、第１のＲＴＳメッセージ１８４の受信者としてデータリ
ンクグループの任意のデバイスを選択し得る。
【００９６】
　[0120]第１のデバイス１０４の提供者論理１３０は、データ送信ウィンドウの間にトリ
ガフレーム１８２（ＰＳ－ＰＯＬＬメッセージまたはＱｏＳ＿ＮＵＬＬメッセージ）を受
信し得る。トリガフレーム１８２を受信したことに応答して、第１のデバイス１０４の提
供者論理１３０は、データ送信ウィンドウの間に第１の通信チャネルを介して、データ１
２２を第２のデバイス１０６に送信し得る。図１に示される例では、ページングメッセー
ジ１２８はさらに、次のＮ個の論理チャネル１６４に対する可用性または不可用性の指示
１６２を含む。以下でさらに説明されるように、第１のデバイス１０４によって提供され
る特定のサービスに加入している第２のデバイス１０６などの１つまたは複数の近隣のデ
バイスが、指示１６２に基づいて、１つまたは複数の動作を実行すべきかどうかを決定し
得る。
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【００９７】
　[0121]ある特定の実装形態では、ページングメッセージ１２８に含まれる指示１６２は
、次のＮ個の論理チャネル１６４に対する第１のデバイス１０４の不可用性の指示を表し
得る。すなわち、図２に関して以下でさらに説明されるように、図１に示されるページン
グメッセージ１２８は、「現在の」論理チャネルを介して「現在の」ページング（トラフ
ィック）告知を表すことがあり、不可用性の指示１６２は、特定のデータリンクグループ
のための論理チャネルのインデックスにおいて「現在の」論理チャネルに後続する「将来
の」論理チャネルを表し得る。「現在の」論理チャネルおよび「将来の」論理チャネルと
呼ばれるが、論理チャネルは、論理チャネルのインデックスにおいて参照される任意の論
理チャネルであり得る。たとえば、非限定的な例として、「現在の」論理チャネルは論理
チャネルのインデックスにおいて参照される第１の論理チャネルを指すことがあり、「将
来の」論理チャネルは、第２の論理チャネルおよび第３の論理チャネルなどの、インデッ
クスにおいて第１の論理チャネルに後続する１つまたは複数の論理チャネルを指すことが
ある。例示すると、「現在の」論理チャネルはインデックス中の第１の論理チャネルを表
すことがあり、指示１６２は第１のデバイス１０４が次の４つの論理チャネルに対して利
用不可能であることを指定し得る（すなわち、Ｎ＝４）。この例では、第１のデバイス１
０４は、インデックス中の第１の論理チャネルからインデックス中の第５の論理チャネル
まで利用不可能であることがあり、「将来の」論理チャネルは、第２の論理チャネルから
第５の論理チャネルまでを指す。
【００９８】
　[0122]不可用性の指示１６２を受信したことに応答して、第２のデバイス１０６の加入
者論理１３４は、特定のデータリンクグループの論理チャネル１５０の次のＮ個の論理チ
ャネル１６４を監視するのを控え得る。いくつかの場合、第２のデバイス１０６は、低電
力動作モードにとどまることによって電力消費を減らし、次のＮ個の論理チャネル１６４
（ページングウィンドウを含む）を監視するために起動するのを控え得る。代替的に、第
２のデバイス１０６は、別のデータリンクグループと関連付けられる１つまたは複数の動
作を実行し得る。たとえば、第２のデバイス１０６が複数の提供者に加入する場合、第２
のデバイス１０６は、複数の提供者の各々と関連付けられる不可用性の共通部分に基づい
て、節電動作または同時動作を予定することができる。説明のための非限定的な例として
、第２のデバイス１０６は２つの提供者（たとえば、第１のデバイス１０４および別のデ
バイス）に加入し得る。いつ両方の提供者デバイスが不可用性を示すかに応じて、第２の
デバイス１０６は、節電動作または同時動作を予定することができる。
【００９９】
　[0123]別の実装形態では、ページングメッセージ１２８に含まれる指示１６２は、次の
Ｎ個の論理チャネル１６４に対する第１のデバイス１０４の可用性の指示を表し得る。す
なわち、図２に関して以下でさらに説明されるように、図１に示されるページングメッセ
ージ１２８は、第１の論理チャネルを介してページング（トラフィック）告知を表すこと
があり、可用性の指示１６２は、特定のデータリンクグループのための論理チャネルのイ
ンデックスにおいて第１の論理チャネルに後続する他の論理チャネルを表し得る。説明の
ための非限定的な例として、第１の論理チャネルはインデックス中の第１の論理チャネル
を表すことがあり、指示１６２は第１のデバイス１０４が次の４つの論理チャネルに対し
て利用可能であることを指定し得る（すなわち、Ｎ＝４）。この例では、第１のデバイス
１０４は、インデックス中の第１の論理チャネルからインデックス中の第５の論理チャネ
ルまで利用可能であり得る。
【０１００】
　[0124]可用性の指示１６２を受信したことに応答して、第２のデバイス１０６の加入者
論理１３４は、第１のデバイス１０４に肯定応答を送信し得る。肯定応答はＰＳ－ＰＯＬ
Ｌメッセージであり得る。第１のデバイス１０４が加入者デバイスの各々から肯定応答を
受信する場合、第１のデバイス１０４は、次のＮ個の論理チャネル１６４においてトラフ
ィック告知を送信しなくてよい。代わりに、第１のデバイス１０４はデータトラフィック
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を送信することに進み得る。したがって、次のＮ個の論理チャネル１６４に対する可用性
の指示１６２は、ページングメッセージおよび関連する肯定応答（ＡＣＫ）の数を減らす
ことができ、異なる時間周波数ブロック（たとえば、次のＮ個の論理チャネル１６４）に
わたる長期間のデータ移送を可能にし得る。「将来の」可用性を告知することによって、
第１のデバイス１０４は、後続の論理チャネルに対応する時間期間の間、ページングウィ
ンドウにおいてトラフィック告知を含まないことがある。図９に関してさらに説明される
ように、トラフィック告知のために通常は使用されるであろう少なくともいくつかのペー
ジングウィンドウが、代わりに、データトラフィックを送信するために使用され得る。す
なわち、ページングウィンドウ（ＰＷ）部分とデータ部分とを含む送信ウィンドウに対し
て、ＰＷ部分と関連付けられる時間の少なくとも一部分がデータ送信のために使用され得
る。
【０１０１】
　[0125]ある特定の実装形態では、指示１６２は、第１のビット（たとえば、１）を介し
て可用性を特定することがあり、第２のビット（たとえば、０）を介して不可用性を特定
することがある。説明のための非限定的な例として、第１のデバイス１０４が次のＮ個の
論理チャネル１６４に対して利用可能であることを示すために、指示は［１，Ｎ］を含む
ことがあり、ここでＮは整数値である。第１のデバイス１０４が次のＮ個の論理チャネル
１６４に対して利用不可能であることを示すために、指示は［０，Ｎ］を含むことがあり
、ここでＮは整数値である。しかしながら、可用性または不可用性を特定する代替的な方
法が使用され得ることを理解されたい。
【０１０２】
　[0126]したがって、図１は、ＮＡＮの通信の関連付け段階の間に、後続のデータウィン
ドウの間に通信することに対する可用性の指示を提供する可用性情報をデバイスが交換し
得ることを示す。提供者デバイスがデータの受信者として加入者デバイスを特定する場合
、提供者デバイスは、データの受信者として加入者デバイスを特定するＴＩＭを含むペー
ジングメッセージを送信することがあり、提供者デバイスは、データウィンドウの間の加
入者デバイスの可用性を示す可用性情報に基づいて、ＡＣＫを待機することなく、データ
ウィンドウの間にデータを加入者デバイスに送信し得る。たとえば、第１のデバイス１０
４が第２のデバイス１０６をデータの受信者として特定する場合、第１のデバイス１０４
は、可用性情報１１６に基づいて、ＡＣＫを待機することなくＴＩＭを含むページングメ
ッセージを送信し得る。さらに、加入者デバイスは、加入者デバイスを特定するトラフィ
ックインジケータを含むページングメッセージに応答して、ＡＣＫを提供者デバイスに提
供するのを控え得る。したがって、ＮＡＮ１０２の通信の関連付け段階の間に提供される
可用性情報１１６は、ＮＡＮ１０２におけるポーリングメッセージのトラフィックおよび
ＡＣＫメッセージのトラフィックの削減をもたらし得る。
【０１０３】
　[0127]図１はさらに、ＮＡＮ１０２のデータリンクグループ中のデバイスがページング
メッセージを介して次のＮ個の論理チャネルに対する可用性または不可用性の指示を提供
し得ることを示す。いくつかの場合、可用性の指示は、第１のデバイス１０４などの提供
者デバイスが、後続の送信ウィンドウのページングウィンドウ（ＰＷ）部分の間にトラフ
ィック告知を提供するのを控え、代わりにデータ送信を実行することを、可能にし得る。
具体的な例として、第１の送信ウィンドウのページングウィンドウの間に、提供者デバイ
スは、ページングメッセージをデータリンクグループの１つまたは複数のデバイスに送信
し得る。この例では、データリンクグループの特定の加入者デバイスからの可用性の指示
に基づいて、（第１の送信ウィンドウに続く）第２の送信ウィンドウの間に、提供者デバ
イスは、第２の送信ウィンドウのページングウィンドウの間にトラフィック告知を送信す
ることなく、データトラフィックを特定の加入者デバイスに送信し得る。いくつかの実装
形態では、提供者デバイスは、第２の送信ウィンドウのデータウィンドウ部分以外の第２
の送信ウィンドウの一部分の間に、データトラフィックを送信し得る。例示すると、提供
者デバイスは、第２の送信ウィンドウのページングウィンドウ部分の間またはトリガウィ
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ンドウ部分の間に、データトラフィックの少なくとも一部分を送信し得る。
【０１０４】
　[0128]他の場合、不可用性の指示は、第２のデバイス１０６などの加入者デバイスが後
続の論理チャネルを監視するのを控えることを可能にし得る。代わりに、加入者デバイス
は、低電力動作モード（たとえば、スリープモード）に遷移し、または、他のデータリン
クグループと関連付けられる動作を実行し得る。いくつかの実装形態では、加入者デバイ
スは、低電力動作モードに遷移する前に、加入者デバイスがピア接続される他のデバイス
が利用不可能であるかどうかを決定する。たとえば、加入者デバイスは、関連付け動作ま
たはネゴシエーション動作などを介して２つのデバイスとピア接続されることがあり、加
入者デバイスは、２つのデバイスがともに利用不可能である場合、低電力動作モードに遷
移し得る。図１はさらに、ＮＡＮ１０２のデータリンクグループ中のデバイスが、特定の
受信機アドレス値１７０を有する受信機アドレスフィールドを含むページングメッセージ
１２８などのページングメッセージを受信し得ることを示す。特定の受信機アドレス値１
７０を使用することで、ページングメッセージ１２８を受信するデバイスは、受信機アド
レスフィールドを含むページングメッセージ１２８の一部分を処理することによって、ペ
ージングメッセージ１２８をページングメッセージとして識別することが可能になり得る
。その部分を処理することは、ページングメッセージ１２８のより大きな部分または全体
を処理する場合よりも、少量の処理リソースしか必要としないことがあり、または高速に
実行されることがある。
【０１０５】
　[0129]図２を参照すると、論理チャネルの例を示す表が示されており、全体的に２００
と指定されている。表２００は、ＮＡＮデータリンク（ＮＤＬ）インデックス列２０４と
、チャネル数列２０６と、補助チャネルオフセット列２０８とを含む。ある特定の実装形
態では、表２００はＮＡＮ規格またはプロトコルに従って決定され得る。
【０１０６】
　[0130]表２００の各行は、特定の論理チャネルに対応し得る。たとえば、行２１０は、
図３の基本通信チャネル３０６などの第１の論理チャネルに対応し得る。行２１０は、第
１のインデックス（たとえば、０）と、第１の通信チャネル（たとえば、通信チャネル６
）と、第１の補助チャネルオフセット（たとえば、１）とを示し得る。ある特定の実装形
態では、サービス広告１２０は、論理チャネル１５０の第１の論理チャネルを示すために
第１のインデックスを含み得る。ある代替的な実装形態では、サービス広告１２０は、第
１のインデックスが基本通信チャネルに対応する場合、第１のインデックスを含まないこ
とがある。
【０１０７】
　[0131]ある特定の実装形態では、第１のデバイス１０４の提供者論理１３０、第２のデ
バイス１０６の加入者論理１３４、または両方が、補助チャネルオフセット（たとえば、
１６ＴＵ）を決定するために、特定の数（たとえば、１６）と第１の補助チャネルオフセ
ット（たとえば、１）を乗じることができる。図１を参照して説明されるように、第１の
デバイス１０４の提供者論理１３０、第２のデバイス１０６の加入者論理１３４、または
両方が、補助チャネルオフセットに基づいて、発見ウィンドウの開始の後に第１の論理チ
ャネルの送信ウィンドウがいつ開始するかを決定し得る。
【０１０８】
　[0132]行２１２は、図３の第１の補助チャネル３０８などの第１の補助チャネルに対応
し得る。行２１２は、第１のインデックス（たとえば、３）と、第１の通信チャネル（た
とえば、通信チャネル３６）と、第１の補助チャネルオフセット（たとえば、２）と、第
２の補助チャネルオフセット（たとえば、１８）とを示し得る。行２１４は、図３の第２
の補助チャネル３１０などの第２の補助チャネルに対応し得る。行２１４は、第２のイン
デックス（たとえば、１３）と、第２の通信チャネル（たとえば、通信チャネル１４９）
と、第２の補助チャネルオフセット（たとえば、９）と、第３の補助チャネルオフセット
（たとえば、２５）とを示し得る。
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【０１０９】
　[0133]各補助チャネルオフセットは、対応する補助チャネルと関連付けられる送信ウィ
ンドウを示し得る。ある特定の実装形態では、図１を参照して説明されるように、第１の
デバイス１０４の提供者論理１３０は、論理チャネル１５０に含めるべき第１の補助チャ
ネルと第２の補助チャネルとを選択し得る。この実装形態では、サービス広告１２０は第
１のインデックスと第２のインデックスとを含み得る。
【０１１０】
　[0134]第１のデバイス１０４の提供者論理１３０は、表２００に基づいて特定の論理チ
ャネルに対応するインデックスを決定し得る。第１のデバイス１０４の提供者論理１３０
は、特定の論理チャネルを示すために、サービス広告１２０にインデックスを含め得る。
サービス広告１２０は、特定の数のビットを使用してインデックスを示し得る。インデッ
クスを示すためのビットのその特定の数は、「固定されている」ことがある。たとえば、
ビットの特定の数は、特定の論理チャネルに対応する補助チャネルオフセットの数とは無
関係であり得る。特定の論理チャネルを示すためにインデックスを使用することで、サー
ビス広告１２０のサイズを減らすこともできる。
【０１１１】
　[0135]図３を参照すると、タイミング図が示されており、全体的に３００と指定されて
いる。ある特定の実装形態では、タイミング図３００は図１のシステム１００のある特定
の実装形態の動作に対応し得る。図３に示されるタイミングおよび動作は、例示のための
ものであり、限定するものではない。他の実装形態では、追加の、またはより少数の動作
が実行されることがあり、タイミングが異なることがある。
【０１１２】
　[0136]タイミング図３００は、ＮＡＮ通信チャネル３０４と、基本通信チャネル３０６
と、第１の補助チャネル３０８と、第２の補助チャネル３１０とに対応する、全体のタイ
ムライン３０２を含む。したがって、複数の補助通信チャネルが、データを送信するため
に使用され得る。代替的な実装形態では、単一の補助通信チャネルが使用されることがあ
り、または、３つ以上の補助通信チャネルが使用されることがある。
【０１１３】
　[0137]タイミング図３００に示されるように、第１の発見ウィンドウ３１２および第２
の発見ウィンドウ３１４は、ＮＡＮ通信チャネル３０４に対応し得る。図１を参照して説
明されるように、発見ウィンドウ３１２、３１４は、ＮＡＮ１０２に対応する発見動作と
同期動作とを実行するために、デバイス１０４、１０６、１０８、および１１０のために
確保されている時間期間であり得る。
【０１１４】
　[0138]第１の発見ウィンドウ３１２は時間ｔ１において開始して時間ｔ２において終了
することがあり、第２の発見ウィンドウ３１４は時間ｔ１７において開始して時間ｔ１８
において終了することがある。発見ウィンドウ３１２、３１４は、同じ発見ウィンドウの
時間長を有し得る。たとえば、時間ｔ１と時間ｔ２との間の時間の期間は、時間ｔ１７と
時間ｔ１８との間の時間の期間と同じであり得る。発見ウィンドウの時間長は、ＮＡＮ規
格またはプロトコルに従って決定され得る。第１の発見ウィンドウ３１２と第２の発見ウ
ィンドウ３１４などの、連続する発見ウィンドウと発見ウィンドウとの間の時間期間は、
発見期間３１６と呼ばれ得る。ある特定の実装形態では、発見期間３１６の時間長は、Ｎ
ＡＮ規格またはプロトコルによれば、５００時間単位（ＴＵ）であり得る。各ＴＵは、Ｉ
ＥＥＥ　８０２．１１－２０１２仕様において記述されるように１０２４マイクロ秒（μ
ｓ）に相当することがあり、５００ＴＵは約５１２ｍｓに相当することがある。
【０１１５】
　[0139]第１の発見ウィンドウ３１２の間、サービス広告１２０がＮＡＮ通信チャネル３
０４を介して送信され得る。サービス広告１２０は、図１を参照して説明されるように、
論理チャネル１５０を示し得る。図３の例では、論理チャネル１５０は、第１の補助チャ
ネル３０８と第２の補助チャネル３１０とを含み得る。たとえば、第１のデバイス１０４
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の提供者論理１３０は、第１のデバイス１０４によって提供されているサービスを広告す
るために、ＮＡＮ通信チャネル３０４を介してサービス広告１２０を送信し得る。たとえ
ば、サービス広告１２０は、第１の補助チャネル３０８に対応するＮＡＮデータリンクグ
ループインデックスと、少なくとも１つの補助チャネルオフセット３１８（たとえば、表
２００の行２１２におけるチャネルオフセット２および１８）とを示し得る。さらに、サ
ービス広告１２０は、第２の補助チャネル３１０に対応するＮＡＮデータリンクグループ
インデックスと、少なくとも１つの補助チャネルオフセット３２０（たとえば、表２００
の行２１４におけるチャネルオフセット９および２５）とを示し得る。第２のデバイス１
０６の加入者論理１３４は、図１を参照して説明されたように、サービス広告１２０を受
信したことに応答して、ＮＡＮ通信チャネル３０４を介して加入メッセージ１２４を送信
し得る。
【０１１６】
　[0140]基本通信チャネル３０６は、ＮＡＮ通信チャネル３０４の発見ウィンドウ３１２
および３１４などの発見ウィンドウの終了後に開始する、ＮＡＮ通信チャネル３０４の送
信ウィンドウに対応し得る。たとえば、図４に関して以下でさらに説明されるように、基
本通信チャネル３０６は、第１の発見ウィンドウ３１２の後で開始する第１の送信ウィン
ドウ３２２に対応し得る。図３は、第１の発見ウィンドウ３１２に後続する第１の送信ウ
ィンドウ３２２がｔ２において開始しｔ４において終了し得ることを示す。図３には示さ
れていないが、基本通信チャネル３０６は、ｔ１８において開始し得る第２の発見ウィン
ドウ３１４に後続する第２の送信ウィンドウにも対応し得る。
【０１１７】
　[0141]基本通信チャネル３０６と関連付けられる各送信ウィンドウは、ページングウィ
ンドウとデータ送信ウィンドウとを含み得る。たとえば、第１の発見ウィンドウ３１２に
後続する第１の送信ウィンドウ３２２は、第１のページングウィンドウ３２４と第１のデ
ータ送信ウィンドウ３２６とを含み得る。本明細書で使用される場合、ページングウィン
ドウとデータウィンドウ（またはデータ送信ウィンドウ）とを含む時間期間は、送信ウィ
ンドウ、ＴＸウィンドウ、データ送信ウィンドウ、またはＮＡＮデータリンク時間ブロッ
ク（ＮＤＬ－ＴＢ）と呼ばれ得る。第１のページングウィンドウ３２４は、ｔ２において
開始しｔ３において終了し得る。第１のデータ送信ウィンドウ３２６は、ｔ３において開
始しｔ４において終了し得る。さらに、図３の例には示されていないが、第２の発見ウィ
ンドウ３１４に後続する送信ウィンドウはまた、ページングウィンドウ（ｔ１８において
開始する）とデータ送信ウィンドウとを含み得る。ページングウィンドウの時間長、デー
タ送信ウィンドウの時間長、送信ウィンドウの時間長（たとえば、１２８時間単位（ＴＵ
）、２５６ＴＵ、または５１２ＴＵ）、またはこれらの組合せが、ＮＡＮ規格またはプロ
トコルに従って決定され得る。
【０１１８】
　[0142]図５および図７に関して以下でさらに説明されるように、第１の補助チャネル３
０８は、第１の送信ウィンドウ３２８および第２の送信ウィンドウ３３０に対応し得る。
たとえば、少なくとも１つの補助チャネルオフセット３１８は、第１の発見ウィンドウ３
１２などのＮＡＮ発見ウィンドウの開始から少なくとも１つの補助チャネルオフセット３
１８に対応する時間の期間後に開始する、送信ウィンドウを示し得る。図３に示される特
定の実装形態では、第１の補助チャネル３０８は、発見期間３１６などの各発見期間の間
の複数の送信ウィンドウを示す複数のオフセットに対応し得る。ある代替的な実装形態で
は、第１の補助チャネル３０８は、各発見期間の間に単一の送信ウィンドウを示す単一の
オフセットに対応し得る。
【０１１９】
　[0143]第１の補助チャネル３０８と関連付けられる第１の送信ウィンドウ３２８は、第
１の発見ウィンドウ３１２の終了に続いて開始し得る。たとえば、第１の送信ウィンドウ
３２８は、時間ｔ５において開始し時間ｔ７において終了し得る。時間ｔ５は、時間ｔ１
からある時間の期間後に存在することがあり、この時間の期間は、少なくとも１つの補助
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チャネルオフセット３１８の第１のオフセット（たとえば、２）に対応する。第１の補助
チャネル３０８と関連付けられる第２の送信ウィンドウ３３０は、第１の送信ウィンドウ
３２８の終了に続いて開始し得る。たとえば、第２の送信ウィンドウ３３０は、時間ｔ１
１において開始し時間ｔ１３において終了し得る。時間ｔ１１は、時間ｔ５からある時間
の期間後に存在することがあり、この時間の期間は、少なくとも１つの補助チャネルオフ
セット３１８の第２のオフセット（たとえば、１８）に対応する。
【０１２０】
　[0144]第１の補助チャネル３０８の各送信ウィンドウは、ページングウィンドウとデー
タ送信ウィンドウとを含み得る。たとえば、第１の送信ウィンドウ３２８は、第１のペー
ジングウィンドウ３３２と第１のデータ送信ウィンドウ３３４とを含み得る。別の例とし
て、第２の送信ウィンドウ３３０は、第２のページングウィンドウ３３６と第２のデータ
送信ウィンドウ３３８とを含み得る。第１のページングウィンドウ３３２は、ｔ５におい
て開始しｔ６において終了し得る。第１のデータ送信ウィンドウ３３４は、ｔ６において
開始しｔ７において終了し得る。第２のページングウィンドウ３３６は、ｔ１１において
開始しｔ１２において終了し得る。第２のデータ送信ウィンドウ３３８は、ｔ１２におい
て開始しｔ１３において終了し得る。ページングウィンドウの時間長、データ送信ウィン
ドウの時間長、または両方が、ＮＡＮ規格またはプロトコルに従って決定され得る。
【０１２１】
　[0145]図６および図８に関して以下でさらに説明されるように、第２の補助チャネル３
１０は、第１の送信ウィンドウ３４０および第２の送信ウィンドウ３４２に対応し得る。
たとえば、少なくとも１つの補助チャネルオフセット３２０は、第１の発見ウィンドウ３
１２などのＮＡＮ発見ウィンドウの開始から少なくとも１つの補助チャネルオフセット３
２０に対応する時間の期間後に開始する、送信ウィンドウを示し得る。図３に示される特
定の実装形態では、第２の補助チャネル３１０は、各発見期間（たとえば、発見期間３１
６）の間の複数の送信ウィンドウを示す複数のオフセットに対応し得る。ある代替的な実
装形態では、第２の補助チャネル３１０は、各発見期間の間に単一の送信ウィンドウを示
す単一のオフセットに対応し得る。
【０１２２】
　[0146]第２の補助チャネル３１０と関連付けられる第１の送信ウィンドウ３４０は、第
１の発見ウィンドウ３１２の終了に続いて開始し得る。たとえば、第１の送信ウィンドウ
３４０は、時間ｔ８において開始し時間ｔ１０において終了し得る。時間ｔ８は、時間ｔ
１からある時間の期間後に存在することがあり、この時間の期間は、少なくとも１つの補
助チャネルオフセット３２０の第１のオフセット（たとえば、９）に対応する。第２の補
助チャネル３１０と関連付けられる第２の送信ウィンドウ３４２は、第１の送信ウィンド
ウ３４０の終了に続いて開始し得る。たとえば、第２の送信ウィンドウ３４２は、時間ｔ
１４において開始し時間ｔ１６において終了し得る。時間ｔ１４は、時間ｔ８からある時
間の期間後に存在することがあり、この時間の期間は、少なくとも１つの補助チャネルオ
フセット３２０の第２のオフセット（たとえば、２５）に対応する。
【０１２３】
　[0147]第２の補助チャネル３１０の各送信ウィンドウは、ページングウィンドウとデー
タ送信ウィンドウとを含み得る。たとえば、第１の送信ウィンドウ３４０は、第１のペー
ジングウィンドウ３４４と第１のデータ送信ウィンドウ３４６とを含み得る。別の例とし
て、第２の送信ウィンドウ３４２は、第２のページングウィンドウ３４８と第２のデータ
送信ウィンドウ３５０とを含み得る。第１のページングウィンドウ３４４は、ｔ８におい
て開始しｔ９において終了し得る。第１のデータ送信ウィンドウ３４６は、ｔ９において
開始しｔ１０において終了し得る。第２のページングウィンドウ３４８は、ｔ１４におい
て開始しｔ１５において終了し得る。第２のデータ送信ウィンドウ３５０は、ｔ１５にお
いて開始しｔ１６において終了し得る。ページングウィンドウの時間長、データ送信ウィ
ンドウの時間長、または両方が、ＮＡＮ規格またはプロトコルに従って決定され得る。
【０１２４】
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　[0148]図１を参照して説明されたように、基本通信チャネル３０６のページングウィン
ドウ、第１の補助チャネル３０８のページングウィンドウ、および／または第２の補助チ
ャネル３１０のページングウィンドウの間に、第１のデバイス１０４の提供者論理１３０
は、ＮＡＮ通信チャネル３０４、第１の補助チャネル３０８、第２の補助チャネル３１０
、またはこれらの組合せを介して、ページングメッセージ１２８を送信し得る。さらに、
図１を参照して説明されたように、第１のデバイス１０４の提供者論理１３０は、基本通
信チャネル３０６のデータ送信ウィンドウ、第１の補助チャネル３０８のデータ送信ウィ
ンドウ、および／または第２の補助チャネル３１０のデータ送信ウィンドウを介して、デ
ータ１２２を送信し得る。
【０１２５】
　[0149]ある特定の実装形態では、ページングメッセージ１２８は、次のＮ個の論理チャ
ネルに対する不可用性の指示を含み得る。この場合、第２のデバイス１０６の加入者論理
１３４は、特定のデータリンクグループの論理チャネル１５０の次のＮ個の論理チャネル
を監視するのを控え得る。いくつかの場合、第２のデバイス１０６は、低電力動作モード
にとどまることによって電力消費を減らし、次のＮ個の論理チャネルを監視するために起
動するのを控え得る。代替的に、第２のデバイス１０６は、別のデータリンクグループと
関連付けられる１つまたは複数の動作を実行し得る。いくつかの場合、第２のデバイス１
０６が複数の提供者デバイスに加入する場合、第２のデバイス１０６は、複数の提供者デ
バイスの各々からの不可用性の共通部分に基づいて、節電動作および／または同時動作を
予定することができる。
【０１２６】
　[0150]別の実装形態では、ページングメッセージ１２８は、次のＮ個の論理チャネルに
対する可用性の指示を含み得る。第２のデバイス１０６は、第１のデバイス１０４に応答
して、次のＮ個の論理チャネルに対する可用性の指示の受信を肯定応答し得る。非限定的
な例として、第２のデバイス１０６はＰＳ－ＰＯＬＬメッセージを介して応答し得る。第
１のデバイス１０４が各加入者デバイスから肯定応答を受信する場合、第１のデバイス１
０４は、他の論理チャネルにおいてトラフィック告知を送信しなくてよい。代わりに、第
１のデバイス１０４はデータトラフィックを送信することに進み得る。したがって、ペー
ジングウィンドウの中の、トラフィック告知および肯定応答などのいくつかのメッセージ
が、減らされ得る。
【０１２７】
　[0151]したがって、いくつかの場合、第１のデバイス１０４および／または第２のデバ
イス１０６は、タイミング図３００に示されるタイミングウィンドウに基づいて動作を実
行することによって、電力消費を減らすことができる。たとえば、第２のデバイス１０６
は、第１のデバイス１０４からのページングメッセージ１２８が次のＮ個の論理チャネル
に対する不可用性の指示を含む場合、次のＮ個の論理チャネルを監視するのを控え得る。
いくつかの場合、第２のデバイス１０６は、低電力動作モードにとどまることによって電
力消費を減らし、次のＮ個の論理チャネルを監視するために起動するのを控え得る。他の
場合、ページングウィンドウ中のメッセージの数は、加入者デバイスがＮ個の論理チャネ
ルにおける提供者デバイスの可用性の指示を受信しているときに減らされ得る。
【０１２８】
　[0152]図４を参照すると、図３の全体のタイムライン３０２の特定の部分に対応するタ
イミング図が示されており、全体的に４００と指定されている。ある特定の実装形態では
、タイミング図４００は図１のシステム１００のある特定の実装形態の動作に対応し得る
。図４に示されるタイミングおよび動作は、例示のためのものであり、限定するものでは
ない。他の実装形態では、追加の、またはより少数の動作が実行されることがあり、タイ
ミングが異なることがある。
【０１２９】
　[0153]図４は、図１に関して説明されたように、基本通信チャネル３０６と関連付けら
れる第１のページングウィンドウ３２４がページングメッセージ１２８を含む、特定の例
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を示す。この場合、第１のデバイス１０４の提供者論理１３０は、ＮＡＮ通信チャネル３
０４を介してページングメッセージ１２８を送信し得る。
【０１３０】
　[0154]ある特定の実装形態では、ページングメッセージ１２８は、次のＮ個の論理チャ
ネルに対する不可用性の指示を含み得る。図１を参照すると、ページングメッセージ１２
８に含まれる指示１６２は、次のＮ個の論理チャネル１６４に対する第１のデバイス１０
４の不可用性の指示を表し得る。図２に関して説明されたように、第１のページングウィ
ンドウ３２４の間の不可用性の指示１６２を受信したことに応答して、第２のデバイス１
０６の加入者論理１３４は、特定のデータリンクグループの論理チャネル１５０の次のＮ
個の論理チャネル１６４を監視するのを控え得る。いくつかの場合、第２のデバイス１０
６は、低電力動作モードにとどまることによって電力消費を減らし、次のＮ個の論理チャ
ネル１６４を監視するために起動するのを控え得る。代替的に、第２のデバイス１０６は
、別のデータリンクグループと関連付けられる１つまたは複数の動作を実行し得る。
【０１３１】
　[0155]説明のための非限定的な例として、第２のデバイス１０６の加入者論理１３４は
、次の４つの論理チャネルを監視するのを控え得る（すなわち、Ｎ＝４）。図３を参照す
ると、第２のデバイス１０６は、第１のページングウィンドウ３３２（ｔ５において開始
しｔ６において終了する）の間に第１の補助チャネル３０８を監視するのを控え、第１の
ページングウィンドウ３４４（ｔ８において開始しｔ９において終了する）の間に第２の
補助チャネル３１０を監視するのを控え、第２のページングウィンドウ３３６（ｔ１１に
おいて開始しｔ１２において終了する）の間に第１の補助チャネル３０８を監視するのを
控え、第２のページングウィンドウ（ｔ１４において開始しｔ１５において終了する）の
間に第１の補助チャネル３０８を監視するのを控え得る。
【０１３２】
　[0156]さらなる例として、第２のデバイス１０６の加入者論理１３４は、次の５つの論
理チャネルを監視するのを控え得る（すなわち、Ｎ＝５）。図３を参照すると、第２のデ
バイス１０６は、第１のページングウィンドウ３３２（ｔ５において開始しｔ６において
終了する）の間に第１の補助チャネル３０８を監視するのを控え、第１のページングウィ
ンドウ３４４（ｔ８において開始しｔ９において終了する）の間に第２の補助チャネル３
１０を監視するのを控え、第２のページングウィンドウ３３６（ｔ１１において開始しｔ
１２において終了する）の間に第１の補助チャネル３０８を監視するのを控え、第２のペ
ージングウィンドウ（ｔ１４において開始しｔ１５において終了する）の間に第１の補助
チャネル３０８を監視するのを控え得る。さらに、図３には示されていないが、第２のデ
バイス１０６は、第２の発見ウィンドウ３１４の後に発生する第１のページングウィンド
ウの間、第１の補助チャネル３０８を監視するのを控え得る。すなわち、第１のデバイス
１０４は、図３に示される発見期間３１６の後の他の発見期間と関連付けられる他の論理
チャネルに対する不可用性の指示を提供し得る。
【０１３３】
　[0157]別の実装形態では、ページングメッセージ１２８は、次のＮ個の論理チャネルに
対する可用性の指示を含み得る。図１を参照すると、ページングメッセージ１２８に含ま
れる指示１６２は、次のＮ個の論理チャネル１６４に対する第１のデバイス１０４の可用
性の指示を表す。第１のデバイス１０４は、可用性の指示の受信を示す肯定応答を加入者
デバイスから受信するのを待機し得る。第２のデバイス１０６は、第１のデバイス１０４
に応答して、次のＮ個の論理チャネルに対する可用性の指示の受信を肯定応答し得る。非
限定的な例として、第２のデバイス１０６はＰＳ－ＰＯＬＬメッセージを介して応答し得
る。加入者デバイスの各々から肯定応答を受信したことに応答して、第１のデバイス１０
４は、他の論理チャネルにおいてトラフィック告知を送信しなくてよい。代わりに、第１
のデバイス１０４はデータトラフィックを送信することに進み得る。
【０１３４】
　[0158]いくつかの場合、第２のデバイス１０６は、第１のデバイス１０４によって提供
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されるサービスに対する単一の加入者を表し得る。この例では、第１のデバイス１０４が
基本通信チャネル３０６と関連付けられるページングウィンドウ３２４内で第２のデバイ
ス１０６からＰＳ－ＰＯＬＬメッセージなどの肯定応答を受信する場合、第１のデバイス
１０４は、次のＮ個の論理チャネルにおいてトラフィック告知を送信するのを控え得る。
【０１３５】
　[0159]説明のための非限定的な例として、第１のデバイス１０４は、次の４つの論理チ
ャネルに対する可用性の指示を提供し得る（すなわち、Ｎ＝４）。この場合、第１のデバ
イス１０４がページングウィンドウ３２４内に第２のデバイス１０６から肯定応答を受信
する場合、第１のデバイス１０４は、第１の補助チャネル３０８および第２の補助チャネ
ル３１０と関連付けられる後続のページングウィンドウにおいてトラフィック告知を送信
するのを控え得る。むしろ、第１のデバイス１０４は、後続の送信ウィンドウのデータウ
ィンドウ部分だけではなく、後続の送信ウィンドウのページングウィンドウ部分において
データ１２２を送信することに進み得る。例示すると、第１のデバイス１０４は、第１の
送信ウィンドウ３２８の第１のページングウィンドウ３３２ならびに第１のデータ送信ウ
ィンドウ３３４においてデータ１２２を送信し得る。第２のデバイス１０６に送信される
べきデータの量に応じて、第１のデバイス１０４は、第２の補助チャネル３１０の第１の
送信ウィンドウ３４０と関連付けられる第１のページングウィンドウ３４４、第１の補助
チャネル３０８の第２の送信ウィンドウ３３０と関連付けられる第２のページングウィン
ドウ３３６、および第２の補助チャネル３１０の第２の送信ウィンドウ３４２と関連付け
られる第２のページングウィンドウ３４８においてデータ１２２を送信し得る。
【０１３６】
　[0160]第１のデバイス１０４がページングウィンドウ３２４内で第２のデバイス１０６
から肯定応答を受信しない場合、第１のデバイス１０４は、後続のページングメッセージ
において可用性の別の指示を送信し得る。例示すると、第１のデバイス１０４の提供者論
理１３０は、第１の補助チャネル３０８と関連付けられる第１の送信ウィンドウ３２８の
第１のページングウィンドウ３３２に含まれるべき別のページングメッセージ１２８を生
成し得る。この場合、論理チャネルの数は１だけデクリメントされ得る。すなわち、第１
のデバイス１０４は、次のＮ－１個の論理チャネルに対する可用性を示し得る。第１のデ
バイス１０４が第１のページングウィンドウ３３２内に第２のデバイス１０６から肯定応
答を受信する場合、第１のデバイス１０４は、次のＮ－１個の論理チャネルにおいてトラ
フィック告知を送信するのを控え得る。肯定応答が受信されない場合、第１のデバイス１
０４は、後続のページングウィンドウにおいて可用性の指示を送信することに続き得る。
たとえば、第１のデバイス１０４は、第２の補助チャネル３１０と関連付けられる第１の
ページングウィンドウ３４４の間に可用性の指示を送信することに続き得る。
【０１３７】
　[0161]図５を参照すると、図３の全体のタイムライン３０２の特定の部分に対応するタ
イミング図が示されており、全体的に５００と指定されている。ある特定の実装形態では
、タイミング図５００は図１のシステム１００のある特定の実装形態の動作に対応し得る
。図５に示されるタイミングおよび動作は、例示のためのものであり、限定するものでは
ない。他の実装形態では、追加の、またはより少数の動作が実行されることがあり、タイ
ミングが異なることがある。
【０１３８】
　[0162]図５は、図１に関して説明されたように、第１の補助チャネル３０８と関連付け
られる第１のページングウィンドウ３３２がページングメッセージ１２８を含む、特定の
例を示す。この場合、第１のデバイス１０４の提供者論理１３０は、第１の補助チャネル
３０８を介してページングメッセージ１２８を送信し得る。
【０１３９】
　[0163]ある特定の実装形態では、ページングメッセージ１２８は、次のＮ個の論理チャ
ネルに対する不可用性の指示を含み得る。図１を参照すると、ページングメッセージ１２
８に含まれる指示１６２は、次のＮ個の論理チャネル１６４に対する第１のデバイス１０
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４の不可用性の指示を表す。図２に関して説明されたように、第１のページングウィンド
ウ３３２の間の不可用性の指示１６２を受信したことに応答して、第２のデバイス１０６
の加入者論理１３４は、特定のデータリンクグループの論理チャネル１５０の次のＮ個の
論理チャネル１６４を監視するのを控え得る。いくつかの場合、第２のデバイス１０６は
、低電力動作モードにとどまることによって電力消費を減らし、次のＮ個の論理チャネル
１６４を監視するために起動するのを控え得る。代替的に、第２のデバイス１０６は、別
のデータリンクグループと関連付けられる１つまたは複数の動作を実行し得る。
【０１４０】
　[0164]説明のための非限定的な例として、第２のデバイス１０６の加入者論理１３４は
、次の３つの論理チャネルを監視するのを控え得る（すなわち、Ｎ＝３）。図３を参照す
ると、第２のデバイス１０６は、第１のページングウィンドウ３４４（ｔ８において開始
しｔ９において終了する）の間に第２の補助チャネル３１０を監視するのを控え、第２の
ページングウィンドウ３３６（ｔ１１において開始しｔ１２において終了する）の間に第
１の補助チャネル３０８を監視するのを控え、第２のページングウィンドウ３４８（ｔ１
４において開始しｔ１５において終了する）の間に第２の補助チャネル３１０を監視する
のを控え得る。いくつかの場合、第２のデバイス１０６は、３つのページングウィンドウ
３４４、３３６、３４８の間、低電力動作モードで動作することによって電力を節約し得
る。代替的に、第２のデバイス１０６は、別のデータリンクグループと関連付けられる動
作を実行し得る。
【０１４１】
　[0165]さらなる例として、第２のデバイス１０６の加入者論理１３４は、次の４つの論
理チャネルを監視するのを控え得る（すなわち、Ｎ＝４）。図３を参照すると、第２のデ
バイス１０６は、第１のページングウィンドウ３４４（ｔ８において開始しｔ９において
終了する）の間に第２の補助チャネル３１０を監視するのを控え、第２のページングウィ
ンドウ３３６（ｔ１１において開始しｔ１２において終了する）の間に第１の補助チャネ
ル３０８を監視するのを控え、第２のページングウィンドウ３４８（ｔ１４において開始
しｔ１５において終了する）の間に第２の補助チャネル３１０を監視するのを控え得る。
さらに、図３には示されていないが、第２のデバイス１０６は、第２の発見ウィンドウ３
１４の後に発生する第１のページングウィンドウの間、第１の補助チャネル３０８を監視
するのを控え得る。すなわち、第１のデバイス１０４は、図３に示される発見期間３１６
の後の他の発見期間と関連付けられる他の論理チャネルに対する不可用性の指示を提供し
得る。
【０１４２】
　[0166]別の実装形態では、ページングメッセージ１２８は、次のＮ個の論理チャネルに
対する可用性の指示を含み得る。図１を参照すると、ページングメッセージ１２８に含ま
れる指示１６２は、次のＮ個の論理チャネル１６４に対する第１のデバイス１０４の可用
性の指示を表す。第１のデバイス１０４は、可用性の指示の受信を示す肯定応答を加入者
デバイスから受信するのを待機し得る。第２のデバイス１０６は、第１のデバイス１０４
に応答して、次のＮ個の論理チャネルに対する可用性の指示の受信を肯定応答し得る。加
入者デバイスの各々から肯定応答を受信したことに応答して、第１のデバイス１０４は、
他の論理チャネルにおいてトラフィック告知を送信しなくてよい。代わりに、第１のデバ
イス１０４はデータトラフィックを送信することに進み得る。
【０１４３】
　[0167]いくつかの場合、第２のデバイス１０６は、第１のデバイス１０４によって提供
されるサービスに対する単一の加入者を表し得る。この例では、第１のデバイス１０４が
第１の補助チャネル３０８と関連付けられる第１のページングウィンドウ３３２内で第２
のデバイス１０６からＰＳ－ＰＯＬＬメッセージなどの肯定応答を受信する場合、第１の
デバイス１０４は、次のＮ個の論理チャネルにおいてトラフィック告知を送信するのを控
え得る。
【０１４４】
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　[0168]説明のための非限定的な例として、第１のデバイス１０４は、次のＮ個の論理チ
ャネルに対する可用性の指示を提供し得る。この場合、第１のデバイス１０４が第１のペ
ージングウィンドウ３３２内で第２のデバイス１０６から肯定応答を受信する場合、第１
のデバイス１０４は、後続のページングウィンドウにおいてトラフィック告知を送信する
のを控え得る。むしろ、第１のデバイス１０４は、第２の補助チャネル３１０の第１の送
信ウィンドウ３４０と関連付けられる第１のページングウィンドウ３４４においてデータ
１２２を送信することに進み得る。
【０１４５】
　[0169]第１のデバイス１０４が第１のページングウィンドウ３３２内で第２のデバイス
１０６から肯定応答を受信しない場合、第１のデバイス１０４は、後続のページングメッ
セージにおいて可用性の別の指示を送信し得る。例示すると、第１のデバイス１０４の提
供者論理１３０は、第２の補助チャネル３１０と関連付けられる第１の送信ウィンドウ３
４０の第１のページングウィンドウ３４４に含まれるべき別のページングメッセージ１２
８を生成し得る。この場合、論理チャネルの数は１だけデクリメントされ得る。すなわち
、第１のデバイス１０４は、次のＮ－１個の論理チャネルに対する可用性を示し得る。第
１のデバイス１０４が第１のページングウィンドウ３４４内に第２のデバイス１０６から
肯定応答を受信する場合、第１のデバイス１０４は、次のＮ－１個の論理チャネルにおい
てトラフィック告知を送信するのを控え得る。肯定応答が受信されない場合、第１のデバ
イス１０４は、後続のページングウィンドウにおいて可用性の指示を送信することに続き
得る。たとえば、第１のデバイス１０４は、第１の補助チャネル３０８と関連付けられる
第２のページングウィンドウ３３６の間に可用性の指示を送信することに続き得る。
【０１４６】
　[0170]図６を参照すると、図３の全体のタイムライン３０２の特定の部分に対応するタ
イミング図が示されており、全体的に６００と指定されている。ある特定の実装形態では
、タイミング図６００は図１のシステム１００のある特定の実装形態の動作に対応し得る
。図６に示されるタイミングおよび動作は、例示のためのものであり、限定するものでは
ない。他の実装形態では、追加の、またはより少数の動作が実行されることがあり、タイ
ミングが異なることがある。
【０１４７】
　[0171]図６は、図１に関して説明されたように、第２の補助チャネル３１０と関連付け
られる第１のページングウィンドウ３４４がページングメッセージ１２８を含む、特定の
例を示す。この場合、第１のデバイス１０４の提供者論理１３０は、第２の補助チャネル
３１０を介してページングメッセージ１２８を送信し得る。
【０１４８】
　[0172]ある特定の実装形態では、ページングメッセージ１２８は、次のＮ個の論理チャ
ネルに対する不可用性の指示を含み得る。図１を参照すると、ページングメッセージ１２
８に含まれる指示１６２は、次のＮ個の論理チャネル１６４に対する第１のデバイス１０
４の不可用性の指示を表す。図２に関して説明されたように、第１のページングウィンド
ウ３４４の間の不可用性の指示１６２を受信したことに応答して、第２のデバイス１０６
の加入者論理１３４は、特定のデータリンクグループの論理チャネル１５０の次のＮ個の
論理チャネル１６４を監視するのを控え得る。いくつかの場合、第２のデバイス１０６は
、低電力動作モードにとどまることによって電力消費を減らし、次のＮ個の論理チャネル
１６４を監視するために起動するのを控え得る。代替的に、第２のデバイス１０６は、別
のデータリンクグループと関連付けられる１つまたは複数の動作を実行し得る。
【０１４９】
　[0173]説明のための非限定的な例として、第２のデバイス１０６の加入者論理１３４は
、次の２つの論理チャネルを監視するのを控え得る（すなわち、Ｎ＝２）。図３を参照す
ると、第２のデバイス１０６は、第２のページングウィンドウ３３６（ｔ１１において開
始しｔ１２において終了する）の間に第１の補助チャネル３０８を監視するのを控え、第
２のページングウィンドウ３４８（ｔ１４において開始しｔ１５において終了する）の間
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に第２の補助チャネル３１０を監視するのを控え得る。いくつかの場合、第２のデバイス
１０６は、２つのページングウィンドウ３３６、３４８の間、低電力動作モードで動作す
ることによって電力を節約し得る。代替的に、第２のデバイス１０６は、別のデータリン
クグループと関連付けられる動作を実行し得る。
【０１５０】
　[0174]さらなる例として、第２のデバイス１０６の加入者論理１３４は、次の３つの論
理チャネルを監視するのを控え得る（すなわち、Ｎ＝３）。図３を参照すると、第２のデ
バイス１０６は、第２のページングウィンドウ３３６（ｔ１１において開始しｔ１２にお
いて終了する）の間に第１の補助チャネル３０８を監視するのを控え、第２のページング
ウィンドウ３４８（ｔ１４において開始しｔ１５において終了する）の間に第２の補助チ
ャネル３１０を監視するのを控え得る。さらに、図３には示されていないが、第２のデバ
イス１０６は、第２の発見ウィンドウ３１４の後に発生する第１のページングウィンドウ
の間、第１の補助チャネル３０８を監視するのを控え得る。すなわち、第１のデバイス１
０４は、図３に示される発見期間３１６の後の他の発見期間と関連付けられる他の論理チ
ャネルに対する不可用性の指示を提供し得る。
【０１５１】
　[0175]別の実装形態では、ページングメッセージ１２８は、次のＮ個の論理チャネルに
対する可用性の指示を含み得る。図１を参照すると、ページングメッセージ１２８に含ま
れる指示１６２は、次のＮ個の論理チャネル１６４に対する第１のデバイス１０４の可用
性の指示を表す。第１のデバイス１０４は、可用性の指示の受信を示す肯定応答を加入者
デバイスから受信するのを待機し得る。第２のデバイス１０６は、第１のデバイス１０４
に応答して、次のＮ個の論理チャネルに対する可用性の指示の受信を肯定応答し得る。加
入者デバイスの各々から肯定応答を受信したことに応答して、第１のデバイス１０４は、
他の論理チャネルにおいてトラフィック告知を送信しなくてよい。代わりに、第１のデバ
イス１０４はデータトラフィックを送信することに進み得る。
【０１５２】
　[0176]いくつかの場合、第２のデバイス１０６は、第１のデバイス１０４によって提供
されるサービスに対する単一の加入者を表し得る。この例では、第１のデバイス１０４が
第１の補助チャネル３０８と関連付けられる第１のページングウィンドウ３３２内で第２
のデバイス１０６からＰＳ－ＰＯＬＬメッセージなどの肯定応答を受信する場合、第１の
デバイス１０４は、次のＮ個の論理チャネルにおいてトラフィック告知を送信するのを控
え得る。
【０１５３】
　[0177]説明のための非限定的な例として、第１のデバイス１０４は、次のＮ個の論理チ
ャネルに対する可用性の指示を提供し得る。この場合、第１のデバイス１０４が第１のペ
ージングウィンドウ３４４内で第２のデバイス１０６から肯定応答を受信する場合、第１
のデバイス１０４は、後続のページングウィンドウにおいてトラフィック告知を送信する
のを控え得る。むしろ、第１のデバイス１０４は、第１の補助チャネル３０８の第２の送
信ウィンドウ３３０と関連付けられる第２のページングウィンドウ３３６においてデータ
１２２を送信することに進み得る。
【０１５４】
　[0178]第１のデバイス１０４が第１のページングウィンドウ３４４内で第２のデバイス
１０６から肯定応答を受信しない場合、第１のデバイス１０４は、後続のページングメッ
セージにおいて可用性の別の指示を送信し得る。例示すると、第１のデバイス１０４の提
供者論理１３０は、第１の補助チャネル３０８と関連付けられる第２の送信ウィンドウ３
３０の第２のページングウィンドウ３３６に含まれるべき別のページングメッセージ１２
８を生成し得る。この場合、論理チャネルの数は１だけデクリメントされ得る。すなわち
、第１のデバイス１０４は、次のＮ－１個の論理チャネルに対する可用性を示し得る。第
１のデバイス１０４が第２のページングウィンドウ３３６内に第２のデバイス１０６から
肯定応答を受信する場合、第１のデバイス１０４は、次のＮ－１個の論理チャネルにおい
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てトラフィック告知を送信するのを控え得る。肯定応答が受信されない場合、第１のデバ
イス１０４は、後続のページングウィンドウにおいて可用性の指示を送信することに続き
得る。たとえば、第１のデバイス１０４は、第２の補助チャネル３１０と関連付けられる
第２のページングウィンドウ３４８の間に可用性の指示を送信することに続き得る。
【０１５５】
　[0179]図７を参照すると、図３の全体のタイムライン３０２の特定の部分に対応するタ
イミング図が示されており、全体的に７００と指定されている。ある特定の実装形態では
、タイミング図７００は図１のシステム１００のある特定の実装形態の動作に対応し得る
。図７に示されるタイミングおよび動作は、例示のためのものであり、限定するものでは
ない。他の実装形態では、追加の、またはより少数の動作が実行されることがあり、タイ
ミングが異なることがある。
【０１５６】
　[0180]図７は、図１に関して説明されたように、第１の補助チャネル３０８と関連付け
られる第２のページングウィンドウ３３６がページングメッセージ１２８を含む、特定の
例を示す。この場合、第１のデバイス１０４の提供者論理１３０は、第１の補助チャネル
３０８を介してページングメッセージ１２８を送信し得る。
【０１５７】
　[0181]ある特定の実装形態では、ページングメッセージ１２８は、次のＮ個の論理チャ
ネルに対する不可用性の指示を含み得る。図１を参照すると、ページングメッセージ１２
８に含まれる指示１６２は、次のＮ個の論理チャネル１６４に対する第１のデバイス１０
４の不可用性の指示を表す。図２に関して説明されたように、第２のページングウィンド
ウ３３６の間の不可用性の指示１６２を受信したことに応答して、第２のデバイス１０６
の加入者論理１３４は、特定のデータリンクグループの論理チャネル１５０の次のＮ個の
論理チャネル１６４を監視するのを控え得る。いくつかの場合、第２のデバイス１０６は
、低電力動作モードにとどまることによって電力消費を減らし、次のＮ個の論理チャネル
１６４を監視するために起動するのを控え得る。代替的に、第２のデバイス１０６は、別
のデータリンクグループと関連付けられる１つまたは複数の動作を実行し得る。
【０１５８】
　[0182]別の実装形態では、ページングメッセージ１２８は、次のＮ個の論理チャネルに
対する可用性の指示を含み得る。図１を参照すると、ページングメッセージ１２８に含ま
れる指示１６２は、次のＮ個の論理チャネル１６４に対する第１のデバイス１０４の可用
性の指示を表す。第１のデバイス１０４は、可用性の指示の受信を示す肯定応答を加入者
デバイスから受信するのを待機し得る。第２のデバイス１０６は、第１のデバイス１０４
に応答して、次のＮ個の論理チャネルに対する可用性の指示の受信を肯定応答し得る。加
入者デバイスの各々から肯定応答を受信したことに応答して、第１のデバイス１０４は、
他の論理チャネルにおいてトラフィック告知を送信しなくてよい。代わりに、第１のデバ
イス１０４はデータトラフィックを送信することに進み得る。
【０１５９】
　[0183]図８を参照すると、図３の全体のタイムライン３０２の特定の部分に対応するタ
イミング図が示されており、全体的に８００と指定されている。ある特定の実装形態では
、タイミング図８００は図１のシステム１００のある特定の実装形態の動作に対応し得る
。図８に示されるタイミングおよび動作は、例示のためのものであり、限定するものでは
ない。他の実装形態では、追加の、またはより少数の動作が実行されることがあり、タイ
ミングが異なることがある。
【０１６０】
　[0184]図８は、図１に関して説明されたように、第２の補助チャネル３１０と関連付け
られる第２のページングウィンドウ３４８がページングメッセージ１２８を含む、特定の
例を示す。この場合、第１のデバイス１０４の提供者論理１３０は、第２の補助チャネル
３１０を介してページングメッセージ１２８を送信し得る。
【０１６１】
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　[0185]ある特定の実装形態では、ページングメッセージ１２８は、次のＮ個の論理チャ
ネルに対する不可用性の指示を含み得る。図１を参照すると、ページングメッセージ１２
８に含まれる指示１６２は、次のＮ個の論理チャネル１６４に対する第１のデバイス１０
４の不可用性の指示を表す。図２に関して説明されたように、第２のページングウィンド
ウ３４８の間の不可用性の指示１６２を受信したことに応答して、第２のデバイス１０６
の加入者論理１３４は、特定のデータリンクグループの論理チャネル１５０の次のＮ個の
論理チャネル１６４を監視するのを控え得る。いくつかの場合、第２のデバイス１０６は
、低電力動作モードにとどまることによって電力消費を減らし、次のＮ個の論理チャネル
１６４を監視するために起動するのを控え得る。代替的に、第２のデバイス１０６は、別
のデータリンクグループと関連付けられる１つまたは複数の動作を実行し得る。
【０１６２】
　[0186]別の実装形態では、ページングメッセージ１２８は、次のＮ個の論理チャネルに
対する可用性の指示を含み得る。図１を参照すると、ページングメッセージ１２８に含ま
れる指示１６２は、次のＮ個の論理チャネル１６４に対する第１のデバイス１０４の可用
性の指示を表す。第１のデバイス１０４は、可用性の指示の受信を示す肯定応答を加入者
デバイスから受信するのを待機し得る。第２のデバイス１０６は、ＰＳ－ＰＯＬＬメッセ
ージなどを介して第１のデバイス１０４に応答して、次のＮ個の論理チャネルに対する可
用性の指示の受信を肯定応答し得る。加入者デバイスの各々から肯定応答を受信したこと
に応答して、第１のデバイス１０４は、他の論理チャネルにおいてトラフィック告知を送
信しなくてよい。代わりに、第１のデバイス１０４はデータトラフィックを送信すること
に進み得る。
【０１６３】
　[0187]図９を参照すると、送信ウィンドウ（ＴＷ）９０２の例の図９００が示されてい
る。図９は、ページングウィンドウ境界（ＰＷＢ）９０８によって分離されるページング
部分９０４とデータ部分９０６とを送信ウィンドウ９０２が含むことを示す。ページング
部分９０４はページングウィンドウであることがあり、データ部分９０６はデータウィン
ドウであることがある。ページング部分９０４の間、データソースはページングメッセー
ジを送信し得る。たとえば、図１の第１のデバイス１０４は、図１のページングメッセー
ジ１２８を送信し得る。いくつかの場合、ページング部分９０４の間、データソースは、
図１の第２のデバイス１０６などのデータシンクから、そのデータシンクがデータを受信
する準備ができていることを示すトリガメッセージを受信し得る。送信ウィンドウ９０２
のデータ部分９０６は、図１のデータ１２２などのデータを送信／受信するために使用さ
れ得る。いくつかの場合、データシンクは、データ部分９０６の間にトリガメッセージを
送信することがあり、データ送信を待機することがある。
【０１６４】
　[0188]いくつかの場合、送信ウィンドウ９０２のページング部分９０４のサイズを予測
するのは難しいことがある。例示すると、比較的多数の送信機がデータリンクグループ中
にある場合、トラフィック告知を送信する機会を送信機の各々に与えるには、比較的大き
なページングウィンドウが適切であり得る。すなわち、送信ウィンドウ９０２のページン
グ部分９０４が小さすぎると、送信機の一部がトラフィック告知を送信することが可能で
はないことがある。いくつかの場合、このことは、送信ウィンドウ９０２のデータ部分９
０６の過少利用につながることがあり、それは、ページング部分９０４の間にトラフィッ
ク告知を送信することが可能な送信機のサブセットしか、データを送信することが可能で
はないからである。対照的に、比較的少数の送信機がデータリンクグループの中にある場
合、比較的大きなページングウィンドウは過少利用をもたらし得る。すなわち、送信ウィ
ンドウ９０２のページング部分９０４が大きすぎる場合、送信機の各々がトラフィック告
知を送信して関連するＡＣＫを受信するのに十分な時間を有することがあり、ページング
部分９０４の残りがデータ送信に使用され得る。したがって、トラフィック告知を送信す
る機会を送信機の各々に与えるのに十分に大きく、しかし、代わりにデータ送信のために
使用され得る潜在的なアイドル時間を減らすのに十分小さい、ＰＷＢを利用することが望
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ましいことがある。
【０１６５】
　[0189]いくつかの場合、ページングウィンドウサイズは固定され指定され得る。すなわ
ち、ＰＷＢ９０８は、送信ウィンドウ９０２の開始時間からある特定の時間後に固定され
得る。この場合、デバイスはページングウィンドウの間にページングメッセージを送信す
ることに制約されることがあり、データ送信はページングウィンドウの後にのみ行われ得
る。しかしながら、そのような方式は、ページングウィンドウの一部分を使用されないま
まにすることがある。たとえば、データリンクグループが比較的少数の加入者デバイスを
含むとき、ページングウィンドウの一部分は使用されないままであり得る。すなわち、ペ
ージングウィンドウは、トラフィック告知および関連するＡＣＫがＰＷＢ９０８の前に完
了されている場合、過少利用され得る。送信ウィンドウ９０２のページング部分９０４の
中の残りの時間は、代わりにデータ送信のために利用され得る。さらに、データの受信者
として識別されない１つまたは複数のデバイスは、特定の論理チャネルを監視し続けるた
めに、起動状態にとどまり、電力を消費し得る。
【０１６６】
　[0190]他の場合、ページングウィンドウサイズは固定されることがあるが、サイズはグ
ローバルには指定されないことがあり、代わりに、図１のＮＡＮ１０２などのＮＡＮ内で
決定されることがある。たとえば、アンカーデバイスが、ＮＡＮクラスタのサイズに基づ
いてページングウィンドウのサイズを決定し得る。別の例として、サービス創設者が特定
のサービスのためのページングウィンドウのサイズを決定することがあり、特定のサービ
スの消費者の数ならびに／または同じ論理チャネルを使用する他のサービスおよびデバイ
スの数に基づいて、ページングウィンドウのサイズを適合させることがある。
【０１６７】
　[0191]いくつかの実装形態では、送信ウィンドウ９０２のページング部分９０４のサイ
ズは、データソースの数、データシンクの数、データトラフィックレート、またはこれら
の組合せに基づいて調整され得る。送信ウィンドウ９０２のページング部分９０４の間に
、１つまたは複数のデバイスは、特定の論理チャネルを監視するために、起動しており電
力を消費していることがある。したがって、１つまたは複数のデバイスによる電力消費は
、ページング部分９０４のサイズと相関し得る。比較的大きなページング部分９０４は、
電力消費を増やすことがあり、バッテリー持続時間を短くすることがある。さらに、送信
ウィンドウ９０２のページング部分９０４と関連付けられる時間は、データ部分９０６に
割り振られ得る時間を表す。したがって、送信ウィンドウ９０２のページング部分９０４
のサイズを減らすことで、データ送信に対してより多くの時間が許容され得る。
【０１６８】
　[0192]場合によっては、ＰＷＢ９０８は、比較的柔軟であり得る。すなわち、ＰＷＢ９
０８は、ページングメッセージの送信の時間の上側の境界を表し得る（すなわち、ＰＷＢ
９０８の後でページングメッセージは送信され得ない）。しかしながら、閾値の時間長を
超えるページング時間の間に媒体がアイドル状態であることを検出すると、データ送信が
開始し得る。ある特定の実装形態では、コンテンションウィンドウパラメータが、ページ
ングウィンドウ境界の柔軟性を得るために調整され得る。たとえば、あるコンテンション
ウィンドウパラメータはページングフレームのために使用されることがあり、別のコンテ
ンションウィンドウパラメータはデータフレームのために使用されることがある。いくつ
かの実装形態では、ページングメッセージおよびＡＣＫのために非常に小さなコンテンシ
ョンウィンドウサイズがある場合、ページングメッセージおよびＡＣＫは、ページングウ
ィンドウの間に優先権を得て、他の送信よりもはるかに早く送出される。ページングウィ
ンドウの間に多数の送信デバイスがある場合、ページングメッセージおよびＡＣＫは、ペ
ージングウィンドウの全体を占有する可能性が高く、ＰＷＢ９０８に当たると、デバイス
はページングメッセージの送信をやめてデータ送信を開始する。ページングウィンドウの
間により少数の送信デバイスがある場合、ページングメッセージが優先権を得て、ページ
ングメッセージおよびＡＣＫの送信はページングウィンドウの中ではるかに早く完了する
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。この場合、ページングウィンドウの間に「アイドル時間」があり、送信すべきデータを
有するデバイスは、通信チャネルをめぐり競合し、ページングウィンドウの間にデータの
送出を開始する。
【０１６９】
　[0193]いくつかの場合、ページング告知がより早く開始し得るように、および、ページ
ング告知の後に残っている時間がある場合には、データもページングウィンドウの間に送
信され得るように、ページング告知がより小さなコンテンションサイズを有するようにコ
ンテンションウィンドウサイズ（またはコンテンションパラメータ）が調整され得る。た
とえば、あるコンテンションウィンドウパラメータ（「ＣＷ＿ｐａｇｉｎｇ」）はページ
ングフレームのために使用されることがあり、別のコンテンションウィンドウパラメータ
（「ＦｉｘｅｄＣＷ＿ｄａｔａ＿ｍｉｎ，ＣＷ＿ｄａｔａ」）はデータフレームのために
使用されることがある。ページングメッセージを送信するために、デバイスは［０，ＣＷ
＿ｐａｇｉｎｇ］からバックオフウィンドウを選択し得る。データを送信するために、デ
バイスがＰＷＢ９０８の前にコンテンションを開始する場合、デバイスは［ＦｉｘｅｄＣ
Ｗ＿ｄａｔａ＿ｍｉｎ，ＣＷ＿ｄａｔａ］からバックオフウィンドウを選択することがあ
り、ここでＦｉｘｅｄＣＷ＿ｄａｔａ＿ｍｉｎはＣＷ＿ｐａｇｉｎｇより大きい。説明の
ための非限定的な例として、ＣＷ＿ｐａｇｉｎｇは１００であることがあり、一方Ｆｉｘ
ｅｄＣＷ＿ｄａｔａ＿ｍｉｎは１０１であることがあり、ＣＷ＿ｄａｔａは１０００であ
ることがある。この説明のための事例では、デバイスは、０と１００の間の第１のランダ
ムな数をページングフレームのためのバックオフウィンドウとして選択することができ、
デバイスは、１０１と１０００の間の第２のランダムな数をデータフレームのために選択
することができる。
【０１７０】
　[0194]第１の説明のための例として、デバイスは、送信ウィンドウの最初においてデー
タ送信をめぐり競合することを開始し得るが、バックオフウィンドウがカウントダウンす
る前にトリガメッセージが受信されない場合、送信を取り消し得る。すなわち、あらゆる
トラフィック告知に対して、送信機はトリガなどの肯定応答を予想している。送信機がＡ
ＣＫを受信しない場合、送信機はデータを送信しないことがある（データのための対応す
るカウントダウンがない）。たとえば、上で説明されたように、送信機が次のＮ個の論理
チャネルに対する可用性の指示を提供し、受信機の各々がその指示に肯定応答している場
合、送信機がそれらの受信機の各々のためのデータを有するとき、送信機は、データウィ
ンドウの開始までカウントダウンが開始するのを待機する代わりに、ページングウィンド
ウ内ではるかに早くデータのカウントダウンを開始し得る。
【０１７１】
　[0195]第２の説明のための例として、デバイスは、送信機がトリガフレームを受信した
後でページングウィンドウの間のデータ送信のために競合することを開始し得る。すなわ
ち、トリガフレームは、ページング告知へのＡＣＫを表す。送信機が次の４つの論理チャ
ネルに対する可用性の指示を提供している以前の例を参照すると、送信機は、ページング
告知をまったく送出しないことがあるが、送信機は、わずかにより高いコンテンションウ
ィンドウを伴うデータコンテンション待ち行列の中にあることがある。したがって、送信
すべきページング告知を有する他の送信機が告知の送信を完了すると、送信機はデータの
送出を開始することができ、それは、送信機が通信チャネルをめぐるコンテンションに勝
利し始め得るからである。ＰＷコンテンションウィンドウ（たとえば、ＣＷ＿ｐａｇｉｎ
ｇ）はより小さいことがあるので、カウントダウンは、データ送信よりページング告知を
優先するためにより早く開始することがある。すなわち、ＦｉｘｅｄＣＷ＿ｄａｔａ＿ｍ
ｉｎと比較してＣＷ＿ｐａｇｉｎｇに対してより小さなＣＷサイズを選択することによっ
て、ページング告知はデータより優先される。ページングウィンドウの最初において、送
信すべきデータを有する送信機は、関連するコンテンションウィンドウをカウントするこ
とを開始する。
【０１７２】
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　[0196]デバイスがＰＷＢ９０８の後でコンテンションを開始する場合、通常のデータコ
ンテンションパラメータが使用されてよく、バックオフパラメータは［０，ＣＷ＿ｄａｔ
ａ］から選択される。上の例では、ＰＷＢ９０８の後のコンテンションのために、デバイ
スはバックオフウィンドウとして０と１０００の間のランダムな数を選択し得る。すなわ
ち、ページングウィンドウが混雑しすぎており、ページングウィンドウの間に送信されて
いる多数のページングメッセージがある場合、ＰＷＢ９０８の後で、デバイスは、通常の
データコンテンションパラメータを使用して通信チャネルをめぐり競合し得る。したがっ
て、ページングウィンドウ内で、データ送信は早めに開始し得るが、ページングウィンド
ウの間のデータコンテンションの最小値はページングコンテンションの最大値（たとえば
、１０１から１０００）を超える。しかしながら、データウィンドウでは、データを送信
するための通信チャネルをめぐるコンテンションはデータウィンドウの最初に始まり、デ
ータ送信のコンテンション境界（たとえば、０から１０００）まで続く。
【０１７３】
　[0197]別の特定の実装形態では、ページングメッセージのトラフィックタイプまたはト
ラフィックカテゴリは、ページングメッセージの送信を優先するために特定の値に設定さ
れ得る。例示すると、ページングメッセージ、トリガメッセージ、データフレーム、また
は他のものなどのメッセージの各タイプは、メッセージのカテゴリを示すトラフィックカ
テゴリフィールドを有し得る。たとえば、各メッセージはサービス品質（ＱｏＳ）カテゴ
リを含み得る。トラフィックカテゴリ（たとえば、ＱｏＳカテゴリ）は、メッセージの優
先順位を示し得る。非限定的な例として、トラフィックカテゴリは、高優先度の値、中優
先度の値、および低優先度の値から選択された値を有することがあり、特定のメッセージ
はそれに従って優先順位付けられることがある。ある特定の実装形態では、トラフィック
カテゴリは、たとえばＩＥＥＥもしくは他の業界規格における、またはベンダーによる、
定められた値を有するＱｏＳカテゴリであり、各値は異なる優先度に対応する。たとえば
、音声メッセージは、データメッセージより高いＱｏＳ優先度を有し得る。ページングメ
ッセージを優先するために、デバイスは、トラフィックカテゴリに対して最高の優先度の
値を有するページングメッセージを生成し得る。トリガメッセージは、ページングメッセ
ージより低い優先度を有することがあり、データメッセージは、トリガメッセージより低
い優先度を有することがある。メッセージのタイプに基づいてトラフィックカテゴリを特
定の値に設定することによって、ページングウィンドウの間のページングメッセージの送
信が優先され得る。加えて、ページングウィンドウの間のデータの送信は、ページングメ
ッセージなどの他のより高優先度のメッセージの送信が終了していれば、有効にされ得る
。
【０１７４】
　[0198]図１０を参照すると、送信ウィンドウ（ＴＷ）１００２の代替的な設計の図１０
００が示されている。図１０は、送信ウィンドウ１００２が、ページング部分１００４と
、トリガ部分１００６と、データ部分１００８とを含み得ることを示す。ページング部分
１００４はページングウィンドウであることがあり、トリガ部分１００６はトリガウィン
ドウであることがあり、データ部分１００８はデータウィンドウであることがある。ペー
ジング部分１００４およびトリガ部分１００６はページングウィンドウ境界（ＰＷＢ）１
０１０によって分離され、トリガ部分１００６およびデータ部分１００８はトリガウィン
ドウ境界（ＴｒＷＢ）１０１２によって分離される。図１０では、トリガ部分１００６は
、データシンクがデータソースからのページングメッセージに応答してトリガメッセージ
をデータソースに送信するための、専用の時間期間を表す。たとえば、トリガ部分１００
６は、第２のデバイス１０６が図１のページングメッセージ１２８に応答してＰＳ－ＰＯ
ＬＬメッセージを第１のデバイス１０４に送信するための時間期間を表す。
【０１７５】
　[0199]ページング部分１００４の間に、図１の第１のデバイス１０４などのデータソー
スは、ページング告知を１つまたは複数の加入者デバイスに送信し得る。たとえば、第１
のデバイス１０４は、ページング告知を第２のデバイス１０６に送信し得る。トリガ部分
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１００６は、加入者デバイスがトリガメッセージによりページング告知に応答するための
時間期間を表す。しかしながら、いくつかの場合、加入者デバイスが利用不可能であるこ
とがある。たとえば、加入者デバイスは、低電力モードで動作していることがある。した
がって、加入者デバイスは、トリガウィンドウ内でページング告知に応答しないことがあ
る。したがって、送信デバイスは、トリガメッセージがトリガウィンドウ内で受信される
かどうかに基づいて、起動しておりデータを受信するのに利用可能である少なくとも１つ
の受信機があるかどうかを決定し得る。トリガメッセージがＰＷＢ１０１０とＴｒＷＢ１
０１２の間の時間期間などのトリガウィンドウ内で受信されない場合、送信デバイスは、
送信ウィンドウ１００２の残りの間、低電力動作モードに遷移し得る。
【０１７６】
　[0200]いくつかの実装形態では、受信デバイスがトリガフレームを送信する順序は、ペ
ージング告知において受信デバイスが現れる順序に基づいて決定され得る。ＴＩＭの場合
、順序はＡＩＤのビット順序によって決定され得る。この構成は、送信デバイスからのペ
ージング告知に肯定応答しようとしている受信機デバイスの間での、トリガウィンドウに
おけるコンテンションを減らし得る。いくつかの場合、第１の受信機デバイスが利用不可
能である場合、それより後は第２の受信機デバイスがトリガフレームにより応答し得る、
閾値の期間があり得る。すなわち、第２の受信機デバイスは、第１の受信機デバイスがペ
ージング告知に肯定応答するのを閾値の時間の期間待機することができ、第１の受信機デ
バイスが閾値の時間の期間内に応答しない場合、第２の受信機デバイスはトリガフレーム
を送信し得る。
【０１７７】
　[0201]図１０に示される送信ウィンドウ１００２と関連付けられる１つの潜在的な利点
は、ページングウィンドウのサイズが比較的小さいことがあるということである。ページ
ング告知を送信することが可能なデバイスの数は、提供者デバイスがページング告知を送
信しない可能性により限られていることがあり、加入者デバイスが告知に肯定応答するが
、提供者デバイスは、あまりにも多くのデバイスが告知トラフィックを争う一方で提供者
デバイスのすべてからのデータ送信を収容するにはデータウィンドウが小さすぎることの
結果として、データを送出するための十分な時間を有しない。対照的に、代替的な構成で
は、送信ウィンドウ１００２の間は起動状態にとどまるがデータを送信または受信するこ
とが不可能である、いくつかの提供者デバイスがあり得る。
【０１７８】
　[0202]ある説明のための例では、５つのデバイスがページング告知を送信することがで
き、８つの受信機デバイスがその５つの送信デバイスの各々に対して特定される。しかし
ながら、データウィンドウは、４０個のデータ送信を収容するには十分大きくないことが
ある。したがって、ページングウィンドウのサイズを減らすことが有利であり得る。例示
すると、５つの送信デバイスのうちの３つが、ページング告知を８つの受信機デバイスに
送信し得る。しかしながら、２４個のＡＣＫ（すなわち、すべての８つの受信機デバイス
から３つの送信デバイスへのＡＣＫ）を受信する代わりに、受信される２０個のＡＣＫが
あり得る。この場合、データウィンドウにおいて２０個のデータ送信があり得る。すなわ
ち、トリガウィンドウ中の告知に肯定応答することが可能ではないデバイスは、低電力動
作モードに遷移することができ、これによってバッテリーの持続時間を維持する。したが
って、４０個の受信デバイスが起動状態にとどまりバッテリーの持続時間を減らすのでは
なく、２０個だけの受信デバイスが起動状態にとどまり、一方で他の２０個の受信デバイ
スはバッテリーの持続時間を維持し得る。
【０１７９】
　[0203]いくつかの実装形態では、トリガウィンドウと関連付けられる未使用の時間は、
データ送信のために再利用され得る。たとえば、コンテンションウィンドウパラメータは
、ＰＳ－ＰＯＬＬメッセージなどのＡＣＫを優先するように調整され得る一方で、アイド
ル時間がトリガウィンドウの間に検出される場合には、ＴｒＷＢ１０１２の前にデータ送
信が開始することを許容する。ある特定の実装形態では、あるコンテンションウィンドウ
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パラメータ（「ＣＷ＿Ｔｒｉｇｇｅｒ」）はトリガフレームのために使用されることがあ
り、別のコンテンションウィンドウパラメータ（たとえば、「ＦｉｘｅｄＣＷ＿ｄａｔａ
＿ｍｉｎ、ＣＷ＿ｄａｔａ」）はデータフレームのために使用されることがある。トリガ
メッセージを送信するために、デバイスは［０，ＣＷ＿Ｔｒｉｇｇｅｒ］からバックオフ
ウィンドウを選択し得る。データを送信するために、デバイスがＴｒＷＢ１０１２の前に
コンテンションを開始する場合、デバイスは［ＦｉｘｅｄＣＷ＿ｄａｔａ＿ｍｉｎ，ＣＷ
＿ｄａｔａ］からバックオフウィンドウを選択することがあり、ここでＦｉｘｅｄＣＷ＿
ｄａｔａ＿ｍｉｎはＣＷ＿Ｔｒｉｇｇｅｒより大きい。
【０１８０】
　[0204]さらに、いくつかの実装形態では、ページングウィンドウと関連付けられる未使
用の時間は、トリガメッセージ送信のために再利用され得る。たとえば、あるコンテンシ
ョンウィンドウパラメータ（たとえば、「ＣＷ＿ｐａｇｉｎｇ」）はページングフレーム
のために使用されることがあり、別のコンテンションウィンドウパラメータ（たとえば、
「ＦｉｘｅｄＣＷ＿Ｔｒｉｇｇｅｒ＿ｍｉｎ，ＣＷ＿Ｔｒｉｇｇｅｒ」）はトリガフレー
ムのために使用されることがある。ページングメッセージを送信するために、デバイスは
［０，ＣＷ＿ｐａｇｉｎｇ］からバックオフウィンドウを選択し得る。トリガメッセージ
を送信するために、デバイスがＰＷＢ１０１０の前にコンテンションを開始する場合、デ
バイスは［ＦｉｘｅｄＣＷ＿Ｔｒｉｇｇｅｒ＿ｍｉｎ，ＣＷ＿Ｔｒｉｇｇｅｒ］からバッ
クオフウィンドウを選択することがあり、ここでＦｉｘｅｄＣＷ＿Ｔｒｉｇｇｅｒ＿ｍｉ
ｎはＣＷ＿ｐａｇｉｎｇより大きい。
【０１８１】
　[0205]送信機は、送信機が利用可能であるか利用不可能であるかを事前に告知すること
があるが、受信機はそのような能力を有しないことがある。したがって、いくつかの実装
形態では、ＡＣＫが受信されるまで特定の受信機の可用性が知られていないので、複数の
受信者のためのトラフィックを有するデバイスが、ページングウィンドウの間にいくつか
の受信機のために広告することによって、超過予約または超過加入することがある。例示
すると、送信機は、データ送信時間が５つの受信機への送信を許容し得ると事前に決定す
ることがある。しかしながら、送信機は、５つの受信機の各々が利用可能であるか利用不
可能であるかを決定することは可能ではないことがある。したがって、送信機が６つ以上
の受信機（たとえば、１０個の受信機）のためのトラフィックを有する場合、送信機は受
信機の１０個すべてのためのトラフィックを告知し得る。送信機は次いで、１０個の受信
機のうちのいくつがトリガフレームにより応答するかを決定するために待機し得る。送信
機は次いで、どれだけがトリガフレームにより応答したかに応じて、受信機のうちの５つ
だけのためのトラフィックを予定し、または受信機のうちの８つのためのトラフィックを
予定し得る。（データ送信ウィンドウの既知の能力に基づいて）受信機のうちの５つだけ
のためのトラフィックを送信機が告知し、受信機のうちの３つだけがトリガフレームによ
り告知に肯定応答する場合、データウィンドウの過少利用があり得る。
【０１８２】
　[0206]いくつかの場合、ページングされるデバイスは、ＰＳ－ＰＯＬＬメッセージ、Ｑ
ｏＳヌルフレームを送信することによって、または何らかの他の機構を介して、トリガウ
ィンドウの間に応答し得る。送信機は、各トリガメッセージに肯定応答し得る。しかしな
がら、トリガメッセージの数が特定の値を超える場合、送信機は追加のトリガメッセージ
に肯定応答しないことがある。たとえば、送信機は、送信ウィンドウのサイズが、トリガ
メッセージを送信した複数のデバイスの各デバイスにデータを送信するのに不十分である
と決定することがある。送信機は、送信ウィンドウのサイズがトリガメッセージを送信し
た各デバイスにデータを送信するのに不十分であるという決定に基づいて、トリガメッセ
ージの１つまたは複数の肯定応答を送信し得る。たとえば、送信機は、トリガメッセージ
の各々の受信に肯定応答するが、データウィンドウの間にデータを送信しないことがある
。別の例では、送信機は、データウィンドウの間にデータが送信される受信機からのトリ
ガメッセージの受信に肯定応答することがあり、データウィンドウの間にデータが送信さ
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れない受信機からのトリガメッセージに肯定応答しないことがある。別の例では、送信機
は、トリガメッセージの各々の受信に肯定応答することがあり、データがデータウィンド
ウの間に特定の受信機に送信されないことを、肯定応答の一部において示し得る。例示す
ると、特定の受信機からのトリガメッセージへの肯定応答において、肯定応答のビットの
値は、データがデータウィンドウの間に特定の受信機に送信されないことを特定の受信機
に示す値に設定され得る。データがデータウィンドウの間に送信されないことを示す肯定
応答を受信したことに応答して、または、特定の時間期間内に肯定応答を受信しないこと
に応答して、受信機は低電力動作モードに遷移することができ、または、受信機は、その
送信機が受信機が待機している唯一の送信機であるかどうかに応じて、何らかの他のネッ
トワークに参加することができる。
【０１８３】
　[0207]図１１を参照すると、被ページングデバイスリスト（ＰＤＬ）を有する属性を含
むサービス発見フレーム（ＳＤＦ）１１００の例の図が示されている。ある特定の実装形
態では、ＳＤＦ１１００は、図１のページングメッセージ１２８を含むことがあり、また
はそれに対応することがある。ＳＤＦ１１００は、フレーム確認（ＦＣ）フィールド、時
間長フィールド、アドレスフィールドＡ１、Ａ２、およびＡ３、シーケンス制御（ｓｅｑ
．ｃｔｌ．）フィールド、タイムスタンプフィールド、ビーコン間隔フィールド、能力フ
ィールド、フレーム確認シーケンス（ＦＣＳ）フィールド、またはこれらの組合せなどの
、ヘッダフィールドを含み得る。いくつかの実装形態では、図１を参照して説明されたよ
うに、Ａ１フィールドは、特定の受信機アドレス値１７０を有する受信機アドレスフィー
ルドであり得る。加えて、Ａ３フィールドは、ＮＡＮクラスタＩＤを示し得る。特定の受
信機アドレス値１７０がＮＡＮクラスタＩＤである特定の実装形態では、Ａ１フィールド
およびＡ３フィールドは同じ値を有し得る。
【０１８４】
　[0208]ＳＤＦ１１００はさらに、ＮＡＮパブリックアクションフレーム１１１０を含み
得る。ＮＡＮパブリックアクションフレームとして説明されるが、他の実装形態では、Ｎ
ＡＮパブリックアクションフレーム１１１０はＮＡＮアクションフレームであり得る。加
えて、サービス発見フレームはＮＡＮ情報要素（図示されない）を含み得る。ＮＡＮパブ
リックアクションフレーム１１１０は、カテゴリフィールド、アクションフィールド、組
織的固有識別子（ＯＵＩ：organizationally unique identifier）、ＯＵＩタイプフィー
ルド、またはこれらの組合せを含み得る。ＮＡＮパブリックアクションフレーム１１１０
はまた、ＮＡＮ属性と呼ばれる１つまたは複数の属性を含み得る。
【０１８５】
　[0209]示される例では、１つまたは複数のＮＡＮ属性は、第１のＮＡＮ属性１１１２と
第２のＮＡＮ属性１１１４とを含む。２つのＮＡＮ属性が示されるが、他の実装形態では
、ＮＡＮパブリックアクションフレーム１１１０は、３つ以上のＮＡＮ属性または単一の
ＮＡＮ属性を含み得る。ある特定の実装形態では、第１のＮＡＮ属性１１１２は第１のタ
イプを有するデータに対応することがあり、第２のＮＡＮ属性１１１４は第２のタイプを
有するデータに対応することがある。他の実装形態では、ＮＡＮ属性は、サービス属性ま
たはＮＡＮデータリンク（ＮＡＮ－ＤＬ）属性などの様々なタイプの属性であり得る。
【０１８６】
　[0210]いくつかの実装形態では、第１のＮＡＮ属性１１１２、第２のＮＡＮ属性１１１
４、または両方が、ページ属性１１２０であり得る。いくつかの実装形態では、ページ属
性１１２０は、図１１に示されるフィールドの各々を含む。他の実装形態では、ページ属
性１１２０は、図１１に示されるものよりも多数または少数のフィールドを含むことがあ
り、ページ属性１１２０のフィールドは異なる構成または順序で並べられることがある。
ページ属性１１２０は、特定の識別値を含む属性ＩＤフィールド１１２２を含み得る。特
定の識別値は、属性をページ属性として特定し得る。例示すると、ＳＤＦ１１００などの
メッセージは、複数の属性タイプから選択される属性を含み得る。属性ＩＤフィールド１
１２２に対する特定の識別値を有する属性は、ページ属性として特定され得る。
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【０１８７】
　[0211]ページ属性１１２０は、ページ属性１１２０の長さを特定する値を含む長さフィ
ールド１１２４を含み得る。ページ属性１１２０はまた、データリンクグループを特定す
る値を含むデータリンクグループＩＤフィールド１１２６を含み得る。ある特定の実装形
態では、特定の受信機アドレス値１７０は、データリンクグループＩＤフィールド１１２
６の値であり得る。データリンクグループＩＤフィールド１１２６は、ＮＤＬ識別子とも
呼ばれ得る。
【０１８８】
　[0212]ページ属性１１２０はさらに、ページ制御フィールド１１２８と被ページングデ
バイスリスト（ＰＤＬ）のシーケンス１１３０とを含む。ページ制御フィールド１１２８
は、ページ属性１１２０に関する情報を示す。ページ制御フィールド１１２８の最初のビ
ット１１４０は、ＰＤＬのシーケンス１１３０に対応するデータがマルチキャストデータ
であるかユニキャストデータであるかを示し得る。ページ制御フィールド１１２８のビッ
トのセット１１４２は、ＰＤＬのシーケンス１１３０の中のＰＤＬの数を示し得る。ペー
ジ制御フィールド１１２８の追加のビット１１４４は予備であり得る。他の実装形態では
、ページ制御フィールド１１２８の中のビットは異なるように分割され得る。
【０１８９】
　[0213]ＰＤＬのシーケンス１１３０はＰＤＬ１１５０を含み得る。いくつかの実装形態
では、ＰＤＬのシーケンス１１３０は複数のＰＤＬを含み得る。ＰＤＬ１１５０は、ＰＤ
Ｌ制御フィールド１１５２とデバイスのリスト１１５４とを含み得る。ＰＤＬ制御フィー
ルド１１５２は、ビットの第１のセット１１６０と、ビットの第２のセット１１６２と、
ビットの第３のセット１１６４と、ビットの第４のセット１１６６とを含み得る。ビット
の第１のセット１１６０は、ＰＤＬ１１５０の長さ（またはデバイスのリスト１１５４の
長さ）を示し得る。ビットの第２のセット１１６２は、デバイスのリスト１１５４に含ま
れるデバイスへの送信を予定されているデータのタイプを示し得る。たとえば、ビットの
第２のセット１１６２は、音声トラフィック、パケットデータトラフィック、ビデオトラ
フィック、または他のタイプのトラフィックを示し得る。いくつかの実装形態では、ビッ
トの第２のセット１１６２は、データに対応するサービス品質（ＱｏＳ）カテゴリを示す
。ビットの第３のセット１１６４は、ＰＤＬ１１５０のタイプ（たとえば、デバイスのリ
スト１１５４のタイプ）を示し得る。たとえば、ビットの第３のセット１１６４は、デバ
イスのリスト１１５４がＴＩＭによって示されるか、ブルームフィルタによって示される
か、またはＭＡＣアドレスのリストによって示されるかを示し得る。ビットの第４のセッ
ト１１６６は、本明細書でさらに説明されるように、デバイスのリスト１１５４に関する
情報を示し得る。
【０１９０】
　[0214]ビットの第３のセット１１６４によって提供される指示を例示すると、ビットの
第３のセット１１６４が００という値を有する場合、デバイスのリスト１１５４はＭＡＣ
アドレスのリストによって示される。ビットの第３のセット１１６４が０１という値を有
する場合、デバイスのリスト１１５４はブルームフィルタによって示される。ビットの第
３のセット１１６４が１０という値を有する場合、デバイスのリスト１１５４はＴＩＭに
よって示される。ビットの第３のセット１１６４の値１０１～１１１は予備であり得る。
ビットの第４のセット１１６６は、ビットの第３のセット１１６４の値に基づいて異なる
情報を示し得る。例示すると、ビットの第３のセット１１６４が００という値を有する場
合、ビットの第４のセット１１６４は、デバイスのリスト１１５４が各ＭＡＣアドレスの
うちの６オクテット（ＭＡＣアドレス全体）を含むか、１オクテットを含むか、２オクテ
ットを含むか、または４オクテットを含むかを示す。ビットの第３のセット１１６４が値
０１を有する場合、ビットの第４のセット１１６６はブルームフィルタのブルームフィル
タインデックスを示す。ビットの第３のセット１１６４が値１０を有する場合、ビットの
第４のセット１１６６はＴＩＭに対応するオフセットを示すビットマップ制御フィールド
である。ビットの第３のセット１１６４およびビットの第４のセット１１６６の具体的な
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値が説明されたが、説明は限定するものではない。他の実装形態では、上で説明された指
示は、ビットの第３のセット１１６４およびビットの第４のセット１１６６の異なる値に
対応することがあり、またはビットのセットは他の情報を示すことがある。
【０１９１】
　[0215]デバイスのリスト１１５４は、可変のサイズを有することがあり、ＳＤＦ１１０
０を送信しているデバイスからトラフィックを受信することが予定されているデバイスの
サブセットを示すことがある。デバイスのリスト１１５４は、ＴＩＭ、ブルームフィルタ
、またはＭＡＣアドレスのリストによって示され得る。デバイスのリスト１１５４は、図
１を参照して説明されたデバイスのサブセットの各デバイスを特定し得る。
【０１９２】
　[0216]したがって図１１は、ＳＤＦ１１００などの、トラフィックを受信することが予
定されているデバイスのリストを示すための、フレームに含まれ得る特定の属性を示す。
２つ以上のタイプのトラフィックが送信を予定されている場合、ページ属性１１２０は複
数のＰＤＬを含むことがあり、複数のＰＤＬの各ＰＤＬは異なるタイプのトラフィックに
対応することがある。したがって、異なるタイプのトラフィックは、１つの属性または複
数の属性を使用した異なるデバイスへの送信を予定され得る。
【０１９３】
　[0217]図１２を参照すると、ＰＤＬを含む第２の説明のためのページ属性１２００およ
びＰＤＬを含む説明のためのトラフィック告知属性１２３０の図が示されている。ページ
属性１２００およびトラフィック告知属性１２３０は特定のフィールドを含むものとして
図１２において示されているが、例示は限定するものではない。他の実装形態では、ペー
ジ属性１２００またはトラフィック告知属性１２３０のフレームは異なる順序で構成され
ることがあり、ならびに／または、ページ属性１２００およびトラフィック告知属性１２
３０は図１２に示されるものよりも少数もしくは多数のフレームを含むことがある。
【０１９４】
　[0218]ページ属性１２００およびトラフィック告知属性１２３０は、図１のページング
メッセージ１２８などのページングメッセージにおいて使用するためのＰＤＬ（または異
なるトラフィックインジケータ）を含み得る、属性の他の実装形態を表す。いくつかの実
装形態では、第１のＮＡＮ属性１１１２、第２のＮＡＮ属性１１１４、または両方が、図
１１のページ属性１１２０の代わりに、ページ属性１２００とトラフィック告知属性１２
３０のいずれかを含み得る。
【０１９５】
　[0219]ページ属性１２００は、属性ＩＤフィールド１２０２を含み得る。ページ属性１
２００は、ページ属性１２００の長さを特定する値を含む長さフィールド１２０４を含み
得る。ページ属性１２００はまた、データリンクグループを特定する値を含むデータリン
クグループＩＤフィールド１２０６を含み得る。ある特定の実装形態では、メッセージを
ページングメッセージとして特定する特定の受信機アドレス値は、データリンクグループ
ＩＤフィールド１２０６の値であり得る。データリンクグループＩＤフィールド１２０６
は、ＮＡＮデータリンク（ＮＤＬ）識別子とも呼ばれ得る。
【０１９６】
　[0220]ページ属性１２００はさらに、ページ制御フィールド１２０８とＰＤＬ１２１０
とを含む。ページ属性１２００は任意選択で、トラフィックタイプインジケータ１２１２
を含む。ページ制御フィールド１２０８は、ページ属性１２００に関する情報を示す。本
明細書でさらに説明されるように、ページ制御フィールド１２０８のビットの第１のセッ
ト１２２０は、被ページングデバイスリスト１２１０のリストのタイプ（たとえば、トラ
フィックインジケータのタイプ）を示し得る。ある特定の実装形態では、ビットの第１の
セット１２２０は３ビットを含む。ページ制御フィールド１２０８のビットの第２のセッ
ト１２２２は、トラフィックタイプインジケータ１２１２がページ属性１２００に含まれ
るかどうかを示し得る。ページ制御フィールド１２０８のビットの第３のセット１２２４
は予備であり得る。他の実装形態では、ページ制御フィールド１２０８の中のビットは異
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なるように分割され得る。
【０１９７】
　[0221]ビットの第１のセット１２２０によって提供される指示を例示すると、ビットの
第１のセット１２２０が第１の特定の値を有する場合、ページ属性１２００を含むメッセ
ージを送信するデバイスによる送信を予定されているデータは、マルチキャストデータで
ある。ある特定の実装形態では、データがマルチキャストデータである場合、ＰＤＬ１２
１０はページ属性１２００に含まれないことがある。この場合、ページ属性１２００を含
むメッセージを受信する各デバイスは、ページ制御フィールド１２０８のビットの第１の
セット１２２０が第１の特定の値を有することを検出したことに基づいて、アクティブ動
作モードにとどまり得る。ビットの第１のセット１２２０が第２の特定の値を有する場合
、データはユニキャストデータであることがあり、ＰＤＬ１２１０はＴＩＭによって示さ
れることがある。ビットの第１のセット１２２０が第３の特定の値を有する場合、データ
はユニキャストデータであることがあり、ＰＤＬ１２１０はブルームフィルタによって示
されることがある。ビットの第１のセット１２２０が第４の特定の値を有する場合、デー
タはユニキャストデータであることがあり、ＰＤＬ１２１０はＭＡＣアドレスのリストに
よって示されることがある。ビットの第１のセット１２２０が第５の特定の値を有する場
合、ビットの第１のセット１２２０は、新たな共通グループ鍵（ＣＧＫ）がデータリンク
グループのデバイスによって生成されたことを示す。この場合、ＰＤＬ１２１０は、ＣＧ
Ｋを生成したデバイスのＭＡＣアドレス（または他の識別子）を含み、トラフィックタイ
プインジケータ１２１２がページ属性１２００に含まれる場合、トラフィックタイプイン
ジケータ１２１２は最高の優先度のトラフィックタイプを示す。たとえば、トラフィック
タイプインジケータ１２１２は、トラフィックに対応する最高のＱｏＳカテゴリを示し得
る。
【０１９８】
　[0222]ＰＤＬ１２１０は、可変のサイズを有することがあり、特定のデバイスからトラ
フィックを受信することが予定されているデバイスのサブセットを示すことがある。ＰＤ
Ｌ１２１０は、ＴＩＭ、ブルームフィルタ、またはＭＡＣアドレスのリストによって示さ
れ得る。ＰＤＬ１２１０は、図１を参照して説明されたデバイスのサブセットの各デバイ
スを特定し得る。
【０１９９】
　[0223]トラフィック告知属性１２３０は、属性ＩＤフィールド１２３２を含み得る。ト
ラフィック告知属性１２３０は、トラフィック告知属性１２３０の長さを特定する値を含
む長さフィールド１２３４を含み得る。トラフィック告知属性１２３０はまた、データリ
ンクグループを特定する値を含むデータリンクグループＩＤフィールド１２３６を含み得
る。ある特定の実装形態では、メッセージをページングメッセージとして特定する特定の
受信機アドレス値は、データリンクグループＩＤフィールド１２３６の値であり得る。デ
ータリンクグループＩＤフィールド１２３６は、ＮＤＬ識別子とも呼ばれ得る。
【０２００】
　[0224]トラフィック告知属性１２３０はさらに、ＰＤＬ１２３８を含む。ＰＤＬ１２３
８は、タイプ長さ値（ＴＬＶ：type length value）フィールドによって表され得る。Ｔ
ＬＶフィールドのタイプフィールドは、ＴＩＭ、ブルームフィルタ、またはＭＡＣアドレ
スのリストなどの、ＰＤＬ１２３８のタイプを示し得る。ＴＬＶフィールドの長さフィー
ルドは、ＴＬＶフィールドの値フィールドの長さを示し得る。値フィールドはデバイスの
リストを含む。いくつかの実装形態では、トラフィック告知属性１２３０はまた、ＰＤＬ
１２３８のデバイスへの送信を予定されるトラフィックのタイプを示すトラフィックタイ
プインジケータを含む。
【０２０１】
　[0225]したがって、図１２は、ＳＤＦまたは管理フレームなどの、トラフィックを受信
することが予定されているデバイスのリストを示すための、フレームに含まれ得る２つの
属性を示す。２つ以上のタイプのトラフィックが送信を予定されている場合、フレームは
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複数の属性を含むことがあり、複数の属性の各属性は異なるタイプのトラフィックに対応
する。たとえば、フレームは、複数のページ属性１２００または複数のトラフィック告知
属性１２３０を含み得る。フレームを受信するデバイスは、トラフィックが送信を予定さ
れているかどうかということと、予定されているトラフィックのタイプとを決定するため
に、複数の属性を処理し得る。
【０２０２】
　[0226]図１３を参照すると、動作の方法の特定の実装形態が示されており、全体的に１
３００と指定されている。ある特定の実装形態では、方法１３００は、図１のシステム１
００のデバイス１０４、１０６、１０８、および１１０のうちの少なくとも１つの提供者
論理１３０によって実行され得る。
【０２０３】
　[0227]１３０２において、方法１３００は、第１のデバイスにおいて、ＮＡＮの通信の
接続設定段階の間に（またはＮＡＮ発見ウィンドウの間に）、第２のデバイスから可用性
情報を受信することを含む。接続設定段階は、デバイス能力情報の交換を含む。たとえば
、図１を参照すると、第１のデバイス１０４（たとえば、提供者デバイス）は、能力情報
１１４の交換を含むＮＡＮ１０２の通信の関連付け段階の間に、第２のデバイス１０６（
たとえば、加入者デバイス）から可用性情報１１６を受信し得る。いくつかの実装形態で
は、接続設定段階は関連付け段階を含む。他の実装形態では、接続設定段階はネゴシエー
ション段階を含む。ある特定の実装形態では、第２のデバイス１０６は関連付け段階の間
にデータリンクグループに参加し、データリンクグループは第１のデバイス１０４と１つ
または複数の他のデバイスとを含む。
【０２０４】
　[0228]１３０４において、方法１３００は、ページングウィンドウの間にトラフィック
インジケータを含むページングメッセージを送信することを含む。トラフィックインジケ
ータは、データを受信することが予定されているものとして第２のデバイスを特定する。
たとえば、図１を参照すると、第１のデバイス１０４は、ページングウィンドウの間に、
ページングメッセージ１２８を第２のデバイス１０６に送信し得る。ページングメッセー
ジ１２８は、データを受信することが予定されているものとして第２のデバイス１０６を
特定する、トラフィックインジケータを含み得る。非限定的な例として、トラフィックイ
ンジケータは、トラフィック指示マップ（ＴＩＭ）、ブルームフィルタ、媒体アクセス制
御（ＭＡＣ）アドレスのリスト、部分ＭＡＣアドレスのリスト、またはＭＡＣアドレスの
ハッシュのリストを含み得る。
【０２０５】
　[0229]１３０６において、方法１３００は、可用性情報に基づいて、送信ウィンドウの
間にデータを第２のデバイスの送信する前に第２のデバイスの可用性を決定するためのメ
ッセージ交換を実行すべきかどうかを決定することを含む。たとえば、図１を参照すると
、第１のデバイス１０４は、関連付け段階の間に第２のデバイス１０６から受信された可
用性情報１１６に基づいて、送信ウィンドウの間にデータ１２２を第２のデバイスに送信
する前に第２のデバイス１０６からトリガフレーム１８２を受信するのを待機すべきかど
うかを決定し得る。別の例として、図１を参照すると、第１のデバイス１０４は、可用性
情報１１６に基づいて、ＰＳ－ＰＯＬＬメッセージ、サービス品質（ＱｏＳ）ヌルメッセ
ージ（またはサービス品質（ＱｏＳ）ヌルフレーム）、ＡＴＩＭメッセージ、アクション
フレーム、または別のユニキャストメッセージを送信することによって、第２のデバイス
の可用性を決定すべきかどうかを決定し得る。いくつかの実装形態では、データ１２２は
データウィンドウの間に送信され得る。他の実装形態では、データ１２２は、ページング
ウィンドウの間またはトリガウィンドウの間などの、データウィンドウの開始の前に送信
され得る。
【０２０６】
　[0230]図１３に示される特定の実装形態では、方法１３００は、１３０８において、第
２のデバイスがＮＡＮのデータリンクグループの送信ウィンドウの間に利用可能であるこ
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とを可用性情報（ＮＡＮの関連付け段階の間に受信される）が示すと決定したことに応答
して、第２のデバイスの可用性を決定するためのメッセージ交換を実行することなく、送
信ウィンドウの間に第１のデバイスから第２のデバイスにデータを送信することを含む。
たとえば、図１を参照すると、可用性情報１１６は、第２のデバイス１０６がＮＡＮ１０
２のデータウィンドウの間の通信に利用可能となることに専用である（たとえば、「常時
」利用可能である）という指示を第１のデバイス１０４に提供することができ、第１のデ
バイス１０４は、データ１２２を（送信ウィンドウの間に）第２のデバイス１０６に送信
する前に、ポーリング機構またはトリガ機構などを介して第２のデバイス１０６の可用性
を決定するためのメッセージ交換を実行するのを控え得る。
【０２０７】
　[0231]図１３はさらに、可用性情報が送信ウィンドウの間の第２のデバイスの可用性を
示さないと決定したことに応答して、方法１３００が１３１０において、データを送信す
る前に、第２のデバイスが利用可能であると決定するためのメッセージ交換を実行するこ
とを含み得ることを示す。たとえば、図１を参照すると、可用性情報１１６は、第２のデ
バイス１０６がＮＡＮ１０２のデータリンクグループの送信ウィンドウの間の通信に利用
可能であることに専用ではない（たとえば、「常時」利用可能ではない）ことの指示、ま
たは、第２のデバイス１０６がポーリングされることと送信ウィンドウの間にデータ１２
２を受信することに対する可用性の指示によって応答することとを「好む」ことの指示を
、第１のデバイス１０４に提供し得る。この場合、第１のデバイス１０４は、第２のデバ
イス１０６にポーリングすることができ、データ１２２を送信する前に第２のデバイス１
０６からの応答を待機することができる。別の例として、第２のデバイス１０６は、送信
ウィンドウの間にデータ１２２を受信することに対する可用性の指示を提供するために、
第２のデバイス１０６がトリガフレームを送信することを「好む」ことの指示を提供し得
る。
【０２０８】
　[0232]ある特定の実装形態では、可用性情報は、単一のビットを有する特定のフィール
ドを含むことがあり、特定のフィールドの値は、第２のデバイスがＮＡＮのデータリンク
グループのデータウィンドウの間に利用可能であるかどうかを示す。たとえば、図１の指
示１６２は、指示１６２の中の特定のビットのビット値を介して、専用の可用性（または
不可用性）を特定し得る。加えて、または代替的に、可用性情報は、複数のビットを有す
る特定のビットフィールドを含むことがあり、特定のビットフィールドの値は、第１のデ
バイスを含むデータリンクグループに対応する各データウィンドウの間に第２のデバイス
が利用可能であるかどうかを示す。たとえば、図１の可用性情報１１６は、複数のビット
を含み、「常時」利用可能ステータス、「ポーリングされることを好む」ステータス、ま
たは「トリガフレームを送信することを好む」ステータスに対応する指示を提供する、フ
ィールドであり得る。
【０２０９】
　[0233]したがって、図１３は、ＮＡＮの送信ウィンドウの間のメッセージトラフィック
が、ＮＡＮの通信の関連付け段階の間に提供される可用性情報に基づいて減らされ得るこ
とを示す。図１３において、提供者デバイスは、加入者デバイスがＮＡＮのデータリンク
グループのデータウィンドウの間に利用可能であることの指示を加入者デバイスが提供し
ている場合、加入者デバイスの可用性を決定するためのメッセージ交換を実行するのを控
えることができ、ポーリングメッセージまたはトリガフレームと関連付けられるトラフィ
ックなどの、メッセージトラフィックの削減をもたらす。代わりに、提供者デバイスは、
加入者デバイスをデータの受信者として特定するトラフィックインジケータを含むページ
ングメッセージを（ページングウィンドウの間に）送信することができ、データを送信す
る前に（データウィンドウの間に）第２のデバイスの可用性を決定するためのメッセージ
交換を実行するのを控えることができる。
【０２１０】
　[0234]図１４を参照すると、動作の方法の特定の態様が示されており、全体的に１４０
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０と指定されている。ある特定の実装形態では、方法１４００は、図１のシステム１００
のデバイス１０４、１０６、１０８、および１１０のうちの少なくとも１つの加入者論理
１３４によって実行され得る。
【０２１１】
　[0235]１４０２において、方法１４００は、ＮＡＮの通信の接続設定段階の間に（また
はＮＡＮ発見ウィンドウの間に）、第１のデバイスから第２のデバイスに可用性情報を送
信することを含む。接続設定段階はデバイス能力情報の交換を含み、可用性情報はＮＡＮ
のデータリンクグループの送信ウィンドウの間の第１のデバイスの可用性を示す。たとえ
ば、図１を参照すると、第２のデバイス１０６（たとえば、加入者デバイス）は、能力情
報１１４の交換を含むＮＡＮ１０２の通信の関連付け段階の間に、第１のデバイス１０４
（たとえば、提供者デバイス）に可用性情報１１６を送信し得る。いくつかの実装形態で
は、接続設定段階は関連付け段階を含む。他の実装形態では、接続設定段階はネゴシエー
ション段階を含む。
【０２１２】
　[0236]１４０４において、方法１４００は、第１のデバイスにおいて、ページングウィ
ンドウの間に第２のデバイスからページングメッセージを受信することを含む。ページン
グメッセージは、データを受信することが予定されているものとして第１のデバイスを特
定する、トラフィックインジケータを含む。たとえば、図１を参照すると、第２のデバイ
ス１０６は、ページングウィンドウの間に、ページングメッセージ１２８を第１のデバイ
ス１０４から受信し得る。ページングメッセージ１２８は、データを受信することが予定
されているものとして第２のデバイス１０６を特定する、トラフィックインジケータを含
み得る。非限定的な例として、トラフィックインジケータは、トラフィック指示マップ（
ＴＩＭ）、ブルームフィルタ、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）アドレスのリストを含み得る
。
【０２１３】
　[0237]図１４はさらに、第１のデバイスがデータリンクグループの送信ウィンドウの間
に利用可能であることを可用性情報が示すと決定したことに応答して、方法１４００が１
４０６において、第２のデバイスに可用性の指示を提供するためのメッセージ交換を実行
するのを控えることを含み得ることを示す。たとえば、図１を参照すると、第２のデバイ
ス１０６がＮＡＮのデータリンクグループの送信ウィンドウの間に利用可能であることを
第２のデバイス１０６の可用性情報１１６が示すと決定したことに応答して、第２のデバ
イス１０６は、可用性の指示（たとえば、第１のデバイス１０４からのポーリングメッセ
ージまたはトリガフレームへの応答）を第１のデバイス１０４に送信するのを控え得る。
第１のデバイスが送信ウィンドウの間に利用可能であることを可用性情報が示さないと決
定したことに応答して、方法１４００は１４０８において、第２のデバイスに可用性の指
示を提供するためのメッセージ交換を実行することを含み得る。たとえば、図１を参照す
ると、送信ウィンドウの間の第２のデバイス１０６の可用性を第２のデバイス１０６の可
用性情報１１６が示さない場合、第２のデバイス１０６は第１のデバイス１０４に可用性
の指示を送信し得る。
【０２１４】
　[0238]図１４に示される特定の実装形態では、１４１０において、方法１４００はさら
に、第１のデバイスにおいて、送信ウィンドウの間に第２のデバイスからデータを受信す
ることを含み得る。たとえば、図１を参照すると、第２のデバイス１０６がデータリンク
グループのデータウィンドウの間に利用可能であることを第２のデバイス１０６の可用性
情報１１６が示すと決定したことに応答して、第２のデバイス１０６は、第２のデバイス
１０６に可用性の指示を提供するためのメッセージ交換を実行することなく、送信ウィン
ドウの間に第１のデバイス１０４からデータを受信し得る。いくつかの実装形態では、第
２のデバイス１０６は、データウィンドウの間に第１のデバイス１０４からデータを受信
し得る。他の実装形態では、第２のデバイス１０６は、ページングウィンドウの間または
トリガウィンドウの間などの、データウィンドウの開始の前に第１のデバイス１０４から
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データを受信し得る。
【０２１５】
　[0239]ある特定の実装形態では、方法１４００はさらに、接続設定段階の間に第２のデ
バイスとの関連付けを実行することを含み得る。たとえば、図１を参照すると、第２のデ
バイス１０６は、能力情報１１４の交換を含むＮＡＮ１０２の通信の関連付け段階の間に
、データリンクグループに参加し得る。加えて、または代替的に、可用性情報は特定のフ
ィールド値または特定のビット値を含むことがあり、特定のフィールドの値または特定の
ビット値は、第２のデバイスが送信ウィンドウの間に利用可能であるかどうかを示すこと
がある。たとえば、図１の指示１６２は、指示１６２の中の特定のフィールドまたは特定
のビットのビット値を介して、可用性（または不可用性）を特定し得る。加えて、または
代替的に、可用性情報は、複数のビットを有する特定のビットフィールドを含むことがあ
り、特定のビットフィールドの値は、第１のデバイスを含むデータリンクグループの各デ
ータウィンドウの間に利用可能なウェザー第２のデバイスを示す。たとえば、図１の可用
性情報１１６は、複数のビットを含み、「常時」利用可能ステータス、「ポーリングされ
ることを好む」ステータス、または「トリガフレームを送信することを好む」ステータス
に対応する指示を提供する、フィールドであり得る。
【０２１６】
　[0240]したがって、図１４は、ＮＡＮの送信ウィンドウの間のメッセージトラフィック
が、ＮＡＮの通信の関連付け段階の間に提供される可用性情報に基づいて減らされ得るこ
とを示す。図１４において、加入者デバイスは、関連付け段階の間の可用性の指示を提供
し得る。提供者デバイスは、データの受信者として加入者デバイスを特定するトラフィッ
クインジケータを含むページングメッセージを（ページングウィンドウの間に）送信する
ことができ、加入者デバイスは、データウィンドウの間にデータを受信することに対する
加入者デバイスの可用性の指示を提供するためのメッセージ交換を実行するのを控えるこ
とができ、ポーリングメッセージまたはトリガフレームへの応答と関連付けられるトラフ
ィックなどのメッセージトラフィックの削減をもたらす。
【０２１７】
　[0241]図１５を参照すると、動作の方法の特定の態様が示されており、全体的に１５０
０と指定されている。ある特定の実装形態では、方法１５００は、図１のシステム１００
のデバイス１０４、１０６、１０８、および１１０のうちの少なくとも１つの提供者論理
１３０によって実行され得る。
【０２１８】
　[0242]１５０２において、方法１５００は、第１のデバイスにおいて、近隣認識ネット
ワーク（ＮＡＮ）のデータリンクグループのデバイスがアクティブ動作モードで動作する
ように構成される特定の時間期間の間に第１のデバイスが利用可能であるかどうかの指示
を含むメッセージを生成することを含む。たとえば、図１を参照すると、第１のデバイス
１０４の提供者論理１３０はページングメッセージ１２８またはサービス広告１２０を生
成することができ、ページングメッセージ１２８またはサービス広告１２０は第１のデバ
イス１０４が特定の時間期間の間利用可能であることを示すことができる。
【０２１９】
　[0243]方法１５００はさらに、１５０４において、第１のデバイスからデータリンクグ
ループの１つまたは複数のデバイスにメッセージを送信することを含む。たとえば、図１
を参照すると、第１のデバイス１０４はページングメッセージ１２８を第２のデバイス１
０６に送信することができ、または、第１のデバイス１０４はサービス広告１２０を第２
のデバイス１０６および第３のデバイス１０８に送信することができる。
【０２２０】
　[0244]ある特定の実装形態では、メッセージはサービス広告を含み、メッセージはＮＡ
Ｎの発見ウィンドウの間に送信され、特定の時間期間は、ＮＡＮの発見ウィンドウのペア
の間の１つまたは複数の時間の期間を含む。ＮＡＮのデバイスは、発見ウィンドウの間ア
クティブ動作モードで動作するように構成されることがあり、ＮＡＮのデバイスは、デー
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タリンクグループのデバイスを含むことがある。例示すると、第１のデバイス１０４は、
ＮＡＮ１０２の発見ウィンドウの間にサービス広告１２０を第２のデバイス１０６および
第３のデバイス１０８に送信することがあり、特定の時間期間は２つの連続する発見ウィ
ンドウ間の時間期間を含むことがある。代替的に、メッセージはページングメッセージを
含み、メッセージはデータリンクグループのページングウィンドウの間に送信され、特定
の時間期間はページングウィンドウのペアの間の１つまたは複数のデータウィンドウを含
む。データリンクグループのデバイスは、ページングウィンドウの間にアクティブ動作モ
ードでオペレーティングように構成され得る。例示すると、第１のデバイス１０４は、Ｎ
ＡＮ１０２のデータリンクグループに対応するページングウィンドウの間にページングメ
ッセージ１２８を第２のデバイス１０６に送信することがあり、特定の時間期間は、ペー
ジングウィンドウと次のページングウィンドウとの間のデータウィンドウを含むことがあ
る。
【０２２１】
　[0245]いくつかの実装形態では、特定の時間期間の少なくとも一部分は、複数の論理チ
ャネルによって特定される。複数の論理チャネルの各々は、通信チャネルおよび少なくと
も１つの時間期間に対応し得る。たとえば、サービス広告１２０は論理チャネル１５０を
示すことがあり、またはページングメッセージ１２８は次のＮ個の論理チャネル１６４を
示すことがある。これらの例では、複数の論理チャネルは、次のＮ個の論理チャネルなど
のいくつかの論理チャネルによって表され得る。各論理チャネルは、特定の時間期間およ
び通信チャネルの一部分に対応し得る（またはそれを表し得る）。一例として、第１の論
理チャネルは第１の時間期間および第１の通信チャネルに対応することがあり、第２の論
理チャネルは第２の時間期間および第１の通信チャネルに対応し、第３の論理チャネルは
第３の時間期間および第２の論理チャネルに対応する。加えて、ページングメッセージは
、第１の論理チャネルに対応する送信ウィンドウのページングウィンドウ部分の間に、第
１のデバイスから１つまたは複数のデバイスに送信され得る。いくつかの実装形態では、
送信ウィンドウ（たとえば、ページングウィンドウの最初とデータウィンドウの最後との
間の時間）は、ＮＡＮデータリンク時間ブロック（ＮＤＬ－ＴＢ）とも呼ばれる。少なく
とも１つの実装形態では、第１の論理チャネルは基本通信チャネルに対応する。別の特定
の実装形態では、第１の論理チャネルは、論理チャネルのインデックスによって参照され
る複数の補助通信チャネルのうちの補助通信チャネルに対応し得る。加えて、複数の論理
チャネルは通信チャネルを表すことがあり、通信チャネルの指示は論理チャネルのインデ
ックスにおいて補助通信チャネルの指示に後続することがある。ある特定の実装形態では
、メッセージが第１の値を有するビットの特定のセットを含む場合、この指示は不可用性
を特定し、ビットの特定のセットが第１の値と異なる第２の値を有する場合、この指示は
可用性を特定する。たとえば、指示１６２は、第１のデバイス１０４が利用可能であるか
利用不可能であるかを示す値を有するフィールドまたは特定のビットを含み得る。論理チ
ャネルに関連する可用性を示すメッセージを送信することの追加の詳細が、図１６を参照
して説明されている。
【０２２２】
　[0246]図１６を参照すると、動作の方法の特定の態様が示されており、全体的に１６０
０と指定されている。ある特定の実装形態では、方法１６００は、図１のシステム１００
のデバイス１０４、１０６、１０８、および１１０のうちの少なくとも１つの提供者論理
１３０によって実行され得る。いくつかの場合、特定のデバイスがデータウィンドウの間
の通信に「常時」利用可能ではないことを、ＮＡＮ１０２の通信の関連付け段階の間に特
定のデバイスから受信される可用性情報１１６が示す場合に、方法１６００は実行され得
る。
【０２２３】
　[0247]１６０２において、方法１６００は、提供者デバイスにおいて、次のＮ個の論理
チャネルに対する不可用性の指示を含むページングメッセージを生成することを含む。た
とえば、図１を参照すると、第１のデバイス１０４の提供者論理１３０はページングメッ
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セージ１２８を生成することができ、ページングメッセージ１２８に含まれる指示１６２
は次のＮ個の論理チャネル１６４に対する第１のデバイス１０４の不可用性の指示を表す
。すなわち、図２に関してさらに説明されるように、図１に示されるページングメッセー
ジ１２８は、第１の論理チャネルを介してページング（トラフィック）告知を表すことが
あり、不可用性の指示１６２は、特定のデータリンクグループのための論理チャネルのイ
ンデックスにおいて第１の論理チャネルに後続する他の論理チャネルを表し得る。
【０２２４】
　[0248]説明のための非限定的な例として、第１の論理チャネルはインデックス中の第１
の論理チャネルを表すことがあり、指示１６２は第１のデバイス１０４が次の４つの論理
チャネルに対して利用不可能であることを指定し得る（すなわち、Ｎ＝４）。この例では
、第１のデバイス１０４は、インデックス中の第１の論理チャネルからインデックス中の
第５の論理チャネルまで利用不可能であり得る。ある特定の実装形態では、指示１６２は
、指示１６２の中の特定のビットのビット値（たとえば、０）を介して不可用性を特定し
得る。たとえば、第１のデバイス１０４が次のＮ個の論理チャネル１６４に対して利用不
可能であることを示すために、指示は［０，Ｎ］を含むことがあり、ここでＮは整数値（
たとえば、次の４つの論理チャネルに対する不可用性の場合は４）であり、特定のビット
は第１のビット値（たとえば、０）を有する。しかしながら、不可用性を特定する代替的
な方法が使用され得ることを理解されたい。
【０２２５】
　[0249]方法１６００はまた、１６０２において、提供者デバイスから近隣認識ネットワ
ーク（ＮＡＮ）のデータリンクグループの１つまたは複数の加入者デバイスにページング
メッセージを送信することを含む。たとえば、図１を参照すると、第１のデバイス１０４
は、ページングメッセージ１２８を少なくとも第２のデバイス１０６に送信し得る。すな
わち、第１のデバイス１０４はサービスを提供するサービス提供者として動作することが
あり、第２のデバイス１０６はサービスに加入する加入者デバイスとして動作することが
ある。いくつかの場合、不可用性の指示１６２を受信したことに応答して、第２のデバイ
ス１０６の加入者論理１３４は、特定のデータリンクグループの論理チャネル１５０の次
のＮ個の論理チャネル１６４を監視するのを控え得る。別の実装形態では、第２のデバイ
ス１０６は、別のデータリンクグループと関連付けられる１つまたは複数の動作を実行し
得る。
【０２２６】
　[0250]図１７を参照すると、動作の方法の特定の態様が示されており、全体的に１７０
０と指定されている。ある特定の実装形態では、方法１７００は、図１のシステム１００
のデバイス１０４、１０６、１０８、および１１０のうちの少なくとも１つの提供者論理
１３０によって実行され得る。
【０２２７】
　[0251]方法１７００は、１７０２において、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）のデータ
リンクグループの第２のデバイスにおいて、データリンクグループのデバイスがアクティ
ブ動作モードで動作するように構成される特定の時間期間の間に特定のサービスに対応す
る第１のデバイスが利用可能であるかどうかの指示を含むメッセージを受信することを含
む。たとえば、図１を参照すると、第２のデバイス１０６は、第１のデバイス１０４から
ページングメッセージ１２８またはサービス広告１２０を受信し得る。ページングメッセ
ージ１２８またはサービス広告１２０は、第１のデバイス１０４が特定の時間期間の間に
利用可能であるかどうかの指示を含み得る。この特定の時間期間は、データリンクグルー
プまたはＮＡＮのデバイスに知られている、またはそれらによって検出可能である時間期
間であり得る。一例として、特定の時間期間は特定の論理チャネルによって表されること
があり、この特定の論理チャネルは特定の通信チャネルと特定の時間期間とを特定する。
【０２２８】
　[0252]方法１７００はさらに、１７０４において、第１のデバイスがその特定の時間期
間の間に利用不可能であると決定したことに応答して、その特定の時間期間に対応する１
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つまたは複数の送信ウィンドウの間に低電力動作モードに遷移することを含む。たとえば
、図１を参照すると、第２のデバイス１０６は、第１のデバイス１０４が特定の時間期間
の間に利用不可能であることをページングメッセージ１２８またはサービス広告１２０が
示すと決定したことに応答して、特定の時間期間に対応する１つまたは複数のウィンドウ
の間に低電力動作モードに遷移し得る。
【０２２９】
　[0253]ある特定の実装形態では、方法１７００は、第２のデバイスが他のデバイスとピ
ア接続される場合、低電力動作モードに遷移する前に特定の時間期間の間に他のデバイス
が利用不可能であると決定することを含む。たとえば、第２のデバイス１０６が第４のデ
バイス１１０などの別のデバイスとピア接続される場合、第２のデバイス１０６は、低電
力動作モードに遷移する前に第４のデバイス１１０も利用不可能であるかどうかを決定し
得る。第２のデバイス１０６は、関連付け動作またはネゴシエーション動作などの接続設
定動作を実行することによって、第４のデバイス１１０とピア接続され得る。
【０２３０】
　[0254]ある特定の実装形態では、メッセージはサービス広告を含み、特定の時間期間は
ＮＡＮの発見ウィンドウに対応する。ＮＡＮのデバイスは、発見ウィンドウの間アクティ
ブ動作モードで動作するように構成されることがあり、ＮＡＮのデバイスは、データリン
クグループのデバイスを含むことがある。例示すると、第２のデバイス１０６は、ＮＡＮ
１０２の発見ウィンドウの間に第１のデバイス１０４からサービス広告１２０を受信し得
る。代替的に、メッセージはページングメッセージを含み得る。データリンクグループの
デバイスは、ページングウィンドウの間にアクティブ動作モードで動作するように構成さ
れ得る。例示すると、第２のデバイス１０６は、ＮＡＮ１０２のデータリンクグループに
対応するページングウィンドウの間に第１のデバイス１０４からページングメッセージ１
２８を受信し得る。
【０２３１】
　[0255]ある特定の実装形態では、方法１７００はさらに、第２のデバイスにおいて、デ
ータリンクグループのデバイスがアクティブ動作モードで動作するように構成される第２
の特定の時間期間の間に第１のデバイスが利用可能であるかどうかの第２の指示を含む第
２のメッセージを受信することを含み得る。方法１７００はまた、第２の特定の時間期間
に対応する１つまたは複数の送信ウィンドウの間の別のサービスに対応する異なるデバイ
スと関連付けられる１つまたは複数の動作を実行することを含み得る。たとえば、第２の
デバイス１０６は、低電力動作モードに遷移する代わりに、第１のデバイス１０４とは異
なる提供者デバイスと関連付けられる動作を実行し得る。
【０２３２】
　[0256]いくつかの実装形態では、第２の特定の時間期間の少なくとも一部分は、複数の
論理チャネルによって特定される。複数の論理チャネルの各々は、通信チャネルおよび特
定の時間期間の一部分に対応する。たとえば、サービス広告１２０は論理チャネル１５０
を示すことがあり、またはページングメッセージ１２８は次のＮ個の論理チャネル１６４
を示すことがある。これらの例では、複数の論理チャネルは、次のＮ個の論理チャネル１
６４などのいくつかの論理チャネルによって表される。各論理チャネルは、特定の時間期
間および特定の通信チャネルに対応し得る（または表し得る）。一例として、第１の論理
チャネルは第１の時間期間および第１の通信チャネルに対応することがあり、第２の論理
チャネルは第２の時間期間および第１の通信チャネルに対応することがあり、第３の論理
チャネルは第３の時間期間および第２の論理チャネルに対応することがある。いくつかの
実装形態では、第１の論理チャネルは基本通信チャネルに対応し得る。別の特定の実装形
態では、第１の論理チャネルは、論理チャネルのインデックスによって参照される複数の
補助通信チャネルのうちの補助通信チャネルに対応し得る。加えて、複数の論理チャネル
は通信チャネルと時間期間とを表すことがあり、通信チャネルの指示は論理チャネルのイ
ンデックスにおいて補助通信チャネルの指示に後続することがある。論理チャネルに関連
する可用性を示すメッセージを受信することの追加の詳細が、図１８を参照して説明され
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ている。
【０２３３】
　[0257]図１８を参照すると、動作の方法の特定の態様が示されており、全体的に１８０
０と指定されている。ある特定の実装形態では、方法１８００は、図１のシステム１００
のデバイス１０４、１０６、１０８、および１１０のうちの少なくとも１つの加入者論理
１３４によって実行され得る。いくつかの場合、特定のデバイスがデータウィンドウの間
の通信に「常時」利用可能ではないことを、ＮＡＮ１０２の通信の関連付け段階の間に特
定のデバイスから受信される可用性情報１１６が示す場合に、方法１８００は実行され得
る。
【０２３４】
　[0258]１８０２において、方法１８００は、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）のデータ
リンクグループの加入者デバイスにおいて、次のＮ個の論理チャネルに対する特定のサー
ビスと関連付けられる提供者デバイスの不可用性の指示を含むページングメッセージを受
信することを含む。たとえば、図１を参照すると、第２のデバイス１０６はサービスに加
入する加入者デバイスとして動作することができ、第１のデバイス１０４は特定のサービ
スを提供するサービス提供者として動作することができる。第２のデバイス１０６の加入
者論理１３４は第１のデバイス１０４からページングメッセージ１２８を受信することが
でき、ページングメッセージ１２８に含まれる指示１６２は次のＮ個の論理チャネル１６
４に対する第１のデバイス１０４の不可用性の指示を表す。すなわち、図２に関してさら
に説明されるように、図１に示されるページングメッセージ１２８は、第１の論理チャネ
ルを介してページング（トラフィック）告知を表すことがあり、不可用性の指示１６２は
、特定のデータリンクグループのための論理チャネルのインデックスにおいて第１の論理
チャネルに後続する他の論理チャネルを表し得る。
【０２３５】
　[0259]方法１８００はまた、１８０４において、次のＮ個の論理チャネルのために低電
力動作モードに遷移すること、または、次のＮ個の論理チャネルの１つまたは複数の間、
別のサービスと関連付けられる別の提供者デバイスと関連付けられる１つまたは複数の動
作を実行することを含む。
【０２３６】
　[0260]ある特定の実装形態では、第２のデバイス１０６は、低電力動作モードにとどま
ることによって電力消費を減らし、次のＮ個の論理チャネル１６４（ページングウィンド
ウを含む）を監視するために起動するのを控え得る。説明のための非限定的な例として、
図４を参照すると、第２のデバイス１０６は、基本通信チャネル３０６と関連付けられる
送信ウィンドウ３２２のページングウィンドウ３２４において、次のＮ個の論理チャネル
１６４に対する不可用性の指示１６２を含むページングメッセージ１２８を受信し得る。
すなわち、第２のデバイス１０６は、ｔ２において開始しｔ３において終了する時間期間
の間に、ページングメッセージ１２８を受信し得る。説明のための例として、指示１６２
は、第１のデバイス１０４が次の４つの論理チャネルに対して利用不可能であることを示
し得る（すなわち、この場合はＮ＝４）。図３を参照すると、第２のデバイス１０６は、
第１のページングウィンドウ３３２（ｔ５において開始しｔ６において終了する）の間に
第１の補助チャネル３０８を監視するのを控え、第１のページングウィンドウ３４４（ｔ
８において開始しｔ９において終了する）の間に第２の補助チャネル３１０を監視するの
を控え、第２のページングウィンドウ３３６（ｔ１１において開始しｔ１２において終了
する）の間に第１の補助チャネル３０８を監視するのを控え、第２のページングウィンド
ウ３４２（ｔ１４において開始しｔ１５において終了する）の間に第１の補助チャネル３
０８を監視するのを控え得る。
【０２３７】
　[0261]別の例として、図５を参照すると、第２のデバイス１０６は、第１の補助チャネ
ル３０８と関連付けられる第１のページングウィンドウ３３２において、次のＮ個の論理
チャネル１６４に対する不可用性の指示１６２を含むページングメッセージ１２８を受信
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し得る。すなわち、第２のデバイス１０６は、ｔ５において開始しｔ６において終了する
時間期間の間に、ページングメッセージ１２８を受信し得る。説明のための例として、指
示１６２は、第１のデバイス１０４が次の４つの論理チャネルに対して利用不可能である
ことを示し得る（すなわち、この場合はＮ＝４）。図３を参照すると、第２のデバイス１
０６は、第１のページングウィンドウ３４４（ｔ８において開始しｔ９において終了する
）の間に第２の補助チャネル３１０を監視するのを控え、第２のページングウィンドウ３
３６（ｔ１１において開始しｔ１２において終了する）の間に第１の補助チャネル３０８
を監視するのを控え、第２のページングウィンドウ３４８（ｔ１４において開始しｔ１５
において終了する）の間に第２の補助チャネル３１０を監視するのを控え得る。さらに、
図３には示されていないが、第２のデバイス１０６は、第２の発見ウィンドウ３１４の後
に発生する第１のページングウィンドウの間、第１の補助チャネル３０８を監視するのを
控え得る。すなわち、いくつかの場合、第２のデバイス１０６は、図３に示される発見期
間３１６の後の他の発見期間と関連付けられる１つまたは複数の補助チャネルを監視する
のを控え得る。
【０２３８】
　[0262]別の実装形態では、第２のデバイス１０６は、次のＮ個の論理チャネルの１つま
たは複数の間に、別のサービスと関連付けられる別の提供者デバイスと関連付けられる１
つまたは複数の動作を実行し得る。たとえば、第２のデバイス１０６が複数の提供者に加
入する場合、第２のデバイス１０６は、複数の提供者の各々と関連付けられる不可用性の
共通部分に基づいて、節電動作または同時動作を予定することができる。説明のための非
限定的な例として、第２のデバイス１０６は、第１のデバイス１０４および別のデバイス
などの２つの提供者に加入し得る。両方の提供者デバイスが不可用性をいつ示すかに応じ
て、第２のデバイス１０６は、１つまたは複数の節電動作、１つまたは複数の同時動作、
またはこれらの組合せを予定し得る。
【０２３９】
　[0263]例示すると、図４を参照すると、第２のデバイス１０６は、基本通信チャネル３
０６と関連付けられる送信ウィンドウ３２２のページングウィンドウ３２４において、次
のＮ個の論理チャネル１６４に対する不可用性の指示１６２を含むページングメッセージ
１２８を受信し得る。この場合、第２のデバイス１０６は、次のＮ個の論理チャネル１６
４の１つまたは複数の間に、別のデータリンクグループと関連付けられる１つまたは複数
の動作を実行し得る（すなわち、この場合はＮ＝４）。すなわち、第２のデバイス１０６
は、第１の補助チャネル３０８と関連付けられる第１の送信ウィンドウ３２８、第２の補
助チャネル３１０と関連付けられる第１の送信ウィンドウ３４０、第１の補助チャネル３
０８と関連付けられる第２の送信ウィンドウ３３０、第２の補助チャネル３１０と関連付
けられる第２の送信ウィンドウ３４２、またはこれらの組合せの間に、１つまたは複数の
動作を実行し得る。
【０２４０】
　[0264]別の例として、図５を参照すると、第２のデバイス１０６は、第１の補助チャネ
ル３０８と関連付けられる第１のページングウィンドウ３３２において、次のＮ個の論理
チャネル１６４に対する不可用性の指示１６２を含むページングメッセージ１２８を受信
し得る。この場合、第２のデバイス１０６は、次のＮ個の論理チャネル１６４の１つまた
は複数の間に、別のデータリンクグループと関連付けられる１つまたは複数の動作を実行
し得る（すなわち、この場合はＮ＝４）。すなわち、第２のデバイス１０６は、第１の補
助チャネル３０８と関連付けられる第１の送信ウィンドウ３２８、第２の補助チャネル３
１０と関連付けられる第１の送信ウィンドウ３４０、第１の補助チャネル３０８と関連付
けられる第２の送信ウィンドウ３３０、第２の補助チャネル３１０と関連付けられる第２
の送信ウィンドウ３４２、またはこれらの組合せの間に、別のデータリンクグループと関
連付けられる１つまたは複数の動作を実行し得る。さらに、図３には示されていないが、
第２のデバイス１０６は、第２の発見ウィンドウ３１４の後に発生する第１のページング
ウィンドウの間、別のデータリンクグループと関連付けられる１つまたは複数の動作を実
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行し得る。すなわち、いくつかの場合、第２のデバイス１０６は、図３に示される発見期
間３１６の後の他の発見期間と関連付けられる１つまたは複数の補助チャネルを監視する
のを控え得る。
【０２４１】
　[0265]図１９を参照すると、動作の方法の特定の態様が示されており、全体的に１９０
０と指定されている。ある特定の実装形態では、方法１９００は、図１のシステム１００
のデバイス１０４、１０６、１０８、および１１０のうちの少なくとも１つの提供者論理
１３０によって実行され得る。いくつかの場合、特定のデバイスがデータウィンドウの間
の通信に「常時」利用可能ではないことを、ＮＡＮ１０２の通信の関連付け段階の間に特
定のデバイスから受信される可用性情報１１６が示す場合に、方法１９００は実行され得
る。
【０２４２】
　[0266]１９０２において、方法１９００は、第１のデバイスにおいて、ページングメッ
セージを生成することを含む。たとえば、図１を参照すると、第１のデバイス１０４の提
供者論理１３０は、ページングメッセージ１２８を生成し得る。いくつかの実装形態では
、ページングメッセージは、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）のデータリンクグループに
対応する特定の時間期間に対する可用性の指示を含み得る。たとえば、ページングメッセ
ージ１２８に含まれる指示１６２は、特定の時間期間に対する第１のデバイス１０４の可
用性の指示を表す。特定の時間期間は、次のＮ個の論理チャネル１６４に対応し得る。す
なわち、図２に関してさらに説明されるように、図１に示されるページングメッセージ１
２８は、第１の論理チャネルを介してページング（トラフィック）告知を表すことがあり
、可用性の指示１６２は、特定のデータリンクグループのための論理チャネルのインデッ
クスにおいて第１の論理チャネルに後続する他の論理チャネルを表し得る。
【０２４３】
　[0267]説明のための非限定的な例として、第１の論理チャネルはインデックス中の第１
の論理チャネルを表すことがあり、指示１６２は第１のデバイス１０４が次の４つの論理
チャネルに対して利用可能であることを指定し得る（すなわち、Ｎ＝４）。この例では、
第１のデバイス１０４は、インデックス中の第１の論理チャネルからインデックス中の第
５の論理チャネルまで利用可能であり得る。ある特定の実装形態では、指示１６２は、指
示１６２の中の特定のビットのビット値（たとえば、１）を介して可用性を特定し得る。
たとえば、第１のデバイス１０４が次のＮ個の論理チャネル１６４に対して利用可能であ
ることを示すために、指示は［１，Ｎ］を含むことがあり、ここでＮは整数値（たとえば
、次の４つの論理チャネルに対する可用性の場合は４）であり、特定のビットは第２のビ
ット値（たとえば、１）を有する。しかしながら、可用性を特定する代替的な方法が使用
され得ることを理解されたい。
【０２４４】
　[0268]方法１９００はまた、１９０４において、第１のデバイスから近隣認識ネットワ
ーク（ＮＡＮ）のグループ（たとえば、データリンクグループ）の１つまたは複数のデバ
イスにページングメッセージを送信することを含む。たとえば、図１を参照すると、第１
のデバイス１０４は、グループの第１の送信ウィンドウの間に、ページングメッセージ１
２８を少なくとも第２のデバイス１０６に送信し得る。この例では、第１のデバイス１０
４はサービスを提供するサービス提供者として動作することがあり、第２のデバイス１０
６はサービスに加入する加入者デバイスとして動作することがある。図２に関してさらに
説明されるように、図１に示されるページングメッセージ１２８は、第１の論理チャネル
を介してページング（トラフィック）告知を表すことがあり、可用性の指示１６２は、特
定のデータリンクグループのための論理チャネルのインデックスにおいて第１の論理チャ
ネルに後続する他の論理チャネルを表し得る。
【０２４５】
　[0269]１９０６において、方法１９００はまた、第１のデバイスにおいて、１つまたは
複数の肯定応答（ＡＣＫ）がＮＡＮのデータリンクグループの１つまたは複数の加入者デ
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バイスの各々から受信されているかどうかを決定することを含む。すなわち、第１のデバ
イス１０４は、可用性の指示１６２の受信を示す肯定応答を加入者デバイスから受信する
のを待機し得る。説明のための非限定的な例として、第１のデバイス１０４は、次の４つ
の論理チャネルに対する可用性の指示１６２を提供し得る（すなわち、Ｎ＝４）。たとえ
ば、図４を参照すると、指示１６２は、基本通信チャネル３０６の送信ウィンドウ３２２
と関連付けられるページングウィンドウ３２４の間にページングメッセージ１２８を介し
て提供され得る。代替的に、図５～図８に関して説明されるように、指示１６２は、第１
の補助チャネル３０８と関連付けられるページングウィンドウ３３２、３３６の間に、ま
たは第２の補助チャネル３１０と関連付けられるページングウィンドウ３４４、３４８の
間に、ページングメッセージ１２８を介して提供され得る。
【０２４６】
　[0270]簡略化された例として、第２のデバイス１０６は、第１のデバイス１０４によっ
て提供されるサービスに対する単一の加入者を表し得る。この例では、第１のデバイス１
０４は、１９０６において、ＰＳ－ＰＯＬＬメッセージなどの肯定応答が第１の論理チャ
ネルと関連付けられる特定のページングウィンドウの間に第２のデバイス１０６から受信
されたかどうかを決定し得る。例示すると、図４を参照すると、第１のデバイス１０４は
、基本通信チャネル３０６の送信ウィンドウ３２２と関連付けられるページングウィンド
ウ３２４の間に、ページングメッセージ１２８を介して次の４つの論理チャネルに対する
可用性の指示１６２を提供し得る（すなわち、Ｎ＝４）。この例では、第１のデバイス１
０４は、１９０６において、可用性の指示１６２の肯定応答（ＡＣＫ）がページングウィ
ンドウ３２４の間に第２のデバイス１０６から受信されたかどうかを決定し得る。
【０２４７】
　[0271]方法１９００は、１９０８において、第２の送信ウィンドウの第２のページング
ウィンドウの間にトラフィック告知を特定のデバイスに送信することなく、１つまたは複
数のデバイスの特定のデバイスにデータトラフィックを送信することを含み得る。データ
トラフィックの少なくとも一部分は、グループの第２の送信ウィンドウの間に、および第
２の送信ウィンドウのデータウィンドウの前に送信され得る。たとえば、データトラフィ
ックの少なくとも一部分は、第２の送信ウィンドウのページングウィンドウ部分の間に、
または第２の送信ウィンドウのトリガウィンドウ部分の間に送信され得る。図１９に示さ
れるように、データトラフィックは、第１のデバイスにおいて、データリンクグループの
１つまたは複数のデバイスの各々からの１つまたは複数の肯定応答の受信を検出したこと
に基づいて送信され得る。第２の送信ウィンドウは、次のＮ個の論理チャネルを含むこと
があり、またはそれに対応することがある。
【０２４８】
　[0272]ＡＣＫがページングウィンドウ３２４の間に第２のデバイス１０６から受信され
ていない場合、１９１２において、方法１９００は、第１のデバイス（たとえば、第１の
デバイス１０４）において、減らされた数の論理チャネルに対する可用性の指示を含む第
２のページングメッセージを生成することを含み得る。減らされた数の論理チャネルは、
次のＮ－１個の論理チャネルであり得る。たとえば、指示は［１，Ｎ－１］を含むことが
あり、ここでＮ－１は整数値（たとえば、Ｎ＝４であるときこの例では３）である。
【０２４９】
　[0273]方法１９００は１９０４に戻ることができ、１９０４において提供者デバイスは
データリンクグループのデバイスに第２のページングメッセージを送信する。たとえば、
図５を参照すると、指示１６２は、第１の補助チャネル３０８と関連付けられる第１の送
信ウィンドウ３２８の第１のページングウィンドウ３２４の間にページングメッセージ１
２８を介して提供され得る。第１のデバイス１０４によって提供される特定のサービスに
対する単一の加入者デバイスを第２のデバイス１０６が表す簡略化された例では、第１の
デバイス１０４は、１９０６において、第１の補助チャネル３０８と関連付けられる第１
の送信ウィンドウ３２８の第１のページングウィンドウ３２４の間に、第２のページング
メッセージへの肯定応答が第２のデバイス１０６から受信されたかどうかを決定し得る。
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【０２５０】
　[0274]方法１９００は、第２のページングメッセージへの１つまたは複数の肯定応答が
受信されたと決定したことに応答して、減らされた数の論理チャネル（次のＮ－１個の論
理チャネル）に対応するページングウィンドウにおいてトラフィック告知を送信するのを
控えることを含み得る。さらに、方法１９００は、１９１０において、減らされた数の論
理チャネル（次のＮ－１個の論理チャネル）の中のページングウィンドウの少なくとも一
部分においてデータトラフィックを送信することを含み得る。ＡＣＫが第１のページング
ウィンドウ３２４の間に第２のデバイス１０６から受信されていない場合、方法１９００
は１９１２に進むことができ、方法１９００は、ＡＣＫがＮＡＮのデータリンクグループ
のデバイスの各々から受信されるまで、ページングメッセージを生成し続け得る。
【０２５１】
　[0275]ある特定の実装形態では、方法１９００はさらに、ページングメッセージを生成
する前に、第１のコンテンションパラメータに基づいてページングウィンドウの間に第１
のカウントダウンを開始することと、第２のコンテンションパラメータに基づいてページ
ングウィンドウの間に第２のカウントダウンを開始することとを含み得る。第２のコンテ
ンションパラメータは、第１のコンテンションパラメータより長い時間期間に対応し得る
。例示すると、図９を参照すると、第１のカウントダウンはパラメータＣＷ＿ｐａｇｉｎ
ｇに基づいて開始されることがあり、第２のカウントダウンはパラメータＦｉｘｅｄＣＷ
＿ｄａｔａ＿ｍｉｎに基づいて開始されることがある。ＦｉｘｅｄＣＷ＿ｄａｔａ＿ｍｉ
ｎは、ＣＷ＿ｐａｇｉｎｇより長い時間期間に対応する。加えて、方法１９００はさらに
、第１のカウントダウンの期限切れに応答してページングメッセージを１つまたは複数の
デバイスに送信することと、第２のカウントダウンの期限切れに応答してデータトラフィ
ックを送信することとを含み得る。加えて、または代替的に、ページングメッセージは第
１のトラフィックカテゴリフィールドを含むことがあり、データトラフィックのデータフ
レームは第２のトラフィックカテゴリフィールドを含むことがある。１つの場合には、第
１のトラフィックカテゴリフィールドの値は、第２のトラフィックカテゴリフィールドの
値より高い優先度に対応する。たとえば、図９を参照すると、ページングメッセージは、
データフレームに含まれる第２のトラフィックカテゴリフィールドより高い優先度を有す
る第１のトラフィックカテゴリフィールドを含み得る。加えて、第１のトラフィックカテ
ゴリフィールドおよび第２のトラフィックカテゴリフィールドは、サービス品質（ＱｏＳ
）カテゴリフィールドを含み得る。別の特定の実装形態では、方法１９００は、図２１を
参照してさらに説明されるように、トリガウィンドウの間にデータを送信することを含み
得る。
【０２５２】
　[0276]図２０を参照すると、動作の方法の特定の態様が示されており、全体的に２００
０と指定されている。ある特定の実装形態では、方法２０００は、図１のシステム１００
のデバイス１０４、１０６、１０８、および１１０のうちの少なくとも１つの加入者論理
１３４によって実行され得る。いくつかの場合、特定のデバイスがデータウィンドウの間
の通信に「常時」利用可能ではないことを、ＮＡＮ１０２の通信の関連付け段階の間に特
定のデバイスから受信される可用性情報１１６が示す場合に、方法２０００は実行され得
る。
【０２５３】
　[0277]２００２において、方法２０００は、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）のデータ
リンクグループの第２のデバイスにおいて、第１の時間期間の間にデータリンクグループ
に対応する特定の通信チャネルを監視することを含む。特定の論理チャネルは、特定の時
間期間と特定の論理チャネルとを表すことがあり、またはそれらに対応することがある。
例示すると、図１を参照すると、第２のデバイス１０６はサービスに加入する加入者デバ
イスとして動作することができ、第１のデバイス１０４は特定のサービスを提供するサー
ビス提供者として動作することができる。図２に関してさらに説明されるように、特定の
論理チャネルは、データリンクグループと関連付けられる論理チャネルのインデックスに
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よって参照される論理チャネルのうちの１つを表し得る。第２のデバイス１０６の加入者
論理１３４は、特定の論理チャネルに対応するページングウィンドウの間、特定の通信チ
ャネルを監視し得る。
【０２５４】
　[0278]２００４において、方法２０００はまた、第２のデバイスにおいて、特定のサー
ビスに対応する第１のデバイスからページングメッセージを受信することを含む。たとえ
ば、図１を参照すると、第２のデバイス１０６の加入者論理１３４は、第１のデバイス１
０４からページングメッセージ１２８を受信し得る。いくつかの実装形態では、ページン
グメッセージは、次のＮ個の論理チャネルに対する提供者デバイスの可用性の指示を含む
。たとえば、ページングメッセージ１２８に含まれる指示１６２は、次のＮ個の論理チャ
ネル１６４に対する第１のデバイス１０４の可用性の指示を表す。すなわち、図１に示さ
れるページングメッセージ１２８は、特定の論理チャネルを介してページング（トラフィ
ック）告知を表すことがあり、可用性の指示１６２は、データリンクグループのための論
理チャネルのインデックスにおいて特定の論理チャネルに後続する他の論理チャネルを表
し得る。
【０２５５】
　[0279]説明のための非限定的な例として、図４を参照すると、第２のデバイス１０６の
加入者論理１３４は、基本通信チャネル３０６の送信ウィンドウ３２２と関連付けられる
ページングウィンドウ３２４の間にページングメッセージ１２８を受信し得る。すなわち
、図２に関して説明されたように、ページングメッセージ１２８は、論理チャネルのイン
デックスによって参照される基本通信チャネルと関連付けられるページングウィンドウの
間に受信され得る。代替的に、図５～図８を参照して説明されたように、ページングメッ
セージ１２８は、論理チャネルのインデックスによって参照される補助チャネルのうちの
１つと関連付けられるページングウィンドウの間に受信され得る。たとえば、図５と図７
とを参照すると、第２のデバイス１０６の加入者論理１３４は、第１の送信ウィンドウ３
２８と関連付けられる第１のページングウィンドウ３３２の間に、または第１の補助チャ
ネル３０８の第２の送信ウィンドウ３３０と関連付けられる第２のページングウィンドウ
３３６の間に、ページングメッセージ１２８を受信し得る。別の例として、図６と図８と
を参照すると、第２のデバイス１０６の加入者論理１３４は、第１の送信ウィンドウ３４
０と関連付けられる第１のページングウィンドウ３４４の間に、または第２の補助チャネ
ル３１０の第２の送信ウィンドウ３４２と関連付けられる第２のページングウィンドウ３
４８の間に、ページングメッセージ１２８を受信し得る。
【０２５６】
　[0280]方法２０００はまた、２００６において、節電ポール（ＰＳ－ＰＯＬＬ）メッセ
ージなどの肯定応答を、第２のデバイスから第１のデバイスに送信することを含む。たと
えば、図１を参照すると、第２のデバイス１０６の加入者論理１３４は、第１のデバイス
１０４に肯定応答を送信し得る。２００８において、方法２０００はさらに、第２のデバ
イスにおいて、データリンクグループに対応する複数の論理チャネルのうちの第１の論理
チャネルを監視することを含む。方法２０００はまた、２０１０において、第１の論理チ
ャネルに対応するデータウィンドウの開始の前に、第１のデバイスから第２のデバイスに
おいてデータトラフィックを受信することを含み得る。いくつかの実装形態では、データ
トラフィックはページングウィンドウの少なくとも一部分の間に受信され得る。他の実装
形態では、データトラフィックはトリガウィンドウの少なくとも一部分の間に受信され得
る。他の実装形態では、ページングメッセージはページングウィンドウの間に受信される
ことがあり、方法２０００は、ページングウィンドウの間に、およびデータウィンドウの
前に、トリガフレームを送信することを含み得る。例示すると、ページングメッセージが
最高の優先度であり、トリガフレームがページングメッセージより低い優先度であり、デ
ータフレームがトリガフレームより低い優先度であるように、様々なフレームが優先度の
順序で送信され得る。たとえば、コンテンションウィンドウ値が、様々なフレームの優先
度を制御するために使用され得る。別の例では、トラフィックカテゴリが、様々なフレー
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ムの優先度を制御するために使用され得る。
【０２５７】
　[0281]例示すると、図３を参照すると、第２のデバイス１０６の加入者論理１３４は、
基本通信チャネル３０６の送信ウィンドウ３２２と関連付けられるページングウィンドウ
３２４の間にＡＣＫを第１のデバイス１０４に送信し得る。この例では、論理チャネルの
インデックスによって参照される第１の論理チャネルは、第１の補助チャネル３０８であ
り得る。図２０を参照して本明細書で使用されるように、「第１の」論理チャネルは、論
理チャネルのインデックスによって参照される順序的に最初の論理ではないことがある。
したがって、第２のデバイス１０６は、第１の送信ウィンドウ３２８と関連付けられる第
１のページングウィンドウ３３２の間、第１の補助チャネル３０８を監視し得る。さらに
、第２のデバイス１０６は、第１のページングウィンドウ３３２の間、第１のデバイス１
０４からデータトラフィックを受信し得る。したがって、ページングウィンドウ３２４の
間に第１のデバイス１０４から受信される可用性の指示は、第１の論理チャネルと関連付
けられる送信ウィンドウのページング部分の間のデータ移送を可能にし得る。たとえば、
データ移送は、第１の補助チャネル３０８と関連付けられる第１の送信ウィンドウ３２８
の第１のページングウィンドウ３３２の間に発生し得る。
【０２５８】
　[0282]別の例として、図３を参照すると、第２のデバイス１０６の加入者論理１３４は
、第１の補助チャネル３０８の第１の送信ウィンドウ３２８と関連付けられる第１のペー
ジングウィンドウ３３２の間にＡＣＫを第１のデバイス１０４に送信し得る。この場合、
論理チャネルのインデックスによって参照される第１の論理チャネルは、第２の補助チャ
ネル３１０であり得る。次の論理チャネルは、論理チャネルのインデックスにおいて第１
の補助チャネル３０８に後続する次の補助チャネルを表し得る。したがって、第２のデバ
イス１０６は、第１の送信ウィンドウ３４０と関連付けられる第１のページングウィンド
ウ３４４の間、第２の補助チャネル３１０を監視し得る。さらに、第２のデバイス１０６
は、第１のページングウィンドウ３４４の間、第１のデバイス１０４からデータトラフィ
ックを受信し得る。
【０２５９】
　[0283]さらなる例として、図３を参照すると、第２のデバイス１０６の加入者論理１３
４は、第２の補助チャネル３１０の第１の送信ウィンドウ３４０と関連付けられる第１の
ページングウィンドウ３４４の間にＡＣＫを第１のデバイス１０４に送信し得る。この場
合、論理チャネルのインデックスによって参照される第１の論理チャネルは、第１の補助
チャネル３０８であり得る。したがって、第２のデバイス１０６は、第２の送信ウィンド
ウ３３０と関連付けられる第２のページングウィンドウ３３６の間、第１の補助チャネル
３０８を監視し得る。さらに、第２のデバイス１０６は、第２のページングウィンドウ３
３６の間、第１のデバイス１０４からデータトラフィックを受信し得る。
【０２６０】
　[0284]別の例として、図３を参照すると、第２のデバイス１０６の加入者論理１３４は
、第１の補助チャネル３０８の第２の送信ウィンドウ３３０と関連付けられる第２のペー
ジングウィンドウ３３６の間にＡＣＫを第１のデバイス１０４に送信し得る。この場合、
論理チャネルのインデックスによって参照される第１の論理チャネルは、第２の補助チャ
ネル３１０であり得る。したがって、第２のデバイス１０６は、第２の送信ウィンドウ３
４２と関連付けられる第２のページングウィンドウ３４８の間、第２の補助チャネル３１
０を監視し得る。さらに、第２のデバイス１０６は、第２のページングウィンドウ３４８
の間、第１のデバイス１０４からデータトラフィックを受信し得る。
【０２６１】
　[0285]ある特定の実装形態では、方法２０００はさらに、ページングメッセージを受信
する前に、第１のコンテンションパラメータに基づいて特定のページングウィンドウの間
に第１のカウントダウンを開始することと、第２のコンテンションパラメータに基づいて
特定のページングウィンドウの間に第２のカウントダウンを開始することとを含む。少な
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くとも１つの実装形態では、第２のコンテンションパラメータは、第１のコンテンション
パラメータより長い時間期間に対応する。例示すると、図９を参照すると、第１のカウン
トダウンはパラメータＣＷ＿ｐａｇｉｎｇに基づいて開始されることがあり、第２のカウ
ントダウンはパラメータＦｉｘｅｄＣＷ＿ｄａｔａ＿ｍｉｎに基づいて開始されることが
ある。ＦｉｘｅｄＣＷ＿ｄａｔａ＿ｍｉｎは、ＣＷ＿ｐａｇｉｎｇより長い時間期間に対
応する。方法１９００はさらに、第１のカウントダウンの期限切れに応答してデータリン
クグループの他のデバイスに第２のデバイスから第２のページングメッセージを送信する
ことと、第２のカウントダウンの期限切れに応答してデータリンクグループの第３のデバ
イスに第２のデータトラフィックを送信することとを含み得る。第２のページングメッセ
ージは特定のページングウィンドウの間に送信されることがあり、第２のデータトラフィ
ックは第２のデータウィンドウの開始の前に送信されることがある。
【０２６２】
　[0286]加えて、または代替的に、ページングメッセージは第１のトラフィックカテゴリ
フィールドを含むことがあり、データトラフィックのデータフレームは第２のトラフィッ
クカテゴリフィールドを含むことがある。１つの場合には、第１のトラフィックカテゴリ
フィールドの値は、第２のトラフィックカテゴリフィールドの値より高い優先度に対応す
る。たとえば、図９を参照すると、ページングメッセージは、データフレームに含まれる
第２のトラフィックカテゴリフィールドより高い優先度を有する第１のトラフィックカテ
ゴリフィールドを含み得る。加えて、第１のトラフィックカテゴリフィールドおよび第２
のトラフィックカテゴリフィールドは、サービス品質（ＱｏＳ）カテゴリフィールドを含
み得る。
【０２６３】
　[0287]別の特定の実装形態では、方法２０００は、第２のデバイスにおいて、第２の時
間期間の間に特定の通信チャネルを監視することと、第２のデバイスにおいて、第２のサ
ービスに対応する第３のデバイスから第２のページングメッセージを受信することとを含
む。第２のページングメッセージは、第２の時間期間に対応する送信ウィンドウのページ
ングウィンドウ部分の間に受信される。方法２０００はさらに、送信ウィンドウのトリガ
ウィンドウ部分の間にトリガフレームを第２のデバイスから第３のデバイスに送信するこ
とと、第２のデバイスにおいて、送信ウィンドウのトリガウィンドウ部分の間に第３のデ
バイスからデータトラフィックを受信することとを含み得る。方法２０００はまた、第２
のデバイスにおいて、送信ウィンドウのデータトラフィック部分の間に第３のデバイスか
らデータトラフィックを受信することを含み得る。トリガウィンドウの間にデータを受信
することはさらに、図２２を参照して説明される。いくつかの実装形態では、図３を参照
して説明されるように、第２の時間期間は、論理チャネルのインデックスによって参照さ
れる含まれる特定の論理チャネルに対応する。
【０２６４】
　[0288]したがって、図２０は、特定のページングウィンドウの間に図１の第１のデバイ
ス１０４などの提供者デバイスから受信される可用性の指示が、論理チャネルのインデッ
クスによって参照される第１の論理チャネルと関連付けられる後続の送信ウィンドウのペ
ージング部分の間のデータ移送を可能にし得ることを示す。送信ウィンドウのページング
部分の間のデータの送信はデータのスループットを向上させることができ、それは、デー
タ送信が送信ウィンドウのデータ部分だけではなくページング部分においても許容され得
るからである。
【０２６５】
　[0289]図２１を参照すると、動作の方法の特定の態様が示されており、全体的に２１０
０と指定されている。ある特定の実装形態では、方法２１００は、図１のシステム１００
のデバイス１０４、１０６、１０８、および１１０のうちの少なくとも１つの提供者論理
１３０によって実行され得る。いくつかの場合、特定のデバイスがデータウィンドウの間
の通信に「常時」利用可能ではないことを、ＮＡＮ１０２の通信の関連付け段階の間に特
定のデバイスから受信される可用性情報１１６が示す場合に、方法２１００は実行され得
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る。
【０２６６】
　[0290]２１０２において、方法２１００は、提供者デバイスにおいて、送信ウィンドウ
のページングウィンドウ部分の間にページングメッセージを生成することを含む。たとえ
ば、図１を参照すると、第１のデバイス１０４の提供者論理１３０は、送信ウィンドウの
ページングウィンドウ部分の間に、ページングメッセージ１２８を生成し得る。例示する
と、図１０に関して説明されるように、第１のデバイス１０４の提供者論理１３０は、ペ
ージング部分１００４をトリガ部分１００６から分離するＰＷＢ１０１０の前の時間期間
を表す、送信ウィンドウ１００２のページング部分１００４の間に、ページングメッセー
ジ１２８を生成し得る。
【０２６７】
　[0291]方法２１００はまた、２１０４において、提供者デバイスから近隣認識ネットワ
ーク（ＮＡＮ）のデータリンクグループの１つまたは複数の加入者デバイスにページング
メッセージを送信することを含む。たとえば、図１を参照すると、第１のデバイス１０４
は、ページングメッセージ１２８をＮＡＮ１０２の少なくとも第２のデバイス１０６に送
信し得る。さらに、いくつかの場合、複数のデバイスが、第１のデバイス１０４によって
提供される特定のサービスに加入することがある。例示すると、第３のデバイス１０８は
、特定のサービスに加入する別のデバイスを表し得る。この場合、第１のデバイス１０４
はまた、ページングメッセージ１２８をＮＡＮ１０２の第３のデバイス１０８に送信し得
る。
【０２６８】
　[0292]２１０６において、方法２１００は、提供者デバイスにおいて、送信ウィンドウ
のページングウィンドウ部分に後続する送信ウィンドウのトリガウィンドウ部分の間に１
つまたは複数の加入者デバイスの各々からトリガメッセージなどの肯定応答が受信された
かどうかを決定することを含む。たとえば、第１のデバイス１０４の提供者論理１３０（
図１参照）は、送信ウィンドウ１００２のトリガ部分１００６（図１０参照）の間に、加
入者デバイスの各々からＡＣＫが受信されているかどうかを決定し得る。例示すると、図
１の第２のデバイス１０６がＮＡＮ１０２上の単一の加入者デバイスを表す簡略化された
例では、第１のデバイス１０４は、送信ウィンドウ１００２のトリガ部分１００６の間に
、トリガメッセージが第１のデバイスから受信されているかどうかを決定し得る。別の例
として、図１の第２のデバイス１０６および第３のデバイス１０８が複数の加入者デバイ
スを表す場合、第１のデバイス１０４は、第２のデバイス１０６と第３のデバイス１０８
の各々からトリガメッセージが受信されているかどうかを決定し得る。
【０２６９】
　[0293]トリガメッセージなどのＡＣＫが送信ウィンドウのトリガウィンドウ部分の間に
１つまたは複数の加入者デバイスから受信される場合、方法２１００は、２１０８におい
て、送信ウィンドウのトリガウィンドウ部分の少なくとも一部分の間にデータトラフィッ
クを送信することを含む。たとえば、第１のデバイス１０４の提供者論理は、送信ウィン
ドウ１００２のトリガ部分１００６の少なくとも一部分の間に、データ１２２を第２のデ
バイス１０６および／または第３のデバイス１０８に送信し得る。図１０に関してさらに
説明されるように、コンテンションウィンドウパラメータが、ＴｒＷＢ１０１２の前にデ
ータ送信が発生することを可能にするために使用され得る。
【０２７０】
　[0294]さらに、方法２１００は、２１１０において、送信ウィンドウのトリガウィンド
ウ部分に後続する送信ウィンドウのデータ部分の間にデータトラフィックを送信すること
を含む。たとえば、第１のデバイス１０４の提供者論理は、送信ウィンドウ１００２のデ
ータ部分１００８の間に、データ１２２を第２のデバイス１０６および／または第３のデ
バイス１０８に送信し得る。
【０２７１】
　[0295]トリガメッセージなどのＡＣＫが送信ウィンドウのトリガウィンドウ部分の間に
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１つまたは複数の加入者デバイスから受信される場合、方法２１００は、２１１０におい
て、データトラフィックを送信することに直接進み得る。すなわち、送信ウィンドウのト
リガウィンドウ部分に後続する送信ウィンドウのデータ部分の間にデータトラフィックが
送信され得る。図１０に関してさらに説明されるように、ＴｒＷＢ１０１２はＡＣＫが受
信されるべき閾値の時間の量を表すことがあり、ＡＣＫが１つまたは複数の加入者デバイ
スの各々から受信されない場合、データ移送は送信ウィンドウ１００２のトリガ部分１０
０６の間に発生しないことがある。
【０２７２】
　[0296]したがって、図２１は、図１０の送信ウィンドウ１００２などの送信ウィンドウ
がページング部分だけではなくトリガ部分も含み得ることを示す。トリガ部分は、加入者
デバイスからＡＣＫを受信するために使用され得る。ＡＣＫが送信ウィンドウのトリガ部
分の間に１つまたは複数の加入者デバイスの各々から受信される場合、データ移送は送信
ウィンドウのトリガ部分の間に発生し得る。送信ウィンドウのトリガ部分の間のデータの
送信はデータのスループットを向上させることができ、それは、データ送信が送信ウィン
ドウのデータ部分だけではなくトリガ部分においても許容され得るからである。
【０２７３】
　[0297]図２２を参照すると、動作の方法の特定の態様が示されており、全体的に２２０
０と指定されている。ある特定の実装形態では、方法２２００は、図１のシステム１００
のデバイス１０４、１０６、１０８、および１１０のうちの少なくとも１つの加入者論理
１３４によって実行され得る。いくつかの場合、特定のデバイスがデータウィンドウの間
の通信に「常時」利用可能ではないことを、ＮＡＮ１０２の通信の関連付け段階の間に特
定のデバイスから受信される可用性情報１１６が示す場合に、方法２２００は実行され得
る。
【０２７４】
　[0298]方法２２００は、２２０２において、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）のデータ
リンクグループの加入者デバイスにおいて、データリンクグループと関連付けられる複数
の論理チャネルのうちのある特定の論理チャネルを監視することを含む。たとえば、第２
のデバイス１０６の加入者論理１３４は、ＮＡＮ１０２のデータリンクグループと関連付
けられる複数の論理チャネル１５０のうちの特定の論理チャネルを監視し得る。
【０２７５】
　[0299]２２０４において、方法２２００はまた、加入者デバイスにおいて、特定のサー
ビスと関連付けられる提供者デバイスからページングメッセージを受信することを含む。
加入者デバイスは、特定の論理チャネルと関連付けられる送信ウィンドウのページングウ
ィンドウ部分の間に、ページングメッセージを受信し得る。たとえば、第２のデバイス１
０６の加入者論理１３４は、特定の論理チャネルと関連付けられる送信ウィンドウのペー
ジングウィンドウ部分の間に、ページングメッセージ１２８を受信し得る。図３～図８に
関してさらに説明されるように、ページングメッセージ１２８は、基本通信チャネル３０
６と関連付けられるページングウィンドウ３２４の間に、第１の補助チャネル３０８と関
連付けられる第１のページングウィンドウ３３２もしくは第２のページングウィンドウ３
３６の間に、または第２の補助チャネル３１０と関連付けられる第１のページングウィン
ドウ３４４もしくは第２のページングウィンドウ３４８の間に受信され得る。
【０２７６】
　[0300]方法２２００はさらに、２２０６において、ページングウィンドウ部分に後続す
る送信ウィンドウのトリガウィンドウ部分の間に、トリガメッセージなどの肯定応答を加
入者デバイスから提供者デバイスに送信することを含む。たとえば、第２のデバイス１０
６の加入者論理１３４は、ページングウィンドウ部分に後続するトリガウィンドウ部分の
間にＡＣＫを第１のデバイス１０４（図１参照）に送信し得る。たとえば、ＡＣＫは、図
１０の送信ウィンドウ１００２のページング部分１００４に後続する送信ウィンドウ１０
０２のトリガ部分１００６の間に、第１のデバイス１０４に送信され得る。
【０２７７】
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　[0301]２２０８において、方法２２００はまた、加入者デバイスにおいて、送信ウィン
ドウのトリガウィンドウ部分の間に提供者デバイスからデータトラフィックを受信するこ
とを含み得る。たとえば、第２のデバイス１０６の加入者論理１３４は、送信ウィンドウ
のトリガウィンドウ部分の間にデータトラフィックを受信し得る。例示すると、第２のデ
バイス１０６は、図１０の送信ウィンドウ１００２のトリガ部分１００６の間にデータ１
２２を受信し得る。図１０に関してさらに説明されるように、ＴｒＷＢ１０１２はＡＣＫ
が第１のデバイス１０４などの提供者デバイスによって受信されるべき閾値の時間の量を
表すことがあり、ＡＣＫが１つまたは複数の加入者デバイスの各々から受信される場合、
データ移送は送信ウィンドウ１００２のトリガ部分１００６の間に発生することがある。
【０２７８】
　[0302]２２１０において、方法２２００はまた、加入者デバイスにおいて、トリガウィ
ンドウ部分に後続する送信ウィンドウのデータトラフィック部分の間に提供者デバイスか
らデータトラフィックを受信することを含み得る。たとえば、第２のデバイス１０６の加
入者論理１３４は、図１０の送信ウィンドウ１００２のデータ部分１００８の間に、デー
タ１２２などのデータトラフィックを受信し得る。
【０２７９】
　[0303]図２３を参照すると、動作の方法の特定の態様が示されており、全体的に２３０
０と指定されている。ある特定の実装形態では、方法２３００は、図１のシステム１００
のデバイス１０４、１０６、１０８、および１１０のうちの少なくとも１つの提供者論理
１３０によって実行され得る。いくつかの場合、方法２３００は、ＮＡＮ１０２のデータ
リンクグループの少なくとも１つの他のデバイスへの送信を予定されているデータを第１
のデバイス１０４が有するときに実行され得る。
【０２８０】
　[0304]方法２３００は、２３０２において、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）のグルー
プ（たとえば、データリンクグループ）の第１のデバイスにおいてページングメッセージ
を生成することを含む。たとえば、第１のデバイス１０４は（提供者論理１３０を介して
）ページングメッセージ１２８を生成し得る。ページングメッセージは被ページングデバ
イスリストを含む。被ページングデバイスリストは、グループのデバイスのサブセットを
特定する。デバイスのサブセットは、送信ウィンドウの間に第１のデバイスからデータを
受信することが予定される。ページングメッセージは、特定の受信機アドレス値を有する
受信機アドレスフィールドを含む。例示すると、ページングメッセージ１２８は、データ
リンクグループのデバイスのサブセットを特定するＰＤＬ１７４を含み得る。デバイスの
サブセットは、第１のデバイス１０４からデータ１２２を受信することが予定され得る。
加えて、ページングメッセージ１２８は、特定の受信機アドレス値１７０を有する受信機
アドレスフィールドを含み得る。ある特定の実装形態では、特定の受信機アドレス値は、
第１のデバイスのメモリに記憶される。たとえば、特定の受信機アドレス値１７０は、デ
バイス１０４、１０６、１０８、および１１０のメモリに記憶され得る。別の特定の実装
形態では、特定の受信機アドレス値は、ＮＡＮに関するＮＡＮクラスタＩＤを含む。たと
えば、特定の受信機アドレス値１７０は、図１１のＳＤＦ１１００のＡ３フィールドによ
って表されるＮＡＮクラスタＩＤであり得る。別の特定の実装形態では、特定の受信機ア
ドレス値は、データリンクグループに関するデータリンクグループ識別子などの、グルー
プに関するグループ識別子を含む。たとえば、特定の受信機アドレス値１７０は、データ
リンクグループＩＤフィールド１１２６であり得る。別の特定の実装形態では、特定の受
信機アドレス値は、米国電気電子学会（ＩＥＥＥ）規格、Ｗｉ－Ｆｉ　Ａｌｌｉａｎｃｅ
規格、または両方によって定義される。
【０２８１】
　[0305]方法２３００はまた、ページングウィンドウの間に、第１のデバイス以外のグル
ープの少なくとも１つのデバイスにページングメッセージを送信することを含む。たとえ
ば、第１のデバイス１０４は、データリンクグループのページングウィンドウの間に、ペ
ージングメッセージ１２８を第２のデバイス１０６および第３のデバイス１０８に送信し
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得る。ページングメッセージ１２８は、第１のデバイス１０４がデータリンクグループの
デバイスの１つまたは複数のへの送信を予定されているデータを有する場合に、送信され
得る。
【０２８２】
　[0306]ある特定の実装形態では、方法２３００は、ページングメッセージを送信したこ
とに応答して、グループの第２のデバイスから肯定応答を受信することを含む。たとえば
、第１のデバイス１０４は、ページングメッセージ１２８を送信したことに応答して、Ａ
ＣＫ１８０を第２のデバイス１０６から（または第３のデバイス１０８から）受信し得る
。肯定応答は、短フレーム間空間（ＳＩＦＳ）期間後に受信され得る。加えて、第２のデ
バイスは、デバイスのサブセットとは別個であり得る。たとえば、第１のデバイス１０４
は、第３のデバイス１０８がページングメッセージ１２８によって示されるデバイスのサ
ブセットに含まれていなくても、ＡＣＫ１８０を第３のデバイス１０８から受信し得る。
【０２８３】
　[0307]ある特定の実装形態では、方法２３００は、ページングメッセージを送信したこ
とに応答して、グループの複数のデバイスから複数の肯定応答を受信することを含む。加
えて、図１を参照して説明されたように、複数の肯定応答は、同じ波形を有することがあ
り、複数のデバイスが同じスクランブリングシードに基づいて複数の肯定応答を生成する
場合、マルチパス送信として受信されることがある。代替的に、方法２３００はさらに、
閾値を超える受信された波形エネルギーを検出したことに応答して、複数の肯定応答の受
信を検出することを含み得る。受信された波形エネルギーは短フレーム間空間（ＳＩＦＳ
）期間内に検出され、複数の肯定応答は異なるスクランブリングシードに基づいて生成さ
れる。例示すると、図１を参照して説明されたように、第１のデバイス１０４は、複数の
ＡＣＫ波形に対応する送信されるエネルギーのレベルを検出するために、ＳＩＦＳ期間の
間にワイヤレスネットワークを監視し得る。閾値を超える送信されるエネルギーのレベル
を検出すると、第１のデバイス１０４は、送信されたエネルギーのレベルを、複数のＡＣ
Ｋ波形の受信を示すものとして解釈し得る。送信されたエネルギーのレベルに基づいて複
数のＡＣＫの受信を検出することで、複数のＡＣＫからの干渉が原因で複数のＡＣＫが復
号されることが不可能であるとしても、第１のデバイス１０４は複数のＡＣＫを検出する
ことが可能になり得る。
【０２８４】
　[0308]ある特定の実装形態では、ページングメッセージは管理フレームを含む。別の特
定の実装形態では、ページングメッセージはアクションフレームを含む。たとえば、ペー
ジングメッセージ１２８は、管理フレームもしくはアクションフレームを含むことがあり
、またはそれに対応することがある。別の特定の実装形態では、ページングメッセージは
サービス発見フレーム（ＳＤＦ）を含む。たとえば、ページングメッセージ１２８は、図
１１のＳＤＦ１１００を含むことがあり、またはそれに対応することがある。
【０２８５】
　[0309]ページングメッセージは、被ページングデバイスリストを含む第１の属性を含み
得る。たとえば、図１を参照して説明されたように、ページングメッセージ１２８は、第
１のデバイス１０４からデータ１２２を受信することが予定されているデバイスのサブセ
ットを特定するＰＤＬ１７４を含む属性１７２を含み得る。別の例として、ＳＤＦ１１０
０は、データを受信することが予定されているデバイスのサブセットを特定するＰＤＬ１
１５０を含む第１のＮＡＮ属性１１１２を含み得る。ある特定の実装形態では、ＰＤＬ１
７４（またはＰＤＬ１１５０）は、トラフィック指示マップ（ＴＩＭ）を含み得る。別の
特定の実装形態では、ＰＤＬ１７４（またはＰＤＬ１１５０）は、ブルームフィルタを含
み得る。別の特定の実装形態では、ＰＤＬ１７４（またはＰＤＬ１１５０）は、媒体アク
セス制御（ＭＡＣ）アドレスのリストを含み得る。
【０２８６】
　[0310]加えて、方法２３００は、属性の被ページングデバイスリスト制御フィールドに
含まれるトラフィックタイプインジケータに基づいて、第１のデータに対応するトラフィ
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ックのタイプを決定することを含み得る。たとえば、ＰＤＬ制御フィールド１１５２のビ
ットの第２のセット１１６２は、デバイスのリスト１１５４に対応するデータのタイプを
特定するトラフィックタイプインジケータを含み得る。１つまたは複数のデバイスは、Ｐ
ＤＬ制御フィールド１１５２のビットの第２のセット１１６２に基づいて、データのトラ
フィックタイプを決定し得る。トラフィックタイプインジケータは、データの第１の部分
に対応するサービス品質（ＱｏＳ）カテゴリを特定し得る。加えて、第１のＮＡＮ属性１
１１２はさらに、被ページングデバイスリストを含む複数の被ページングデバイスリスト
を含み得る。たとえば、ＰＤＬのシーケンス１１３０は複数のＰＤＬを含み得る。
【０２８７】
　[0311]別の特定の実装形態では、第１の属性はページ属性を含み、ページ属性は被ペー
ジングデバイスリストを示すデータ構造のタイプを示す特定のフィールドを含む。ページ
属性は、データの第１の部分に対応するトラフィックのタイプを特定するトラフィックイ
ンジケータを含み得る。例示すると、第１のＮＡＮ属性１１１２は、トラフィックタイプ
インジケータ１２１２を含むページ属性１２００を含み得る。加えて、ページングメッセ
ージは、第２の被ページングデバイスリストを含む第２の属性を含み得る。第２の属性は
、データの第２の部分に対応するトラフィックのタイプを特定する第２のトラフィックタ
イプインジケータを含み得る。データの第１の部分に対応するトラフィックのタイプは、
データの第２の部分に対応するトラフィックのタイプとは異なり得る。たとえば、ページ
ングメッセージ１２８は第２のＮＡＮ属性１１１４を含むことがあり、第２のＮＡＮ属性
１１１４のトラフィックタイプインジケータ１２１２は、第１のＮＡＮ属性１１１２のト
ラフィックタイプインジケータ１２１２によって示されるデータのタイプとは異なるデー
タのタイプを示すことがある。一例として、第１のＮＡＮ属性１１１２のトラフィックタ
イプインジケータ１２１２は音声トラフィックを示すことがあり、第２のＮＡＮ属性１１
１４のトラフィックタイプインジケータ１２１２はパケットデータトラフィックを示すこ
とがある。
【０２８８】
　[0312]加えて、または代替的に、属性はページ属性を含み得る。たとえば、属性１７２
、第１のＮＡＮ属性１１１２、第２のＮＡＮ属性１１１４、またはこれらの組合せが、ペ
ージ属性１１２０を含み得る。ページ属性は、ページ属性に含まれる被ページングデバイ
スリストの数を示すページ制御フィールドを含み得る。たとえば、ページ属性１１２０は
、ページ属性１１２０に含まれるＰＤＬの数を示すページ制御フィールド１１２８を含み
得る。加えて、または代替的に、被ページングデバイスリスト制御フィールドは、ページ
制御フィールドのビットのセットが特定の値を有する場合、データリンクグループの特定
のデバイスの媒体アクセス制御（ＭＡＣ）アドレスを特定し得る。たとえば、ＰＤＬ制御
フィールド１１５２のビットの第３のセット１１６４が特定の値を有する場合、デバイス
のリスト１１５４は、データリンクグループに対応する新たな共通グループ鍵（ＣＧＫ）
を生成したデバイスのＭＡＣアドレスを含む。別の特定の実装形態では、第１の属性はト
ラフィック告知属性を含むことがあり、トラフィック告知属性は被ページングデバイスリ
ストを含むタイプ長さ値（ＴＬＶ）フィールドを含むことがある。たとえば、ページング
メッセージ１２８は、ＰＤＬ１２３８に含まれるＴＬＶフィールドを含むトラフィック告
知属性１２３０を含み得る。
【０２８９】
　[0313]ある特定の実装形態では、方法２３００は、ページングメッセージを送信する前
に、ｒｅｑｕｅｓｔ　ｔｏ　ｓｅｎｄ（ＲＴＳ）フレームを第２のデバイスに送信するこ
とを含む。第２のデバイスはデバイスのサブセットに含まれる。例示すると、第１のデバ
イス１０４は、ページングメッセージ１２８を送信する前に、第１のＲＴＳメッセージ１
８４を第２のデバイス１０６に送信し得る。加えて、方法２３００は、第２のデバイスか
らｃｌｅａｒ　ｔｏ　ｓｅｎｄ（ＣＴＳ）フレームを受信したことに応答して、ページン
グメッセージを第２のデバイスに送信することを含むことがあり、ＣＴＳフレームは短フ
レーム間空間（ＳＩＦＳ）期間内に受信される。たとえば、第１のデバイス１０４は、Ｓ
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ＩＦＳ期間内に第２のデバイス１０６から第１のＣＴＳメッセージ１８６を受信したこと
に応答して、ページングメッセージ１２８を第２のデバイス１０６に送信し得る。ある特
定の実装形態では、第２のデバイスがＣＴＳフレームを送信したことに基づいて、ページ
ングメッセージはマルチキャストメッセージであり、ページングメッセージはマルチキャ
ストアドレスを有する第２の受信機アドレスを含む。たとえば、第２のデバイス１０６が
第１のＣＴＳメッセージ１８６を送信したことに基づいて、ページングメッセージ１２８
は、マルチキャストメッセージであることがあり、マルチキャストアドレスを有する第２
の受信機アドレスを含むことがある。
【０２９０】
　[0314]代替的に、方法２３００はさらに、ｃｌｅａｒ　ｔｏ　ｓｅｎｄ（ＣＴＳ）フレ
ームが第２のデバイスから受信されていないと決定したことに応答して、第２のＲＴＳフ
レームを第３のデバイス（デバイスのサブセットに含まれる）に送信することを含み得る
。ページングメッセージは、第２のＳＩＦＳ期間内に第３のデバイスから第２のＣＴＳフ
レームを受信したことに応答して、第２のデバイスおよび第３のデバイスに送信され得る
。たとえば、第１のデバイス１０４は、ＣＴＳメッセージが第２のデバイス１０６から受
信されていないと決定したことに応答して、第２のＲＴＳメッセージ１８８を第３のデバ
イス１０８に送信し得る。第１のデバイス１０４は、第３のデバイス１０８から第２のＣ
ＴＳメッセージ１９０を受信したことに応答して、ページングメッセージ１２８を第２の
デバイス１０６および第３のデバイス１０８に送信し得る。
【０２９１】
　[0315]ある特定の実装形態では、方法２３００は、ページングメッセージを送信したこ
とに応答して、グループの第２のデバイスからトリガフレームを受信することを含む。た
とえば、第１のデバイス１０４は、ページングメッセージ１２８を送信したことに応答し
て、トリガフレーム１８２を第２のデバイス１０６から受信し得る。第２のデバイス１０
６は、第２のデバイス１０６がページングメッセージ１２８によって示されるデバイスの
サブセットに含まれていると決定したことに基づいて、トリガフレームを送信し得る。ト
リガフレームは、第２のデバイス１０６が送信ウィンドウの間にアクティブ動作モードに
あることが予定されていることを示し得る。加えて、トリガフレームは、データウィンド
ウの最初に受信され得る。たとえば、トリガフレームは、データウィンドウの最初にある
トリガウィンドウの間に受信され得る。ある特定の実装形態では、トリガフレームは、サ
ービス品質ヌル（ＱｏＳ＿ＮＵＬＬ）フレームを含み得る。別の実装形態では、トリガフ
レームは、節電ポール（ＰＳ＿ＰＯＬＬ）フレームを含み得る。たとえば、図１を参照し
て説明されたように、トリガフレーム１８２は、ＱｏＳ＿ＮＵＬＬフレームもしくはＰＳ
＿ＰＯＬＬフレームを含むことがあり、またはそれらに対応することがある。加えて、方
法２３００はさらに、トリガフレームを受信したことに応答して、データの一部分を第２
のデバイスに送信することを含み得る。たとえば、第１のデバイス１０４は、第２のデバ
イス１０６からトリガフレーム１８２を受信したことに応答して、データ１２２（または
第２のデバイス１０６のために予定されているデータ１２２の一部分）を第２のデバイス
１０６に送信し得る。
【０２９２】
　[0316]ある特定の実装形態では、方法２３００は、送信ウィンドウのページングウィン
ドウ部分に後続する送信ウィンドウのトリガウィンドウ部分の間に、１つまたは複数のデ
バイスの各々からの１つまたは複数の可用性の指示の受信を検出することを含む。ページ
ングメッセージは送信ウィンドウのページングウィンドウ部分の間に送信され、データト
ラフィックの少なくとも一部分は１つまたは複数の可用性の指示の検出に応答して送信ウ
ィンドウのトリガウィンドウ部分の間に送信される。たとえば、第１のデバイス１０４は
、第２のデバイス１０６を含む１つまたは複数のデバイスからの、トリガメッセージなど
の１つまたは複数の可用性の指示の受信を検出し得る。
【０２９３】
　[0317]したがって、図２３は、特定の受信機アドレス値を有する受信機アドレスフィー
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ルドを含むページングメッセージを生成することを示す。特定の受信機アドレス値は、１
つまたは複数のデバイスが、受信されたメッセージをページングメッセージとして特定す
ることを可能にし得る。
【０２９４】
　[0318]図２４を参照すると、動作の方法の特定の態様が示されており、全体的に２４０
０と指定されている。ある特定の実装形態では、方法２４００は、図１のシステム１００
のデバイス１０４、１０６、１０８、および１１０のうちの少なくとも１つの加入者論理
１３４によって実行され得る。いくつかの場合、方法２４００は、ＮＡＮ１０２のデータ
リンクグループに対応するページングウィンドウの間に実行され得る。
【０２９５】
　[0319]２４０２において、方法２４００は、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）のデータ
リンクグループの第１のデバイスにおいて、ページングウィンドウの間にワイヤレスネッ
トワークを監視することを含む。たとえば、ＮＡＮ１０２のデータリンクグループの第２
のデバイス１０６は、ページングウィンドウの間、データリンクグループチャネルを監視
し得る。
【０２９６】
　[0320]２４０４において、方法２４００はまた、第１のデバイスにおいて、ページング
ウィンドウの間にデータリンクグループの第２のデバイスからページングメッセージを受
信することを含む。たとえば、第２のデバイス１０６は、ページングウィンドウの間に、
ページングメッセージ１２８を第１のデバイス１０４から受信する。ページングメッセー
ジは被ページングデバイスリストを含む。被ページングデバイスリストは、データリンク
グループのデバイスのサブセットを特定する。デバイスのサブセットは、送信ウィンドウ
の間に第２のデバイスからデータを受信することが予定される。ページングメッセージは
、特定の受信機アドレス値を有する受信機アドレスフィールドを含む。例示すると、ペー
ジングメッセージ１２８は、送信ウィンドウの間の第１のデバイス１０４からのデータ１
２２の受信者として、データリンクグループのデバイスのサブセットを特定し得る。ペー
ジングメッセージ１２８は、特定の受信機アドレス値１７０を有する受信機アドレスフィ
ールドを含み得る。特定の実装形態では、特定の受信機アドレス値は、記憶されている値
、ＮＡＮに関するＮＡＮクラスタＩＤ、またはデータリンクグループに関するデータリン
クグループ識別子を含む。たとえば、特定の受信機アドレス値１７０は、（デバイス１０
４、１０６、１０８、および１１０のメモリに）記憶されている値、ＳＤＦ１１００のＡ
３フィールドによって示されるＮＡＮクラスタＩＤ、またはページ属性１１２０のデータ
リンクグループＩＤフィールド１１２６であり得る。
【０２９７】
　[0321]ある特定の実装形態では、方法２４００は、特定の受信機アドレス値を特定する
ためにページングメッセージの一部分を処理することと、特定の受信機アドレス値を特定
したことに応答して、肯定応答を第１のデバイスから第２のデバイスに送信することとを
含む。たとえば、第２のデバイス１０６は、受信機アドレスフィールドを含むページング
メッセージ１２８の一部分を処理し、受信機アドレスフィールドの値が特定の受信機アド
レス値１７０と一致する場合、第２のデバイス１０６は、ＡＣＫ１８０を第１のデバイス
１０４に送信する。第３のデバイス１０８はまた、ページングメッセージ１２８のその部
分を処理し、ＡＣＫ１８０を第１のデバイス１０４に送信し得る。ページングメッセージ
は、サービス発見フレーム（ＳＤＦ）、管理フレーム、またはアクションフレームを含み
得る。たとえば、ページングメッセージ１２８は、ＳＤＦ１１００、管理フレーム、もし
くはアクションフレームを含むことがあり、またはそれに対応することがある。
【０２９８】
　[0322]加えて、または代替的に、ページングメッセージは属性を含むことがあり、属性
は被ページングデバイスリストを含むことがある。たとえば、ページングメッセージ１２
８は、ＰＤＬ１７４を含む属性１７２を含み得る。ＰＤＬ１７４は、第１のデバイス１０
４からデータ１２２を受信することが予定されているデバイスのサブセットを特定し得る
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。別の例として、ＳＤＦ１１００は、ＰＤＬ１１５０を含む第１のＮＡＮ属性１１１２（
および第２のＮＡＮ属性１１１４）を含み得る。方法２４００はさらに、第１のデバイス
がデバイスのサブセットに含まれるかどうかを決定するために、被ページングデバイスリ
ストを処理することを含み得る。方法２４００はまた、第１のデバイスがデバイスのサブ
セットに含まれると決定すると、トリガフレームを第１のデバイスから第２のデバイスに
送信することを含み得る。加えて、方法２４００は、データウィンドウの最初にトリガフ
レームを送信することを含み得る。たとえば、トリガフレームは、データウィンドウの最
初にあるトリガウィンドウの間に送信され得る。
【０２９９】
　[0323]たとえば、第２のデバイス１０６は、ＰＤＬ１７４を特定して第２のデバイス１
０６がＰＤＬ１７４によって示されるデバイスのサブセットに含まれているかどうかを決
定するために、ページングメッセージ１２８を処理し続け得る。第２のデバイス１０６が
デバイスのサブセットに含まれる場合、第２のデバイス１０６は、トリガフレーム１８２
を第１のデバイス１０４に送信する。ある特定の実装形態では、トリガフレームは、サー
ビス品質ヌル（ＱｏＳ＿ＮＵＬＬ）フレーム、節電ポール（ＰＳ＿ＰＯＬＬ）フレーム、
アドホックトラフィック指示メッセージ（ＡＴＩＭ）フレーム、または別のフレームを含
む。たとえば、図１を参照して説明されたように、トリガフレーム１８２は、ＱｏＳ＿Ｎ
ＵＬＬフレームもしくはＰＳ＿ＰＯＬＬフレームを含むことがあり、またはそれらに対応
することがある。
【０３００】
　[0324]加えて、または代替的に、方法２４００は、属性の被ページングデバイスリスト
制御フィールドに含まれるトラフィックタイプインジケータに基づいて、データに対応す
るトラフィックのタイプを決定することを含み得る。たとえば、第２のデバイス１０６は
、図１１のページ属性１１２０のＰＤＬ制御フィールド１１５２のビットの第２のセット
１１６２に含まれるトラフィックタイプインジケータに基づいて、データ１２２に対応す
るトラフィックのタイプを決定し得る。少なくとも１つの実装形態では、トリガフレーム
は高優先度のトラフィックに対応する。たとえば、トリガフレーム１８２のトラフィック
タイプは、音声トラフィックなどの高優先度のトラフィックに対応し得る。加えて、また
は代替的に、方法２４００はさらに、ページ制御フィールド１２０８のビットの第１のセ
ット１２２０に基づいて、データリンクグループに対応する新たな共通グループ鍵（ＣＧ
Ｋ）が生成されているかどうかを決定することを含み得る。
【０３０１】
　[0325]ある特定の実装形態では、方法２４００はさらに、第１のデバイスがデバイスの
サブセットに含まれていることと、第１のデバイスが第３のデバイスから受信された第２
のページングメッセージによって示されるデバイスの第２のサブセットに含まれているこ
ととを決定すると、マルチキャストトリガフレームを第１のデバイスから第２のデバイス
および第３のデバイスに送信することを含む。たとえば、第２のデバイス１０６は第１の
デバイス１０４からページングメッセージ１２８を受信することがあり、第２のデバイス
１０６は異なるデバイスから第２のページングメッセージを受信することがある。第２の
デバイス１０６が両方のデバイスからトラフィックを受信することが予定されていると決
定すると、第２のデバイス１０６はトリガフレーム１８２を両方のデバイスにマルチキャ
ストし得る。
【０３０２】
　[0326]ある特定の実装形態では、第２の論理チャネルは補助通信チャネルに対応する。
第１の論理チャネルは次の補助通信チャネルを表し、次の補助通信チャネルの指示は論理
チャネルのインデックスにおいて補助通信チャネルの指示に後続する。
【０３０３】
　[0327]したがって、図２４は、１つまたは複数のデバイスがデータリンクグループの第
１のデバイスからメッセージを受信することができ、受信機アドレスが特定の受信機アド
レス値を有するかどうかに基づいてメッセージがページングメッセージであるかどうかを
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決定できることを示す。
【０３０４】
　[0328]図２５を参照すると、ワイヤレス通信デバイスの特定の説明のための態様が示さ
れており、全体的に２５００と指定されている。デバイス２５００は、メモリ２５３２に
結合されたデジタル信号プロセッサなどのプロセッサ２５１０を含む。ある説明のための
実装形態では、デバイス２５００、またはそのコンポーネントは、図１のデバイス１０４
、１０６、１０８、および１１０、またはこれらのコンポーネントのうちの少なくとも１
つに対応し得る。プロセッサ２５１０は、提供者論理１３０、加入者論理１３４、または
両方を含み得る。
【０３０５】
　[0329]プロセッサ２５１０は、メモリ２５３２に記憶されたソフトウェア（たとえば、
１つまたは複数の命令２５６８のプログラム）を実行するように構成され得る。加えて、
または代替的に、プロセッサ２５１０は、ワイヤレスインターフェース２５４０のメモリ
に記憶された１つまたは複数の命令を実施するように構成され得る。ワイヤレスインター
フェース２５４０は、米国電気電子学会（ＩＥＥＥ）８０２．１１適合インターフェース
であり得る。たとえば、ワイヤレスインターフェース２５４０は、１つまたは複数のＩＥ
ＥＥ　８０２．１１規格と１つまたは複数のＮＡＮ規格とを含む、１つまたは複数のワイ
ヤレス通信規格に従って動作するように構成され得る。ある特定の実装形態では、プロセ
ッサ２５１０は、図１～２４を参照して説明された１つまたは複数の動作または方法を実
行するように構成され得る。たとえば、プロセッサ２５１０は、（たとえば、ＮＡＮ１０
２の通信の関連付け段階の間の）図１の関連付け交換１１２と関連付けられる動作を実行
するように構成され得る。例示すると、プロセッサ２５１０は、図１の能力情報１１４と
可用性情報１１６とを生成し、能力情報１１４と可用性情報１１６とを送信（または受信
）するように構成され得る。プロセッサ２５１０はさらに、図１のサービス広告１２０を
生成し、図３のＮＡＮ通信チャネル３０４を介してサービス広告１２０を送信（または受
信）するように構成され得る。プロセッサ２５１０は、図１の加入メッセージ１２４を受
信（または送信）するように構成され得る。プロセッサ２５１０は、１つまたは複数の関
連するページングウィンドウの間、１つまたは複数の通信チャネルを監視するように構成
され得る。プロセッサ２５１０は、１つまたは複数の関連するデータ送信ウィンドウの間
、１つまたは複数の通信チャネルを介してデータを送信（または受信）するように構成さ
れ得る。プロセッサ２５１０は、１つまたは複数の関連するページングウィンドウおよび
／またはデータ送信ウィンドウの間、１つまたは複数の通信チャネルを監視するのを控え
るように構成され得る。
【０３０６】
　[0330]ワイヤレスインターフェース２５４０は、プロセッサ２５１０とアンテナ２５４
２とに結合され得る。たとえば、ワイヤレスインターフェース２５４０は、アンテナ２５
４２アンドを介して受信されたワイヤレスデータがプロセッサ２５１０に提供され得るよ
うに、送受信機１３６を介してアンテナ２５４２に結合され得る。
【０３０７】
　[0331]コーダ／デコーダ（コーデック）２５３４も、プロセッサ２５１０に結合され得
る。スピーカー２５３６およびマイクロフォン２５３８がコーデック２５３４に結合され
得る。ディスプレイコントローラ２５２６がプロセッサ２５１０とディスプレイデバイス
２５２８とに結合され得る。ある特定の実装形態では、プロセッサ２５１０、ディスプレ
イコントローラ２５２６、メモリ２５３２、コーデック２５３４、およびワイヤレスイン
ターフェース２５４０は、システムインパッケージまたはシステムオンチップデバイス２
５２２に含まれる。ある特定の実装形態では、入力デバイス２５３０および電源２５４４
が、システムオンチップデバイス２５２２に結合される。その上、ある特定の実装形態で
は、図２５に示されるように、ディスプレイデバイス２５２８、入力デバイス２５３０、
スピーカー２５３６、マイクロフォン２５３８、アンテナ２５４２、および電源２５４４
は、システムオンチップデバイス２５２２の外部にある。しかしながら、ディスプレイデ



(78) JP 6275925 B2 2018.2.7

10

20

30

40

50

バイス２５２８、入力デバイス２５３０、スピーカー２５３６、マイクロフォン２５３８
、アンテナ２５４２、および電源２５４４の各々は、１つまたは複数のインターフェース
またはコントローラなどのシステムオンチップデバイス２５２２の１つまたは複数のコン
ポーネントに結合され得る。ある特定の実装形態では、デバイス２５００は、通信デバイ
ス、音楽プレーヤ、ビデオプレーヤ、エンターテインメントユニット、ナビゲーションデ
バイス、携帯情報端末（ＰＤＡ）、モバイルデバイス、コンピュータ、デコーダ、または
セットトップボックスの少なくとも１つを含み得る。
【０３０８】
　[0332]説明された態様に関連して、装置は、ＮＡＮの通信の接続設定段階の間に（また
はＮＡＮ発見ウィンドウの間に）デバイスから可用性情報を受信するための手段を含み、
接続設定段階はデバイス能力情報の交換を含む。たとえば、受信するための手段は、送受
信機１３６、加入メッセージを送信するように構成される１つまたは複数の他のデバイス
、回路、モジュール、もしくは命令、またはそれらの任意の組合せを含み得る。非限定的
な例として、接続設定段階は関連付け段階またはネゴシエーション段階であり得る。
【０３０９】
　[0333]装置はさらに、（送信ウィンドウの間のデバイスの可用性を示す可用性情報に基
づいて）送信ウィンドウの間のデバイスの可用性を決定するためのメッセージ交換を実行
することなく、送信ウィンドウの間にデータをデバイスに送信するための手段を含む。装
置はまた、（可用性情報がデータウィンドウの間のデバイスの可用性を示さない場合）デ
ータをデバイスに送信する前にデバイスの可用性を決定するために、メッセージ交換を実
行する（たとえば、ポーリングメッセージを送信する、またはトリガメッセージを受信す
る）ための手段を含み得る。たとえば、送信するための手段（および受信するための手段
）は、送受信機１３６、加入メッセージを送信するように構成される１つまたは複数の他
のデバイス、回路、モジュール、もしくは命令、またはそれらの任意の組合せを含み得る
。
【０３１０】
　[0334]さらに、説明された態様に関連して、第２の装置（デバイス）は、ＮＡＮの通信
の接続設定段階の間に可用性情報を第２のデバイスに送信するための手段を含む。接続設
定段階はデバイス能力情報の交換を含み、可用性情報は送信ウィンドウの間の可用性を示
す。たとえば、送信するための手段および受信するための手段は、送受信機１３６、加入
メッセージを送信するように構成される１つまたは複数の他のデバイス、回路、モジュー
ル、もしくは命令、またはそれらの任意の組合せを含み得る。
【０３１１】
　[0335]第２の装置はさらに、（送信ウィンドウの間のデバイスの可用性を示す可用性情
報に基づいて）第２のデバイスに可用性の指示を提供するためのメッセージ交換を実行す
ることなく、送信ウィンドウの間にデータを第２のデバイスから受信するための手段を含
む。第２の装置はまた、可用性情報が送信ウィンドウの間のデバイスの可用性を示さない
場合、メッセージ交換を実行するための手段（たとえば、ポーリングメッセージに応答し
てメッセージを送信するための手段またはトリガメッセージを送信するための手段）を含
み得る。たとえば、受信するための手段（および送信するための手段）は、送受信機１３
６、加入メッセージを送信するように構成される１つまたは複数の他のデバイス、回路、
モジュール、もしくは命令、またはそれらの任意の組合せを含み得る。非限定的な例とし
て、接続設定段階は関連付け段階またはネゴシエーション段階であり得る。
【０３１２】
　[0336]説明された態様に関連して、第３の装置は、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）の
データリンクグループの第１のデバイスにおいてページングメッセージを生成するための
手段を含む。たとえば、生成するための手段は、図１の第１のデバイス１０４、提供者論
理１３０、図２５の命令２５６８、ワイヤレスインターフェース２５４０、提供者論理１
３０を実行するようにプログラムされたプロセッサ２５１０、ページングメッセージを生
成するための１つまたは複数の他のデバイス、回路、モジュール、もしくは命令、または
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これらの任意の組合せを含み得る。ページングメッセージは被ページングデバイスリスト
を含む。被ページングデバイスリストは、データリンクグループのデバイスのサブセット
を特定する。デバイスのサブセットは、送信ウィンドウの間に第１のデバイスからデータ
を受信することが予定される。ページングメッセージは、特定の受信機アドレス値を有す
る受信機アドレスフィールドを含む。
【０３１３】
　[0337]第３の装置はまた、ページングウィンドウの間に、第１のデバイス以外のデバイ
スにページングメッセージを送信するための手段を含む。たとえば、送信するための手段
は、図１の第１のデバイス１０４、送受信機１３６、図２５の送受信機１３６、ページン
グメッセージを送信するための１つまたは複数の他のデバイス、回路、モジュール、もし
くは命令、またはこれらの任意の組合せを含み得る。
【０３１４】
　[0338]説明された態様に関連して、第４の装置は、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）の
データリンクグループの第１のデバイスにおいて、ページングウィンドウの間にワイヤレ
スネットワークを監視するための手段を含む。たとえば、監視するための手段は、図１の
第２のデバイス１０６、第３のデバイス１０８、加入者論理１３４、図２５の命令２５６
８、ワイヤレスインターフェース２５４０、加入者論理１３４を実行するようにプログラ
ムされたプロセッサ２５１０、ページングウィンドウの間にワイヤレスネットワークを監
視するための１つまたは複数の他のデバイス、回路、モジュール、もしくは命令、または
これらの任意の組合せを含み得る。
【０３１５】
　[0339]第４の装置はまた、第１のデバイスにおいて、ページングウィンドウの間にデー
タリンクグループの第２のデバイスからページングメッセージを受信するための手段を含
む。たとえば、受信するための手段は、図１の第２のデバイス１０６、第３のデバイス１
０８、送受信機１３６、図２５の送受信機１３６、ページングメッセージを受信するため
の１つまたは複数の他のデバイス、回路、モジュール、もしくは命令、またはこれらの任
意の組合せを含み得る。ページングメッセージは被ページングデバイスリストを含む。被
ページングデバイスリストは、データリンクグループのデバイスのサブセットを特定する
。デバイスのサブセットは、送信ウィンドウの間に第２のデバイスからデータを受信する
ことが予定される。ページングメッセージは、特定の受信機アドレス値を有する受信機ア
ドレスフィールドを含む。
【０３１６】
　[0340]説明された態様に関連して、第５の装置は、第１のデバイスにおいて、近隣認識
ネットワーク（ＮＡＮ）のデータリンクグループに対応する、またはＮＡＮに対応する特
定の時間期間の間に第１のデバイスが利用可能であるかどうかの指示を含むメッセージを
生成するための手段を含む。たとえば、生成するための手段は、図１の第１のデバイス１
０４、提供者論理１３０、図２５の命令２５６８、ワイヤレスインターフェース２５４０
、提供者論理１３０を実行するようにプログラムされたプロセッサ２５１０、メッセージ
を生成するための１つまたは複数の他のデバイス、回路、モジュール、もしくは命令、ま
たはこれらの任意の組合せを含み得る。
【０３１７】
　[0341]第５の装置はまた、第１のデバイスからデータリンクグループの１つまたは複数
のデバイスにメッセージを送信するための手段を含む。たとえば、送信するための手段は
、図１の第１のデバイス１０４、送受信機１３６、図２５の送受信機１３６、メッセージ
を送信するための１つまたは複数の他のデバイス、回路、モジュール、もしくは命令、ま
たはこれらの任意の組合せを含み得る。
【０３１８】
　[0342]説明された態様に関連して、第６の装置は、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）の
データリンクグループの第２のデバイスにおいて、データリンクグループに対応するまた
はＮＡＮに対応する特定の時間期間の間に特定のサービスに対応する第１のデバイスが利
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用可能であるかどうかの指示を含むメッセージを受信するための手段を含む。たとえば、
受信するための手段は、図１の第２のデバイス１０６、加入者論理１３４、図２５の命令
２５６８、ワイヤレスインターフェース２５４０、加入者論理１３４を実行するようにプ
ログラムされたプロセッサ２５１０、メッセージを受信するための１つまたは複数の他の
デバイス、回路、モジュール、もしくは命令、またはこれらの任意の組合せを含み得る。
【０３１９】
　[0343]第６の装置はまた、第１のデバイスがその特定の時間期間の間に利用不可能であ
ると決定したことに応答して、その特定の時間期間に対応する１つまたは複数の送信ウィ
ンドウの間に低電力動作モードに遷移するための手段を含む。たとえば、遷移するための
手段は、図１の第２のデバイス１０６、加入者論理１３４、図２５の命令２５６８、加入
者論理１３４を実行するようにプログラムされたプロセッサ２５１０、低電力動作モード
に遷移するための１つまたは複数の他のデバイス、回路、モジュール、もしくは命令、ま
たはこれらの任意の組合せを含み得る。
【０３２０】
　[0344]開示された態様の１つまたは複数は、通信デバイス、携帯情報端末（ＰＤＡ）、
携帯電話、セルラー電話、コンピュータ化された腕時計、ナビゲーションデバイス、コン
ピュータ、ポータブルコンピュータ、デスクトップコンピュータ、またはそれらの任意の
組合せを含み得るデバイス２５００などのシステムまたは装置において実装され得る。他
の例として、デバイス２５００は、セットトップボックス、エンターテインメントユニッ
ト、固定位置データユニット、モバイル位置データユニット、モニタ、コンピュータモニ
タ、テレビジョン、チューナー、車両に内蔵される、もしくは車両に通信可能に結合され
るシステムまたはコンポーネント、またはこれらの任意の組合せを含み得る。他の例とし
て、デバイス２５００は、ラジオ、衛星ラジオ、音楽プレーヤ、デジタル音楽プレーヤ、
ポータブル音楽プレーヤ、ビデオプレーヤ、デジタルビデオプレーヤ、デジタルビデオデ
ィスク（ＤＶＤ）プレーヤ、ポータブルデジタルビデオプレーヤ、データまたはコンピュ
ータ命令を記憶するか、もしくは取り出す任意の他のデバイス、またはこれらの任意の組
合せを含み得る。
【０３２１】
　[0345]図１～図２５の１つまたは複数は、本開示の教示によるシステム、装置、および
／または方法を示し得るが、本開示は、これらの示されたシステム、装置、および／また
は方法に限定されない。本明細書で示され、または説明される図１～図２５のいずれかの
１つまたは複数の機能またはコンポーネントは、図１～図２５の別の１つまたは複数の他
の部分と組み合わされ得る。したがって、本明細書で説明されたいずれの単一の実装形態
も限定するものとして解釈されるべきではなく、１つの図を参照して説明される本開示の
実装形態は、本開示の教示から逸脱することなく他の図を参照して説明される実装形態と
適切に組み合わされ得る。
【０３２２】
　[0346]本明細書で開示された実装に関連して説明された様々な例示的な論理ブロック、
構成、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、プロセッ
サによって実行されるコンピュータソフトウェア、または両方の組合せとして実装され得
ることを当業者はさらに理解するであろう。様々な例示的なコンポーネント、ブロック、
構成、モジュール、回路、およびステップは全般に、それらの機能に関して上で説明され
ている。そのような機能がハードウェアとして実装されるか、プロセッサ実行可能命令と
して実装されるかは、具体的な適用例および全体的なシステムに課された設計制約に依存
する。当業者は、説明された機能を具体的な適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そ
のような実装決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じさせるものと解釈されるべきではな
い。
【０３２３】
　[0347]本明細書の開示に関して説明された方法またはアルゴリズムのステップは、直接
ハードウェアで実装されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで
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実装されるか、またはその２つの組合せで実装され得る。ソフトウェアモジュールは、ラ
ンダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、フラッシュメモリ、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、プ
ログラマブル読取り専用メモリ（ＰＲＯＭ）、消去可能プログラマブル読取り専用メモリ
（ＥＰＲＯＭ）、電気消去可能プログラマブル読取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商
標））、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、コンパクトディスク読取り
専用メモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）、または当技術分野で知られている任意の他の形態の非一時
的（ｎｏｎ－ｔｒａｎｓｉｅｎｔ）（たとえば、非一時的（ｎｏｎ－ｔｒａｎｓｉｔｏｒ
ｙ））記憶媒体中に存在し得る。例示的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を
読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロセッサに結合される。代
替的に、記憶媒体はプロセッサと一体であり得る。プロセッサおよび記憶媒体は特定用途
向け集積回路（ＡＳＩＣ）中に存在し得る。ＡＳＩＣは、コンピューティングデバイスま
たはユーザ端末中に存在し得る。代替的に、プロセッサおよび記憶媒体は、コンピューテ
ィングデバイスまたはユーザ端末内の個別のコンポーネントとして存在し得る。
【０３２４】
　[0348]前の説明は、開示される実装形態を当業者が製作または使用することを可能にす
るために与えられる。これらの実装形態への様々な変更は当業者には容易に明らかになり
、本明細書で定義された原理は本開示の範囲から逸脱することなく他の実装形態に適用さ
れ得る。したがって、本開示は、本明細書に示された実装形態に限定されるものではなく
、以下の特許請求の範囲によって定義される原理および新規の特徴に一致する可能な最も
広い範囲を与えられるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　通信の方法であって、
　第１のデバイスにおいて、近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）の通信の接続設定段階の間
またはＮＡＮ発見ウィンドウの間に第２のデバイスから可用性情報を受信することと、こ
こにおいて、前記接続設定段階がデバイス能力情報の交換を含む、
　前記第２のデバイスが前記第１のデバイスからデータを受信するために前記ＮＡＮのデ
ータリンクグループの送信ウィンドウの間に利用可能であることを示す前記可用性情報に
基づいて、前記第２のデバイスの可用性を決定するためのメッセージ交換を実行すること
なく前記送信ウィンドウの間に前記第１のデバイスから前記第２のデバイスにデータを送
信することとを備える、方法。
　　［Ｃ２］
　前記接続設定段階の間に前記第２のデバイスとの関連付けを実行することをさらに備え
る、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　前記第２のデバイスが前記送信ウィンドウの間に利用可能であることを前記可用性情報
が示さないと決定したことに応答して、前記第１のデバイスから前記第２のデバイスに前
記データを送信する前に、前記第２のデバイスの前記可用性を決定するための前記メッセ
ージ交換を実行することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記メッセージ交換がメッセージを前記第１のデバイスから前記第２のデバイスに送信
することを含み、前記メッセージが、節電ポール（ＰＳ－ＰＯＬＬ）メッセージ、サービ
ス品質（ＱｏＳ）ヌルメッセージ、アドホックトラフィック指示メッセージ（ＡＴＩＭ）
フレーム、アクションフレーム、およびユニキャストメッセージのうちの少なくとも１つ
を含む、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　前記メッセージ交換が、前記第１のデバイスにおいて、前記第２のデバイスからトリガ
フレームを受信することを含み、前記トリガフレームが、節電ポール（ＰＳ－ＰＯＬＬ）
メッセージ、サービス品質（ＱｏＳ）ヌルフレーム、アドホックトラフィック指示メッセ
ージ（ＡＴＩＭ）フレーム、およびアクションフレームのうちの少なくとも１つを含む、
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Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　ページングウィンドウの間にトラフィックインジケータを含むページングメッセージを
送信することをさらに備え、前記トラフィックインジケータが、前記データを受信するこ
とを予定されているものとして前記第２のデバイスを特定する、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　前記トラフィックインジケータが、トラフィック指示マップ（ＴＩＭ）、ブルームフィ
ルタ、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）アドレスのリスト、部分ＭＡＣアドレスのリスト、Ｍ
ＡＣアドレスのハッシュのリスト、およびアドホックトラフィック指示メッセージ（ＡＴ
ＩＭ）フレームのうちの少なくとも１つを含む、Ｃ６に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記可用性情報が特定のフィールド値および特定のビット値のうちの少なくとも１つを
含み、前記特定のフィールド値および前記特定のビット値のうちの前記少なくとも１つの
値が、前記第２のデバイスが前記送信ウィンドウの間に利用可能であるかどうかを示す、
Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　前記可用性情報が、複数のビットを有する特定のフィールドを含み、前記特定のフィー
ルドの値が、前記第２のデバイスが前記データリンクグループに対応する各データウィン
ドウの間に利用可能であるかどうかを示す、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリとを備え、前記メモリが、
　　近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）の通信の接続設定段階の間またはＮＡＮ発見ウィン
ドウの間にデバイスから可用性情報を受信することと、ここにおいて、前記接続設定段階
がデバイス能力情報の交換を含む、
　　前記デバイスが前記ＮＡＮのデータリンクグループの送信ウィンドウの間に利用可能
であることを示す前記可用性情報に基づいて、前記デバイスの可用性を決定するためのメ
ッセージ交換を実行することなく前記送信ウィンドウの間に前記デバイスにデータを送信
することと
　を備える動作を実行するように前記プロセッサによって実行可能な命令を記憶する、装
置。
　　［Ｃ１１］
　前記動作がさらに、前記デバイスが前記送信ウィンドウの間に利用可能であることを前
記可用性情報が示さないと決定したことに応答して、前記デバイスに前記データを送信す
る前に、前記デバイスの前記可用性を決定するための前記メッセージ交換を実行すること
を含む、Ｃ１０に記載の装置。
　　［Ｃ１２］
　前記メッセージ交換がメッセージを前記デバイスに送信することを含み、前記メッセー
ジが、ＰＳ－ＰＯＬＬメッセージ、ＱｏＳヌルメッセージ、ＡＴＩＭメッセージ、および
アクションフレームのうちの少なくとも１つを含む、Ｃ１１に記載の装置。
　　［Ｃ１３］
　前記動作がさらに、ページングウィンドウの間にトラフィックインジケータを含むペー
ジングメッセージを送信することを備え、前記トラフィックインジケータが、前記データ
を受信することを予定されているものとして前記デバイスを特定する、Ｃ１０に記載の装
置。
　　［Ｃ１４］
　前記トラフィックインジケータが、トラフィック指示マップ（ＴＩＭ）、ブルームフィ
ルタ、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）アドレスのリスト、およびアドホックトラフィック指
示メッセージ（ＡＴＩＭ）フレームのうちの少なくとも１つを含む、Ｃ１３に記載の装置
。
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　　［Ｃ１５］
　前記可用性情報が特定のフィールド値または特定のビット値のうちの少なくとも１つを
含み、前記特定のフィールド値および前記特定のビット値のうちの前記少なくとも１つの
値が、前記デバイスが前記データリンクグループのデータウィンドウの間に利用可能であ
るかどうかを示す、Ｃ１０に記載の装置。
　　［Ｃ１６］
　前記可用性情報が、複数のビットを有する特定のフィールドを含み、前記特定のフィー
ルドの値が、前記デバイスが前記データリンクグループに対応する各データウィンドウの
間に利用可能であるかどうかを示す、Ｃ１０に記載の装置。
　　［Ｃ１７］
　通信の方法であって、
　近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）の通信の接続設定段階の間またはＮＡＮ発見ウィンド
ウの間に第１のデバイスから第２のデバイスに可用性情報を送信することと、ここにおい
て、前記接続設定段階がデバイス能力情報の交換を含み、前記可用性情報が前記ＮＡＮの
データリンクグループの送信ウィンドウの間の前記第１のデバイスの可用性を示す、
　前記送信ウィンドウの間に前記第１のデバイスが利用可能であることを示す前記可用性
情報に基づいて、前記第２のデバイスに可用性の指示を提供するためのメッセージ交換を
実行することなく前記送信ウィンドウの間に前記第２のデバイスから前記第１のデバイス
においてデータを受信することとを備える、方法。
　　［Ｃ１８］
　前記第１のデバイスが前記送信ウィンドウの間に利用可能であることを前記可用性情報
が示さないと決定したことに応答して、前記第２のデバイスからメッセージを受信したこ
とに応答して前記第２のデバイスに可用性の前記指示を提供するための前記メッセージ交
換を実行することをさらに備える、Ｃ１７に記載の方法。
　　［Ｃ１９］
　前記メッセージが、ＰＳ－ＰＯＬＬメッセージ、ＱｏＳヌルメッセージ、ＡＴＩＭメッ
セージ、およびアクションフレームのうちの少なくとも１つを含む、Ｃ１８に記載の方法
。
　　［Ｃ２０］
　前記第１のデバイスにおいて、ページングウィンドウの間に前記第２のデバイスからペ
ージングメッセージを受信することをさらに備え、前記ページングメッセージが、前記デ
ータを受信することを予定されているものとして前記第１のデバイスを特定するトラフィ
ックインジケータを含む、Ｃ１７に記載の方法。
　　［Ｃ２１］
　前記接続設定段階の間に前記第２のデバイスとの関連付けを実行することをさらに備え
る、Ｃ１７に記載の方法。
　　［Ｃ２２］
　前記第１のデバイスが前記接続設定段階の間に前記ＮＡＮの前記データリンクグループ
に参加し、前記データリンクグループが前記第２のデバイスと１つまたは複数の他のデバ
イスとを含む、Ｃ１７に記載の方法。
　　［Ｃ２３］
　前記可用性情報が特定のフィールド値または特定のビット値のうちの少なくとも１つを
含み、前記特定のフィールド値および前記特定のビット値のうちの前記少なくとも１つの
値が、前記第１のデバイスが前記送信ウィンドウの間であるかどうかを示す、Ｃ１７に記
載の方法。
　　［Ｃ２４］
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリとを備え、前記メモリが、
　　近隣認識ネットワーク（ＮＡＮ）の通信の接続設定段階の間またはＮＡＮ発見ウィン
ドウの間にデバイスに可用性情報を送信することと、ここにおいて、前記接続設定段階が
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送信ウィンドウの間の前記デバイスの可用性を示す、
　　前記送信ウィンドウの間に前記デバイスが利用可能であることを示す前記可用性情報
に基づいて、前記デバイスに可用性の指示を提供するためのメッセージ交換を実行するこ
となくデータウィンドウの間に前記デバイスからデータを受信することと
　を備える動作を実行するように前記プロセッサによって実行可能な命令を記憶する、装
置。
　　［Ｃ２５］
　前記動作がさらに、前記デバイスが前記送信ウィンドウの間に利用可能であることを前
記可用性情報が示さない場合、前記デバイスからメッセージを受信したことに応答して前
記デバイスに可用性の前記指示を提供するための前記メッセージ交換を実行することを備
える、Ｃ２４に記載の装置。
　　［Ｃ２６］
　前記メッセージが、節電ポール（ＰＳ－ＰＯＬＬ）メッセージ、サービス品質（ＱｏＳ
）ヌルメッセージ、アドホックトラフィック指示メッセージ（ＡＴＩＭ）フレーム、およ
びアクションフレームのうちの少なくとも１つを含む、Ｃ２５に記載の装置。
　　［Ｃ２７］
　前記動作がさらに、ページングウィンドウの間に前記デバイスからページングメッセー
ジを受信することを備え、前記ページングメッセージが、データを受信することを予定さ
れているものとして前記デバイスを特定するトラフィックインジケータを含む、Ｃ２４に
記載の装置。
　　［Ｃ２８］
　前記トラフィックインジケータが、トラフィック指示マップ（ＴＩＭ）、ブルームフィ
ルタ、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）アドレスのリスト、およびアドホックトラフィック指
示メッセージ（ＡＴＩＭ）フレームのうちの少なくとも１つを含む、Ｃ２７に記載の装置
。
　　［Ｃ２９］
　前記可用性情報が特定のフィールド値または特定のビット値のうちの少なくとも１つを
含み、前記特定のフィールド値および前記特定のビット値のうちの前記少なくとも１つの
値が、前記デバイスが前記送信ウィンドウの間に利用可能であるかどうかを示す、Ｃ２４
に記載の装置。
　　［Ｃ３０］
　前記可用性情報が、複数のビットを有する特定のフィールドを含み、前記特定のフィー
ルドの値が、前記デバイスが前記データリンクグループに対応する各データウィンドウの
間に利用可能であることを示す、Ｃ２４に記載の装置。
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